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    　ムッツリスケベが進化したら透明人間になった。


    　だって俺は死角だから。死角は見えない存在だから。


    　これはどう考えても最強だろ。白いパンツも見放題だし、水色パンツも見放題だし、ベージュのパンツも見放題だし。


    　待てよ。


    　ピンクのパンツも見放題じゃないか。


    　まあ別に色とか関係なしに見放題なんだけど、とにかくこれでもうパンツなんて全然興味ないですよ風ふうを装いながらも必死になってチラ見する必要はない。


    　茶の間でごろごろと横になってテレビを見るような感じでパンチラできちゃう。


    　透明だから。


    　クララが立っても立ってなくてもパンチラできちゃう。


    　透明だから。


    　九回の裏二死満塁で、ここで打てば逆転サヨナラという場面で打席に立つ野球部キャプテンのことを、応援席で絶対に打ってほしいと心から祈り続ける女の子のパンチラもできちゃう。


    　透明だから。


    　いやもうこうなったらパンチラとか言ってるレベルじゃない。見ようと思えばパンツ工場へ行って製造過程を一から見ることだってできる。そこでどんな厳しいチェックが行われているのか知ることもできる。


    　いっさい興味ないけど。


    　なにしろ透明人間だ。何でもできる。公園の鳩はとなんか摑つかみまくりだ。敵のアジトにも楽々侵入できる。その際、敵のボスが飲んでるブランデーをこっそりウーロン茶にすり替えることだってできる。まあ身近にボスなんていないんだけど、とにかくそれぐらい何でもやりたい放題できるわけだ。


    　すごい。透明人間超すごい。


    　もうこうなったらインターネットの何とかマップで女子更衣室のありそうな場所をチェックして、プリントアウトしてそれを宝の地図だと言い張るしかねえ。


    　すばらしい。透明人間最高だ。


    　でもあれだな。透明人間にしてはやること全部スケール小さいな。


    



    　今日は何かおかしいなあ、いつもよりうねうねしてるなあ、ということに俺は洗面所の鏡の前に立つ前から何となく気がついていた。


    「…………」


    　そこに映し出される姿は、様々な金属パーツを小学生あたりが何も考えずにめちゃめちゃに組み合わせたような金属の塊かたまり。うねうねと音もなく、まったくの無む駄だとしか思えない動きをする動力機関。ところどころからにょろりと飛び出ているケーブルやらフレームやらが、鉄の塊をアンバランスに支えている。


    　この壊れた機械のような物体を以前何度か見かけたことがあるのだが、なぜ鏡に俺ではなくそいつが映っているのだろうか。


    　まさか。


    　ひょっとして。


    　これが俺だということなのだろうか。


    「いやいやそんなまさか！」


    　そんなわけないないと腕をぶんぶん振ったら、鏡に映った物体のケーブルがまったく同じようにぶんぶん動いた。


    「俺だ！　これ絶対俺だ！」


    　間違いない。


    　どうやら俺は死し角かくになってしまったらしい。


    「な……何がどうなってるんだ……？」


    　わけがわからん。いったい何でこんなことになってしまったのだろうか。特に変なことをした覚えはない。ガムを紙に包まずそのまま捨てたりとか、お地蔵さんの首をもぐなどといった悪い行おこないをした覚えもない。昨晩は確かいつものようにゲームをやってて、コントローラを握ったまま寝てしまったはずだ。たったそれだけのことでこんなことになってしまったのだろうか。ゲームは一日一時間ということなのだろうか。


    　バカな。いまどきＲＰＧをクリアするのにどれだけ時間かかると思ってるんだ。隠しボスや隠しダンジョンとか合わせたら、さらにえらいことになるんだぞ。その割りにはシナリオが一本道だったり、無駄にムービーシーンが多かったりっていったいどういうことだ。


    　いや待てとりあえず落ち着け。


    　ゲーム批評をしている場合ではない。


    　これまでの状況をいったん整理してみよう。


    　俺は普通で平凡な、どこにでもいる縞しま々しまのパンツとかが好きな高校二年生だった。他ほかの人と違う点があるとすれば、俺は「見る目がある人」と呼ばれる特殊な能力を持っていることと、普段は姿の見えない謎なぞの物体である「死角」と戦っていることくらいである。


    　死角は姿の見えないのをいいことに、こっそりひっそりと人に近づき、寿命を奪い取ってしまうという危険な物体である。見る目がある人は、そんな死角の居場所を「空気を読む」と呼ばれる能力で察知することができる。さらに各人固有の「条件」を満たすことにより、死角の姿を見ることができるようになる。しかしこちらが見る目がある人だと死角にばれると、突然襲おそいかかってくるから厄やつ介かいだったりする。


    　加えて俺の場合、問題は他ほかにもある。俺は他の見る目がある人と違って、空気を読むことが全然できなかったり、死角を見るための条件がひとたび満たすごとに変わったり、ついでに縞しま々しまのパンツが大好きだったりする。


    　そんな見る目がある人を集めてオカルト大好き部、略してオカリナ部を作り、そこに俺を強引に引っ張り込んだのが、同級生にしてはちびっ子で年中脳天気で縞々パンツが似合いそうな井い波なみである。部員は俺の他に、巨乳で可か憐れんな美少女・藤ふじ村むらと、その兄である少しよう佐さがいる。


    　何でこんなよくわからん部を作ったのかというと、人の寿命をこっそり奪う死角を、みんなで協力してぼっこぼこに壊しまくるのが目的だそうだ。


    　しかし俺自身が死角になってしまった場合はどうすればいいのだろうか。とりあえず女おんな風ぶ呂ろとか覗のぞいた方がいいのだろうか。いや覗くどころか背中を流すことぐらい余裕でできてしまいそうなのだが、残念ながら今はそんなことをしている場合ではない。やはりここは縞々パンツを見に行くべきだろう。


    　いや縞々パンツはもういいよ。


    　どんだけ好きなんだよ縞々パンツ。しつこすぎだろ。


    　ひとまず自分の部屋にうねうねと戻る。


    　こんな状況になってしまった今、頼りになる人物といえば井波か師し匠しようしかいないだろう。むしろ死角絡み以外のことはまったく頼りにならない気がするくらいだから、絶対何とかしてくれるに違いない。


    　師匠の連絡先は知らないので、井波に連絡しようかと思い、机の上の携帯電話に手（実際にはケーブル）を伸ばす。


    「……おお？」


    　しかしケーブルの先端がお好み焼きのヘラみたいにまっ平らなため、携帯電話はぽとりと手元から滑り落ちてしまう。何度かチャレンジするものの、まったく摑つかむことができない。


    「なんてことだ……！　これじゃゲーセンのぬいぐるみすらキャッチできん……！」


    　仕方がないので手に持つことを諦あきらめ、机に置いたまま電話をかけようかと思いきや、今度は意外と先端が太いせいで狙ねらい通りにボタンが押せない。結局めちゃめちゃに操作してしまい、少佐の登録データを完全に抹消してしまったのだが、まあそれは別にいい。　


    　連絡ができないとなると、問題は今、学校が夏休み真っ盛りなので、井波や藤村たちに会うとしたら直接家に行くしかないということだ。しかし俺は誰一人住所を知らない。適当に外をうろついて会えるとはとうてい思えない。いったいどうすりゃいいのだろうか。


    　あれ待てよ。何かちょっと引っ掛かる。


    　今は夏休みで、しかも昨日は夜更かししたというのに、今日は随ずい分ぶんと早起きしたような。


    　何か用事でもあったかなあと、家にあったこんにゃくをぬいぐるみに見立てて摑つかむ練習をしていたそのとき。


    　思い出した。


    　今日は部員がみんな集まって、今度行うバーベキューパーティに必要な材料を買いに行くんだった。朝起きたらいきなり死角になっているとは思わなかったので、そんな大事なことをすっかり忘れてた。こんにゃくなんか摑んでる場合じゃねえ。


    　時計を見ると、すでに集合時刻の五分前を過ぎている。これは大変だ。遅刻したら井波に何を言われるかわからん。


    　慌あわてて家を飛び出すが、この体で自転車に乗れるとは思えないので走っていくしかない。というかたとえ乗れたとしても、どうせ今からじゃ集合場所の駅前にあるコーヒーショップ前には間に合わん。後はもう、ぜーぜー言いながら肩で息して必死に走ってきたんですよアピールをするしかない。


    　そんな余計な言い訳を考えていたせいか、俺は道の前方の曲がり角から何かがやってくることに気がつかなかった。


    「あ！　やば！」


    　しかし気づいたときにはもう遅く、どーんと何かに思いっきりぶつかってしまった。


    「あいたたた……」


    　完全にこちらの不注意だ。慌てて俺は頭を下げる。


    「す、すいません！　ちょっと急いでたもので！　どこか怪け我がはあり……」


    　ぱっと倒れている相手の姿を見て、俺は言葉を失う。


    　規則性なく無秩序バラバラに組み立てられた鉄の塊かたまり。ぐねぐね意味もなく音もなく動く金属部品。にょろりと何本も飛び出た細長いケーブル。


    　死角だ。


    　死角にぶつかってしまった。


    　いや俺も今は死角だけど。


    　でも何だろうこの死角。


    　すごい可愛かわいい。


    　ボルトとかどうやって回すのかわからないくらいまん丸でキュート。というか全体的に金属パーツの角が丸いため、とげとげしさがなく優しい印象を受ける。それに長く繊せん細さいなケーブルがゆらゆらと流れるように揺れる姿がとってもセクシー。


    　何よりも、さっきからケーブルの隙すき間ま越しにちらちらと見える、白と水色の縞しま々しま模様の金属プレートがものすごく気になっちゃう。どう見ても縞々パンツだろあれ。ああ駄だ目めだ。どうしてもそこから目を離すことができない。はあはあ。
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    「って何で興奮してるんだ俺は！」


    　相手は死角だってのに、いったい何を考えているんだ。そんなことより、このキュートな死角をどうすりゃいいのだろうか。やはり戦って壊すべきなのだろうか。一応うねうねと動いているから、壊れた訳じゃないっぽいのだが。


    　そもそもこの遅刻しそうで急いでたら曲がり角で美少女とぶつかるみたいな、いかにもベタなシチュエーションはいったい何だ。しかも縞しまパンって何サービスなんだ。


    　でも、この後その美少女をぼこぼこに殴なぐるなんて話は聞いたことがない、というか酷ひどすぎだろそれ。いやまあ相手は死角なんだけど、そう考えると何か壊すのには抵抗がある。


    　ここはいったん見逃して、ひとまず先を急ぐことにするか。とにかく今は井波たちに会うことが先決だろう。


    　ぶつかった死角はそのまま放置し、俺はこれ以上遅れるわけにはいかないと言わんばかりに猛ダッシュで駅前へ向かう。


    「はあ、はあ……あれ？」


    　ようやくコーヒーショップが見えてきたのだが、俺の想像していた状況とは少し違っていた。


    　そこには井波一人だけしかいなかった。


    　てっきり俺以外の部活のメンバーがすでに全員揃そろっていて、なかなか来ない俺に対する怒りに満ちた形ぎよう相そうで待っているのかと思っていた。もしかして藤村兄きよう妹だいも遅れているのだろうか。それなら俺だけ怒られる羽目にはならないだろうと思い、ほっと安心しつつ井波の元へ駆け寄る。


    　ところが何やら井波の様子が少しおかしい。なぜか唐とう突とつに、手に持っていた一いつ升しよう瓶びんの蓋ふたを開あけ、中身をぐびぐびと飲み始めた。


    　何で今条件を満たしてるんだ、などと尋たずねる暇ひまもなく、井波はすぐさま飲み終えてしまう。それと同時に今度は一升瓶を両手でぐっと持ち、鋭い眼めつきで睨にらみながらこちらに向かって構える。


    　ひょっとしてこれは、俺に殴なぐりかかろうとしているのだろうか。


    「さあかかってこい！」


    　とか勇ましく言って完全に戦闘態勢に入っちゃってる。


    　やばい。


    　よくわからんが、井波は遅刻した俺に相当怒っているようだ。でもちょっと遅れたくらいで、そんな一升瓶でぶん殴るほど腹が立つのだろうか。まあ井波ならそんなことないとは言い切れないか。たぶん昨日、井波は夜も眠れないくらい今日のことを楽しみにしてたのに、誰だれ一人姿を現さないもんだから激怒してるんだろう。


    「そのー、遅れてごめん」


    　とにかくここは素直に謝って穏おん便びんに済ませようと思い、ぺこりと頭を下げる。だが井波はあり得ないことが起こったとばかりに目を丸くし、ぽかーんとしていた。


    「……え？　ええ？　えええ！　う、うそ！　喋しやべった！　喋るんだ！」


    「そりゃ喋るよ！」


    　俺をいったい何だと思ってるんだ。無口で寡か黙もくな男を気取った覚えはないんだが。


    「びっくりだ……こんなの初めてだよ」


    「前から何度もあるだろ」


    「こいつは逃がさないよう袋に詰めた方がいいかなあ」


    「何だその怖い発想は！」


    　袋詰めにした後、みんなでぼっこぼこにするつもりなのだろうか。さすがにそれはやりすぎだろ。


    　井波はどうするべきかと考えているらしく、一升瓶を構えたままその場から動こうとしない。何だかよくわからん反応に、俺もどうしていいのかわからないが、とりあえず遅刻は許してもらえたのだろうか。


    「……えっと、だから俺が悪かったって」


    「うーん……ま、いっか」


    「いいのか。ああよかった」


    　どうやら許してもらえたようだ。井波はすっきりとした良い笑顔をこちらへ向ける。


    「めんどくさいからぶっ壊しちゃおう」


    「そんなばかな！」


    　許すどころの騒ぎではなかった。


    　突とつ如じよ、井波は勢いよく地を蹴けり、一いつ升しよう瓶びんを振りかぶる。


    「おわあ！」


    　すんでのところでかわす。


    「ちっ！」


    「おい……うそだろ……」


    　こいつ。


    　本気だ。


    　以前井波と戦ったことがあるからわかる。


    　あのときと攻撃の質がまったく違う。


    　完全に俺を破壊するつもりで殴なぐりかかってきていた。


    　そう。


    　まるで今のは死角に対する攻撃だ。


    「あ」


    　そうだ。


    　肝心なことを忘れてた。


    　今、俺って死角だったんだ。


    　そりゃまあ話も嚙かみ合わないし、本気で殴りかかってくるわけだよなあ。


    　だって死角だもん。


    「死ねえ！」


    　やばい猛スピードで追撃が。


    「待て待て待ってくれ！　ストップ！　ストップだ井波！」


    「なっ！」


    　名前を呼ばれたことに動揺したらしく、井波はびくんと一升瓶の動きを止める。


    　危なかった。


    　あと数センチで頭がぱーんだった。


    「私の名前を知ってるなんて……ホントに何なんだこの死角は……？」


    　とにかく俺が死角になってしまったことを井波に伝えなくては。


    「俺だよ俺俺！　わかるだろ井波！」


    「いやわかんないけど……死角詐さ欺ぎ？」


    「聞いたことないよそんな詐欺！　声でわかるだろうが！」


    　井波の表情がぴくりと変わる。


    「……エビマヨ君……？」


    「そうだよ！　やっとわかってくれたのか！」


    　ほっと安心したのもつかの間、なぜだか井波は一いつ升しよう瓶びんを引っ込めるどころかさらに警戒し、にやりと笑えみを浮かべる。


    「ふっふーんなるほど。そういうことね」


    「え？　あのー……どういうこと？」


    「確かにエビマヨ君に似てることは認めよう。つっこみがそっくりだ」


    「できれば声で判断してほしかったなあ」


    「でも私を騙だまそうとしてもそうはいかない！　どうせエビマヨ君の声真ま似ねで油断させようって魂こん胆たんだろ！」


    　自信満々に一升瓶を突きつける井波。


    　何でこんなときに限って用心深いんだこいつは。


    「私はエビマヨ君の声なんて普段から聞き慣れてるから、すぐ真似だってわかっちゃったよ。ふふ、残念だったね」


    「確かにものすごい残念だ……」


    　本人を目の前にして悲しすぎる。


    「こんな卑ひ怯きような手を使うような死角は、早くぶっ壊すべきだ」


    「おい待てって！　話を聞けってば！」


    　再び一升瓶をぶんと振り上げる井波を慌あわてて制する。


    「そうやって時間稼かせいで、私が見えなくなったら逃げるつもりか……何て卑怯なんだ！　エビマヨ君はそこまで卑怯者じゃないぞ！」


    　じゃあつまり俺はちょっとだけ卑怯者だと思われてるのか。なんかさっきからショックなことばかり言われてるんだけど。


    「でもエビマヨ君はいざってときには頼りになるし、いつも助けてくれるし、すごいかっこいいんだぞ！　私とエビマヨ君はとっても強い絆きずなで結ばれてるんだ！　お前なんかに騙されないぞ！」


    「……え？　あ、いや、その……」


    　いきなりの照れ臭い発言にどうしていいかわからない。こいつ俺じゃないと思ってるからって、何を言い出しちゃってんだ。


    「ま……まあとにかく俺の話を聞いてくれよ。朝起きたらなぜかわけもわからず死角になってたんだって。それで井波なら何かわかるかと思ってここへ来たんだよ」


    「むむ……」


    　少しは話を聞いてもらえるのか、井波はひとまず一升瓶を下ろしてくれた。


    　ここはとにかく俺だとわかってもらえそうな情報を出すしかない。


    「それに俺なら知っていることだって言えるぞ。例えば井波の条件が水を大量に飲むことだったり、オカリナ部の部員に藤村や少佐がいるとか。どうだ、信じてもらえたか？」


    「むむむ……まだ信じられない」


    「えーじゃあどうすりゃ信じてもらえんの？」


    「そうだなあ……」


    　井波は俺の動きを警戒しつつも、少しの間考え込む。


    「よし。今から質問をするから、それに答えてもらおう」


    「……わかった。答えてやる」


    　いったいどんな質問がくるのか不安に思いながら、井波の言葉をじっと待つ。


    「では第一問」


    「いやあの、何問出すつもりなの？」


    「む。今のはまさにエビマヨ君のつっこみ。第一問は正解」


    「やったー……」


    　何だよその問題。


    「第二問」


    「もうそれで終わりにしてほしいんだけど」


    「じゃあ最終問題」


    「ありがとうございます」


    「私の名前をフルネームで答えなさい」


    「え？　そんなことでいいのか？」


    　もしかしたら絶対答えられないようなムチャな問題でも出してくるのかと思ったのだが、これなら答えることができそうなので一安心だ。


    「井波の名前だな。えーと井波、井波……井波？　あ、あれ？　井波……？」


    　おかしいな。


    　何も出てこない。


    　待てよ。


    　そういや井波の名前って何だっけ。


    「ふふふどうしたの？　エビマヨ君ならこれくらい答えられて当然だけど」


    「ま、待て待て！　すぐ答える！　えーっと……！」


    　必死になって記憶を巡めぐらせるも、何一つ思い浮かばない。他ほかの人が井波をフルネームで呼んでいるのを聞いた覚えもない。くそういつでも出席簿とかで調べることくらいできたというのに。というか今まで名前を全然気にしてなかったのはどうかと思うけど。


    「はいだめー。ぶっ壊しー」


    　井波はぐいっと一いつ升しよう瓶びんを振り上げる。


    　やばいこのままじゃ。


    　何とかしないと。


    「い、いや待て！　そ、そうだ！　ずるい！　ずるいぞ井波！」


    「は？　ずるいって？」


    「井波だって俺のことエビマヨエビマヨと言ってるが、本名で呼んだことはないだろ！　知っているんなら言ってみろ！」


    　と俺が指摘するも、井波は余裕の態度を崩さない。


    「ふははっ！　何を言い出すかと思えば！　エビマヨ君の本名くらい答えられるっての！　私を何だと思ってるんだよ。エビマヨ君の名前はねー……えっと……だから……えー……あ、あれ？」


    　さっきまでの余裕の表情が消え失せ、井波はじんわりと焦あせりの色を浮かべる。


    「どうした答えられないのか？　立場逆転だな」


    　でも何か悲しい気が。お互い本名知らないってどういうことなんだ。


    「い、いや知ってるから！　あの、ほら……メ、メガネ村？　メガネ谷だっけ？」


    「はいだめー。メガネかけてないしー」


    「う、うるさい！　エビマヨ君の名前なんてどうだっていいんだ！」


    「それはそれで酷ひどいような気が」


    「いいから早く私の名前を言ってみろ！　言えないなら壊す！」


    「そんな強引な！」


    　井波はぴーっと怒って一升瓶を俺の目の前に鋭く突きつける。


    　困った。


    　余計状況が悪化してしまったようだ。


    　どうすりゃいい。


    　もうこれ以上ごまかしようがない。


    「残り時間さーんにーいーち……！」


    「うわあ！　わ、わかった！　答える！」


    「私の名前は？　はいどうぞ！」


    　ええい。


    　もうどうにでもなーれ。


    「い、井波エカテリーナ……」


    　人間、誰だれしもとっさの出来事に対しては、そう簡単にうまく対応できないと思う。


    　だがエカテリーナはねーよ。だいたい言いにくいし、ちょっとした王女みたいだし。


    　もっとナチュラルな名前を出せなかった自分を激しく殴なぐりたい。罵ののしりたい。だめ人間と罵りたい。


    「私の名前を知ってるなんて！　本当にエビマヨ君だったんだ！　びっくりしたー！」


    「えええ合ってんの！　エカテリーナって名前の方がびっくりだよ！」


    　適当に言ったのが当たったことにも驚きだ。


    　もうわけわからん。


    　だがとりあえず俺の言っていることは信じてもらえたらしく、井波はようやく一いつ升しよう瓶びんをすっと引っ込めてくれた。


    「でもどうして？　何で死角になっちゃってんの？　エビマヨ君いったい何をしたの？」


    「いやだから俺もよくわからないんだって。朝起きたらなぜかこんなことに」


    「うーん……枕まくらの下に『死角になれますように』って紙でも挟んでおいたとか？」


    「んなわけないだろ」


    　もしそれでなれるとしても、何でそんなことを願わなきゃならんのだ。


    「じゃあ短たん冊ざくに『死角になれますように』って書いて笹ささに吊つるしたとか？」


    「どんだけ俺は死角になりたがりなんだよ……」


    　そんなことより、俺は一つ気になることがある。


    「……ところで、ちょっと井波に聞きたいんだけど」


    「え？　何？」


    「あ、あのー……さっきさあ、井波がその、俺のことをかっこいいとか何とか言ってたけど、あれって……」


    　井波は本心では俺のことをそう思ってたってことなのだろうか。


    「ん？　ああ、いやーエビマヨ君じゃないと思ってたからさあ、挑発しようと思って適当に言ったんだよねー」


    「……あそう」


    　何だよもうがっかりだよもう。


    　あっけらかんとして答えんなよもう。


    　ちょっとだけ期待しちゃったじゃないか。


    「うーん……それにしても、人が死角になるなんてあり得ないと思うんだけどなあ……」


    　井波はむーと考え込む。


    「でもほら、俺が普通の見る目がある人とはちょっと違うってのは関係ないのか？」


    「いやもしエビマヨ君が特殊な性癖だったとしても、やっぱり考えられな……ああー！」


    　唐とう突とつに井波は叫び、びっくり顔で勢いよく頭を跳ね上げた。


    「な、何だいきなり。こっちが驚くだろ。あと性癖は関係なくね？」


    　と俺が話し掛けても、井波は固まったままだ。


    「も……もしかして私があのとき余計なことをしたから……となるとひょっとしてこうなったのは私のせい……？　やばいやばいこれはやばい……」


    　すると今度は頭を抱かかえて何やらぶつぶつと呟つぶやき始めた。何か井波に心当たりでもあるのだろうか。


    「……でもでもあれは確実に巻き戻しは成功してたはずだし……もうこうなったら全部話しちゃうとか……いやでもこんな状況で話したらさらにおかしなことになったり……ここはやはり叩たたき壊して証拠隠いん滅めつするべきか……ああああどうしよどうしよ……！」


    　あわわと慌あわてふためく井波を見ていたら、何だか俺の方が冷静になってきた。さりげなく怖いことも言ってたし。


    　ふと周囲を見渡すと、何やらざわざわと騒がしいことに気がつく。いつの間にか井波を中心にして、ちょっとした人だかりができていた。


    　これはもしかして、街の中で女の子が独り言を喋しやべりながら一いつ升しよう瓶びんを振り回す様子が、演劇か何かのパフォーマンスだと思われたのだろうか。俺の姿は他人に見えていないから、なかなか迫真の演技だと思われたに違いない。いや単なる痛々しい子だと思われてそうだけど。


    「井波、とりあえず場所を変えないか？　ここじゃいろいろと目立つだろ」


    「……え？　あ、うん。そろそろ見えなくなる時間だし、そうしよっか」


    　井波は落ち着きを取り戻すようにふぅっと息をつき、人ひと混ごみの間をたたっと走り出した。どこへ向かうつもりなのかよくわからないが、俺はその後を見失わないよう慌てて追いかける。


    　たどり着いたその先は、以前死角との戦いを繰り広げた総合公園であった。ただ今回は別に林の中へ入るわけではなく、第一運動場と呼ばれる芝生しばふの広場へ向かっていった。周囲にはキャッチボールやサッカーなど、わいわいと楽しげにスポーツをしている人たちの姿が見受けられる。夏休みだからか、子供の姿が目立つようだ。


    　井波は周りに人のいないところで立ち止まり、携帯で誰だれかと連絡を取っていた。


    「……これでよし、と」


    　携帯をしまい、井波は俯うつむいて何やら考え込んでいる。


    「えーとエビマヨ君は……んー……おお、近くにいるね」


    　井波はこちらを見ずに呟つぶやいた。おそらく空気を読んで俺の接近を確認したのだろう。ということはもう俺の姿は見えていないはずなのだが、なぜか井波はきょろきょろと周囲を見渡している。いったい何を探しているのだろうか。


    「……ん？」


    　井波にそのことを尋たずねようかと思ったそのとき、俺はこちらへ向かってくる人の姿に気がつく。


    　あれはおそらく藤村と少佐だろう。少佐は全身真っ赤なコーディネートなのですぐにわかるし、藤村はあの胸のサイズですぐにわかる。


    　井波が捜しているのは、あの二人のことだったのか。先ほど携帯でここへ呼んだのだろう。これでようやく部員が全員集合となるわけだ。


    　それにしても、二人ともやたらと周囲を警戒しているように見えるのは気のせいだろうか。


    「おーいのりりん！　中なか島じま君！　こっちだよー！」


    　と井波が声をかけるが、二人は相変わらずぎこちない様子のまま、俺たちとはやや距離が離れたところでこちらの様子を窺うかがっている。


    「おい藤村、少佐。二人ともそんな緊張してどうしたんだ？」


    　と今度は俺が声をかけると、二人はびくんと体を震ふるわせ驚きよう愕がくの表情になった。


    「なん……だと……！」


    「エビマヨ先輩の声が！　そ、そんな！」


    　二人は身構え、さらに警戒してしまった。少佐なんて手に銃なんか持ってないのに、こっちに銃口向けてる振りなんかしてる。もしかしてかっこいいと思ってやってるんだろうか。


    「なあ井波、何で二人ともあんなお化け屋敷に入った人みたいにびくびくしてるんだ？」


    「いやーさっき携帯でエビマヨ君が死角になっちゃったと伝えたんだけどねえ。やっぱ信じられないみたい」


    　ああなるほどそういうことか。まあ俺自身信じられない事態だし、今まで二人はこんなに死角に接近することもほとんどなかっただろうから戸と惑まどうのも当然か。


    「だから今近くにいるのは死角なんだけどエビマヨ君なんだってばー。とにかくこっち来てー」


    　井波が再び声をかけると、二人は一度顔を見合わせ、ゆっくりとだがようやく俺たちの元へやってきた。相変わらず警戒は解こうとしないみたいだけど。


    「それじゃあ第一回、エビマヨ君がなぜか死角になっちゃったけどまあ結局のところ自業自得ってことにしちゃおう緊急会議を始めまーす」


    「長いし、結論でてるし。さりげなく俺のせいにするつもりだ……」


    　井波の話によると、俺がコーヒーショップに到着する前、すでにみんな集まっていたらしい。そこにいきなり死角（俺だけど）が急接近してくる気配があったもんだから、ひとまず藤村と少佐は離れた場所で待機し、井波が対応するということになったそうだ。


    「でも本当にエビマヨ先輩が死角になったなんて……体の調子の方は大丈夫なんですか？」


    　藤村はまだ若じやつ干かん戸惑い気味で尋たずねる。どうでもいいけど俺の姿が見えてないせいか、全然見当違いな方向に話し掛けちゃってる。


    「まあ調子は普段と変わらないな。別に痛いところとかはないぞ」


    　それにしても真っ先に体の心配をしてくれるなんて、やっぱり藤村は優しい子だなあ。


    「やっぱり道ばたに落ちてた変なものを食べたりとかしたんですか？」


    　まるで犬扱いされてるような気もするけど優しい子だなあ。


    「特にキノコとか拾って食べちゃだめですよ。体がびよびよびよって巨大になりますから」


    　それは帽子かぶった髭ひげ兄弟だけだと思うけど優しい子だなあ。


    「この感じ……まさに死角そのものだな」


    　少佐もまだ警戒してるのか何なのか、今度はボクシングのようにファイティングポーズを取っている。あれもたぶんかっこいいと思ってやってるんだろう。


    「見た目も思いっきり死角だけどな」


    「どうせサングラスを踏みつけるなどの残ざん虐ぎやく非ひ道どうな行為でもしたんだろ。死角になって当然だ」


    　それって残虐非道なのか。というかこいつの脳はサングラスのことしか考えられないのだろうか。


    「別に。昨日ずっとゲームやってたら寝ちゃって、起きたらなぜかこうなってたんだよ」


    「ふん……お前はゲームばかりだな。井波君との決闘の前日もゲームをしていたらしいじゃないか。いつまで経たっても学ばない男だ」


    　やれやれと首を振り、サングラスを外はずす少佐。


    　余計なお世話だこの野郎。意味なくサングラス外してかっこつけやがって。


    　藤村同様、変な方向に向かって話し掛けてるくせに。


    「どうせ少佐は俺が今どの辺にいるかわかってないだろ」


    「何を言っている。お前の位置など声を聞いて完全に把握した」


    　藤村や少佐はまだ空気を読むことに慣れていないかと思っていたが、なかなか頼もしいことを言ってくれる。


    　と思いきや。


    「そこだ！」


    　少佐はいきなり俺のいないところへ向かって思いっきり跳び蹴げりをかましていた。


    「……全然そこじゃないんだけど。それに万一当たったらどうすんだよ」


    「ふ……本当に当てるわけないだろ。当たらなければどうってことない」


    　かっこつけたセリフに反して、今、明らかに蹴りが空くうを切ったことに焦あせって着地がずっこけぎみだっただろ。言い訳ばっかりうまくなりやがって。本物の死角に対してはちゃんと当ててほしいものだ。


    「二人ともこんなに死角と近い距離にいることなんか今までなかったからねえ。これは良い経験になると思うよ」


    　井波はそう言うが、俺にとってはあんまり良い経験ではない。


    「井波先輩、エビマヨ先輩の見た目ってどんな感じでした？」


    「そうだなあ、叩たたき壊すつもりだったから見た目とかそんなこと全然気にしてなかったけど……試しにのりりん今条件満たして見てみれば？」


    「あ、そうですね！　どんな姿なのかなあ」


    　藤村は先ほどまでの戸と惑まどった表情はどこへやら、うきうきしながらすぅっと息を止めていた。


    「じゃあ私ももう一回見てみようかな」


    　井波も楽しそうに腰に備えたペットボトルの蓋ふたを開あけ、ぐびぐび飲み始める。


    　こいつら完全に俺のことを珍獣扱いしているだろ。


    　そういや少佐も俺の姿を見たかったりするのだろうか。ちらりと様子を窺うかがうと、外はずしたサングラスを眼光で焼き溶かすくらいの勢いで睨にらみ付けていた。　


    　こいつ確か条件満たすためには、全裸になりサングラスを上下逆さまにして掛ける必要があるけど、それが己おのれのポリシーに反するんだっけか。あの様子じゃ見るかどうか相当悩んでいるに違いない。というか少佐の場合、もう一つの条件である全裸の方をこんな場所でされたら通報されると思うんだけど。


    「……ふぅ、どれどれ」


    　井波が水を飲み終えたようで、こちらの方を見る。


    「んー……見た目はそこら辺にいる死角とそんなに大差ないかな。でもたぶん、他ほかの死角とエビマヨ君の見わけはつくと思うけど」


    「へえ、そうなのか」


    　さすが井波は死角を見慣れているだけある。


    「……ふぅっ！　はあっはあ……」


    　藤村も一分間息を止めて条件を満たしたらしく、わくわくした様子でこちらに顔を向ける。


    「うわ……！　うわあ……」


    　しかし藤村は次第に驚きの表情に変わり、じりじりと距離を取り始めた。やはり気味が悪いのだろうか。わかっていてもこのリアクションはショック。


    「のりりん大丈夫だって、ほら」


    　藤村を安心させるためか、井波は俺に近づき、ぱしぱし叩たたき始めた。


    「ね？　嚙かみ付いたり吠ほえたりしてこないよ」


    　完全にペット扱いされてる気がするけど、まあ我慢しよう。


    「はい……前に一度見たことありますけど、ちょっと驚きました。本当に変な機械みたいなんですね、死角って……」


    　藤村は物珍しそうに俺を眺めながら、少しずつ近づいてきた。


    　少佐はそんな妹のことをすごい羨うらやましそうに見つめながらサングラスをぷるぷるさせている。


    「いやー実は私も死角に直接触るのは初めてなんだけどね。何だろこれ？　いったいどうなってんだろ？」


    　そう言うなり、井波はぺたぺたと俺の体を触り始める。


    「おい井波？　何をしてる……」


    「んー？　この蓋ふたみたいのって開くんかな？」


    「ま、待て！　勝手にあちこち触んなって！」


    　俺の言うことなんかお構いなしに、井波はどんどん俺のことを弄いじくり回す。


    「こっちのケーブルみたいなのは何かな？」


    「あ、ちょ！　そ、そこは敏感な……！　わああああ！　やばいってそんなところ！」


    「えー？　ちょっと触るくらい別にいいでしょエビマヨ君」


    　そうじゃなくてそこは大事な部分だったりするのでいろいろとやばいというか。


    「あ、いいなあ、私も触ってみたいです」


    　そんな様子をどこか楽しそうだと思ったのか、藤村も俺に近づき、積極的にぺたぺた触り始めた。


    「へえ、ここはふにゃふにゃしてますね」


    「待て待て藤村！　だからそこは敏感な部分で……！」


    「あれ？　何だか硬くなってきたような……？」


    「ああ！　大変なことになってきた！」


    　このままではやばい。


    　この場で出しちゃいけなそうなのが出たらどうしよう。


    「……ん？　あれは何でしょう？」


    　藤村は何か別の部分に興味を持ったらしく、俺の大事な部分を離し、背中辺あたりをまじまじと見た。


    「ふぅ……危ないところだった……」


    　安心したのも束つかの間ま、何やら今度は俺の背中辺あたりをぱしぱしと叩たたき始めた。


    「な、何？　どうした？　藤村、何をしてるんだ？」


    「いえ、何かこの辺に丸いボタンやら十字のボタンみたいのあるんだなあと思いまして」
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    　そんなところにボタンやらスイッチなんかあったのか。それは知らなかった。


    「……ちょっと待って。なあ藤村、まさかとは思うが、そんなわけのわからんボタンとかを勝手に押したりしてないだろうな？」


    「……………………いえ押してないですよ」


    「何だその間まは！　絶対押しただろ！　さっきぱしぱし叩いてただろ！　自爆スイッチとかだったらどうすんだ！」


    「い、いやでもこんなボタンがあったら誰だれでも押したくなりますって！」


    「まーまー別に爆発しなかったからいいじゃんエビマヨ君。そんなに怒らないでよ」


    　藤村をかばう井波であるが、なぜか少しずつ俺の背中へ回ろうとしている。こいつ絶対自分もボタン押してみたいだけだろ。


    「頼むからボタンとか勝手に押さないでくれ。弄いじるなら別のところにしてくれよ」　


    「ちぇ。まあいっか」


    「はーいわかりました」


    　どうせもう触るなと言っても聞かないだろうから、ひとまず二人が満足するまで我慢することにしよう。敏感な部分はさりげなくガードだ。またかちかちになったらやばい。


    「へえー面白い形してるなあ」


    「こんな間近で見ることなんてないですよね」


    　楽しそうに俺を弄くる二人の様子を羨うらやましげに見つめる少佐は、ひとまずサングラスをしまい、上着を脱いで上半身裸になりだした。そろそろ誰か奴やつを止めた方がいいのではないだろうか。俺のことを相当見てみたいんだろうけど。


    「これは何ですかねえ井波先輩？」


    「さあ？　引っ張ってみればいいんじゃない」


    「わかりました。えい！」


    「あ」


    「あ」


    　突とつ如じよ、俺を触りまくっていた二人の動きがぴたりと止まった。何事かと思いちらりと見ると、藤村が何かケーブルみたいのを手に持ったまま真っ青になっていた。


    　え。


    　そのケーブルって。


    　まさか。


    「わああ！　と、取れた！　何かケーブルみたいの取れちゃいました！　どどど、どうしましょう井波先輩！」


    「お、落ち着いてのりりん！　まだエビマヨ君には取れたことばれてないから！　こっそり差し込んで元に戻せば大丈夫だって！」


    　あわわと取り乱す二人。


    「いやいやもうばればれだから……というか俺のケーブルって取れちゃうのかよ！　知らなかった！」


    「エ、エビマヨ君大丈夫？　すごい痛かったりする？」


    「いやそれが全然痛くはないんだが……」


    　髪の毛が一本抜けたようなものなのだろうか。そもそもケーブルが取れたことにまったく気がつかなかったし。


    「と、とりあえずこれは元に戻しておきましょう！」


    　藤村は井波と一緒にぐいぐいとケーブルを俺に押し込み、かなり強引ながらも元の位置に差し込んだようだ。


    「ふぅ……これでたぶん大丈夫ですね」


    「はあ……あーびっくりした。いざとなったら接着剤で何とかするところだったよ」


    　二人は一仕事終えたかのように清すが々すがしい笑顔になっている。


    「それにしても、どうすればエビマヨ君は元の姿に戻るんかなあ」


    「そうですね。このままじゃいろいろと不便ですし、困りましたね」


    　そのまま二人ともナチュラルに話題を変え、ケーブルが取れたことなんかなかったことにしようとしているのが腹立たしい。まあ痛くなかったから別にいいんだが、今後ケーブルが取れることには注意しておこう。


    「とりあえず何か目印みたいなものを彼に付けてみてはどうか」


    　少佐がズボンのベルトを外はずしながら案を出す。端はたから見たら変態だから、さすがにズボンを下ろし始めたら止めることにしよう。


    「それはいいかも。じゃあこれを……」


    　井波はポケットからリボンを取り出し、俺のケーブルに結ぶ。


    「こうしておけばエビマヨ君が見えないときでもどこにいるかわかるよ」


    「おお、なるほど」


    　確かに毎回条件を満たすのも大変だろうし、少佐は条件を満たしたくないだろうからな。でも空中にリボンが浮いているように見えてしまうことに問題はないのだろうか。


    「それに本物の死角なのかエビマヨ君なのか、これで判断もできる……ってエビマヨ君何してんの！」


    　なぜかいきなり井波が怒りだした。


    「へ？　何が？」


    「リボンだよ！　何でリボン勝手に解ほどいちゃってんの！」


    　ケーブルに結ばれたはずのリボンが、知らぬ間に解かれて地面にぱらりと落ちていた。


    「あれ？　何で？」


    「何でってエビマヨ先輩、今、自分で解いていましたよ」


    「え……」


    　藤村がそう指摘するも、俺にはまったく自覚がない。何で自みずからリボンを解いてしまったのだろうか。


    「おそらく防衛本能のようなものが働いたのだろう」


    　少佐は脱いだ上着を丁てい寧ねいに畳みながら指摘した。もうこいつ何がしたいんだかよくわからないんだけど。


    「いったいどういうことだ？」


    「死角にとって自分の居場所は当然知られたくないはずだ。何か異物が自分の体に付着した場合、無意識の内にそれを取り除いてしまうのだろう」


    「なるほどな……」


    　少佐にしてはなかなかそれっぽいことを言いやがる。となると、これからもずっと条件を満たさないと俺を発見できないということか。


    「仕方ない。それは諦あきらめるとして、とにかく死角になった原因を探らないとね」


    　そう言って井波はリボンを拾い、ポケットにしまう。


    「だが何も思い当たる節ふしがないからなあ……」


    「じゃあ死角になってから何かあった？」


    「うーん、そうだな……」


    　俺は今朝からこれまでの流れを思い返す。


    「あ、そうだ」


    「何かあんの？」


    「俺ここに来る途中、死角にぶつかったんだ」


    「はあ？　ぶつかったって、エビマヨ君も死角なのに？　というかエビマヨ君て普段から死角が見えるの？」


    「よくわからんけど普通に見えたんだよ。道の曲がり角でどーんとぶつかっちゃってな。その相手が死角だったと」


    　まあ相手にしても、まさか死角がぶつかってくるとは思わなかったのだろう。


    「その死角はちゃんと壊したの？」


    「そのまま放置したけど」


    「何で壊さないの！」


    「あ、いやその、急いでたからな」


    　その死角を美少女みたいに思ってしまったからなんて言えない。


    「他ほかには何かあった？」


    「んー……特にないな」


    　井波は腕を組み、むーと考え込む。


    「こうなったらもうずっと死角のままでいいんじゃない？」


    「そんな！　このままじゃまともに生活できないだろ！」


    「ほら、よく夏休みが明けたら見た目ががらっと変わる人っているでしょ」


    「いやいや変わりすぎだろ……というか俺の姿見えないし」


    「大丈夫だって。バスケとかサッカーのときにパスが全然来ないことぐらいしか、困らないよ」


    「そんなことより他にもっと困る問題あるってば！」


    　やっぱりこいつは適当すぎて困る。


    「まあまあエビマヨ先輩、私も運動できないから全然パスとか来ませんよ」


    「私もだ。なぜか誰だれ一人ボールを私に回さない」


    「そうなんだ……」


    　藤村兄きよう妹だいから妙に悲しいフォローをされてしまった。特に少佐は何だか悲しすぎる。


    　というかパスが来る来ないはどうでもいいよ。


    「まあこのまま私たちだけで話し合ってもどうにもならなそうだし、今度師匠に聞いてみるよ」


    「今度っていつ？」


    「そだなあ、明日までには聞けると思うんだけど」


    「なんてことだ。今日はずっとこのままか……」


    「ではエビマヨ君が元の姿に戻るまで、明日から毎日全員ここへ集合ってことで。それでいいねー？」


    　頭を抱かかえる俺を尻しり目めに、井波はどこか楽しげに声を掛けるのが憎い。


    「はーい、わかりました井波先輩」


    「ああ、了解だ」


    「はあ……」


    　先行きが不安だ。


    　こいつらは気楽でいいよな。


    　ちくしょうこうなったらお前ら全員死角になっちゃえばいいんだ。


    　あ、でもそうしたら井波や藤村のパンツとかおっぱいとか見られないか。


    　じゃあ今のなしで。
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    　もしかしたら意外と死し角かくも悪くないかも、などと考えていた時期が懐かしい。


    　今は夏休みなので学校の出席を気にすることもない。家族には、オカリナ部のみんなに協力してもらい、俺は旅行に出かけたことにしてあるから問題ない。食事は今のところまだお腹なかは空すかない。何より通常は誰だれからも俺の姿は見えない。


    　最初こそ困惑したものの、よく考えたらこれってすごい自由じゃないかーと高笑いしていたのだが、ようやく今いま頃ごろになって、自分がとんでもなく楽観視していたということをはっきりと自覚した。


    　まあたぶんすぐに元の姿に戻れるだろう。


    　どうやらそれは女子大生が食べるような流行のスイーツ的なものよりも甘い考えであったようだ。


    　部活のみんなに会った次の日、集合場所の公園で、井い波なみから聞かされた師し匠しようの返答は「まったくわからん」という絶望的なものであった。


    　師匠は俺が死角になった原因を調査中らしく、また今は忙しいためこちらへ来ることは無理なのだそうだ。


    　その話を聞いただけでも膝ひざからがっくり落ちたというのに、師匠は胸とか軽く揉もませてくれなきゃ納得いかないような指令を俺に与えたのだった。


    　いや。


    　軽くではなく、激しく揉ませてほしいくらいの。


    



    「エビマヨ君どう？　いた？」


    「……ああ」


    　ローテンションで返答する俺とは裏腹に、井波や藤ふじ村むら、少しよう佐さたちはどこか浮かれ気分を醸かもし出している。


    　まあそれもわからないわけではない。


    　俺たちは今、なぜか公営プールにいたりするからだ。本来ならば女の子と一緒にこんなところに来たら楽しくて楽しくて仕方がないはずなのだが。


    「なあ井波……本当にやらなきゃ駄だ目めか？」


    「とーぜん。師匠からの指令だからね」


    　そう。


    　師匠からの指令、それは他ほかの死角と接触し、調査して何か情報を集めろということなのだそうだ。人が死角になることなんて今までないから、これはチャンスとばかりに俺に死角の生態調査をさせるらしい。それに死角の情報を集めれば、元の姿に戻るのに役立つかもしれないんだそうだ。


    　正直言ってこんな体になっただけでも参ってるというのに、そんな危険なことなんかやりたくはない。ちょっとだけ死角に近寄るくらいなら大丈夫とか言ってたけど、かなり不安だ。女子更衣室を覗のぞけとかいう指令だったらもうプールが開く前から徹夜で並ぶというのに。


    　しかし師匠に逆らったら、それはそれでどうなるかわからない。いやもうこの際どうなってもいいかもしれない。鞭むちなり何なりで激しく叩たたかれるのもありかもしれない。やたら鋭くとがったヒールで踏み踏みされるのもありかもしれない。死にたくなるくらい罵ば声せいを浴びせられるのもありかもしれない。師匠なら喜んでやってくれるかもしれない。俺も喜ぶかもしれない。


    　いや、何か話がおかしな方向へ行ってしまった。


    　とにかく今、頼れるのは師匠だけなので、俺にはただ言われたことをやるという選択肢しかないってことだ。


    　そんなわけで一番近くにいる死角へと向かった先が、この公営プールの中なのだ。当然俺は空気が読めず、一人だけでは死角の居場所がわからないため、部活のメンバー全員についてきてもらうことになったというわけだ。


    「のりりん、これ終わったら一緒に泳いで遊ぼうねー」


    「はい、楽しみですね井波先輩！」


    　楽しそうにはしゃぐ二人。


    「久々の水中戦か……悪くない」


    　少佐はニヤリとし、ここぞとばかりにサングラスを光らせる。


    　ああ腹立たしい。俺はこれから死角とご対面しなきゃならんというのに、こいつら完全にエンジョイ気分でいやがる。


    　というか少し疑問に思っていたのだが、本当にここが死角のいる一番近い場所なんだろうか。どっか遊べそうな場所にいる死角をわざわざ狙ねらって探り当てたんじゃなかろうかと勘かんぐってしまう。


    　とはいえ、別に悪いことばかりではない。


    　俺のすぐ隣に立つ藤村の水着姿。ぷりぷりと弾はじけんばかりの胸。素晴らしい。ひらひらとフリルのついた可愛かわいらしい白の水着。素晴らしい。清純そうな顔して過激な肌の露出度。素晴らしい。そしてやはりぷりぷりと弾けんばかりの胸。素晴らしい。


    　対する井波の水着姿は、何というかまあ胸の辺あたりなんて藤村に絶対勝ち目なんかないわけだが、でも狙ったのかどうかわからんけどなぜかスクール水着を着てきたところを俺は評価したい。俺の中では藤村に負けてないぞ、井波。


    　少佐はどうでもいい。というか帰れ。パンツ失なくして帰れ。


    　まあそんな感じで二人の水着姿を堪たん能のうできることぐらいが唯一の清涼剤である。加えて俺は今死角なので、チラ見ではなくじっとり眺めることができるわけだ。さすがに女子更衣室を覗のぞくとかは、空気を読まれるとばれる可能性があるのでやらなかったけど。


    「……ところでさあエビマヨ君、さっきからのりりんの水着姿をじーっと見てたりしてない？」


    　井波の冷ややかな口調に俺はびくーんと激しく慌あわてる。


    「えええ！　いつの間に井波、条件満たしてたんだ？」


    「ああー！　やっぱり見てたんだ！」


    　あ。


    　しまった。


    　罠わなだったのか。


    　くそう見事に嵌はまってしまった。


    「エ、エビマヨ先輩……それはちょっと……」


    「清きよ菜な、危険だ！　下がってろ！　来るぞ！　エロスの塊かたまりが！」


    　全身から怒りのオーラを放つ少佐の陰かげに、藤村は恥ずかしそうにじりじりと隠れる。


    「エビマヨ君何考えてんの！　これから死角を調査するっていうのに、のりりんの水着姿をじっとり見てるなんて！　この変態死角！」


    「あああいやいやそうじゃなくってほら、井波の水着も見てたから！」


    「えええ私の水着まで！　何でもウェルカムってことなのエビマヨ君！　貪どん欲よくすぎるよ！　この貪欲死角！」


    　あああ泥沼。


    　何とかしないと。


    「ち、違う違う！　そういう意味じゃないんだよ！」


    「じゃあどういう意味なの？」


    「え？　あ、いや、だから……そ、そうだ！　井波や藤村のいる方向に死角がいるんだ！　俺は死角を見てたんだよ！」


    「へーそうなんだー」


    「そうそう！　藤村のエキサイティングな胸の辺あたりとか井波の絶妙な体のラインとか、まったく見たりしてないから！」


    「いやそれってもう……ま、いっか」


    　若じやつ干かん呆あきれ気味であったが、井波は納得してくれたようだ。


    　ふう危なかった。もう少しでムッツリスケベだとばれるところだったよ。


    「それで死角は今どの辺にいるの？」


    「えーと……流れるプールの奥にあるトイレの隣辺りだな」


    　ここからそこそこ遠いところで、俺と同じような物体がうねうねとしていた。普段なら条件を満たすと視界が５メートルくらいまでしか見えなくなるのに、死角になったら条件を満たさなくても死角が見えるようになったのは便利だ。


    「あそう。じゃあエビマヨ君早く行ってきなよ」


    「え？　一緒に来てくれないの？」


    「だってこれ以上エビマヨ君が死角に近づくと、空気が読めなくなって、どこにいるかわかんなくなるからね。というか、すでにかなり空気読みにくいんだけど」


    　確か死角同士が近距離に複数いると、空気を読んでも距離感や方向があやふやになるんだっけか。


    「井波先輩すごいですね。私なんか、このプールへ来たときから空気読んでもまったくわからなくなってますよ」


    「清菜もか。私もだ」


    　どうやらその辺の能力は熟練度の差がでるらしく、藤村兄きよう妹だいが井波を尊敬の眼まな差ざしで見つめていた。


    「それなら条件を満たしてから一緒に来てくれればいいのに」


    「そうしたら死角が私たちに攻撃してくるかもしれないでしょうが」


    　そういや見る目がある人だと死角にばれたら襲おそいかかってくるんだった。調査する前にこちらが倒されたり逃げられたら意味がない。


    「なら仕方ないか。一人で行こう。何かあったらすぐに呼ぶからな。頼むぞ井波」


    「うんわかった。先に泳いで楽しんでるから安心して行ってきてね」


    　まったく安心できないことを言われながら俺は送り出される。


    　時期も時期なので、プールはそこそこ賑にぎわっていた。人にぶつかったりしたらまずいので、俺は敷地の端はしっこをうねうねと歩いて死角のいるトイレまで近づくことにする。


    　それにしても今までこのプールをほとんど利用したことはなかったが、意外と広いし設備も悪くないところだ。これなら普通に遊びに来たかったのに。


    　などと考えているうちに、もうトイレは目の前だ。ちょっとどきどきしながらゆっくりと歩を進めると。


    　いた。


    　うねうね動く金属の塊かたまり。


    　死角だ。


    　機械の部品が適当に組み上げられた、よく見たことのある形状をしている。特に珍しい特徴はなく、無個性な死角といえるかもしれない。


    　まあ俺も大した特徴ないんだけど。


    　そんなことより、ここからどうするべきか考えよう。


    　幸いというか何というか、相手の死角はその場でただひたすらうねうねとしているだけで、移動する気配はないようだ。それに人の寿命を奪うような仕草もまったく見せない。


    　ならばいったい何でこんなところにいるのだろうか。てっきり人が集まってるから現れたのかと思ってたが、こいつひょっとして女の子の水着でも見に来ただけなのだろうか。


    　向こうも俺の存在に気付いていると思うが、特にこちらを気に留める様子は今のところない。死角同士の接触なんて大して珍しくないことなのだろうか。まさか油断させといて、いきなりばこーんとか攻撃してこないだろうな。


    　とにかくこのまま何もしないわけにはいかない。俺は警戒しながらも、何かしらアプローチを試みることにする。


    「こんにちは。今日は良い天気ですね。まさにプール日び和よりですね。ははは」


    「……」


    　超絶爽さわやかに挨あい拶さつをしてみるも、相手はまったくの無反応。


    「えー……マイネームイズ、ロブスターアンドマヨネーズ」


    「……」


    　アメリカンに挨拶してみたけど完全に無視された。こちらを微み塵じんも気にする様子はないし、そんな名前ねーよというつっこみもない。


    　これはおそらくちょっとしたいじめか、もしくは言葉が通じないかのどちらかだろう。まあ確実に通じない方だと思うけど。


    　とりあえずもう少しだけ話し掛けてみるか。


    「あの、お忙しいところすいませんが、ここで何をしているのでしょうか？」


    「……」


    「今日やばくね？　マジ、ちょー暑くね？」


    「……」


    「あ！　ちょっとあれ見ろよ！　アザラシのタマちゃんだ！　キューキュー言ってる！」


    「……」


    「え？　何なの？　女の子の水着姿でも見まくってるわけ？」


    「…………」


    　あれ。


    　今、何か無言だけど微妙な反応があったような。


    「……巨乳が好きなの？」


    「……」


    「貧乳？」


    「…………」


    　まただ。


    　ほほう。


    　何となくだけど、どうやらこいつはそんなに悪い死角ではなさそうだ。それに何だか趣味が合いそうだし、友達になれそうな気がしてきた。今度俺の家うちに呼んで一緒にいやらしい画像集を見ながら「こっちとこっちどっちがいい？　俺こっち！　え、お前も？　俺が先に指さしたもんねーはい残念！」とか言い合いをしたい。


    　じゃなくて。


    　本当のところを言うと、言葉が通じているのかどうかよくわからん。反応なんて単なる俺の気のせいだと思うし、何より向こうから話し掛けてくる気配はいっさいない。


    「……ん？」


    　ちょっと目を離して考え事をしている隙すきに、いつの間にか貧乳好きの死角はうねうねと遠くへ行ってしまっていた。


    「おい待てって！」


    　慌あわてて追いかけるが、死角はうにょんと全身を伸ばして器用にフェンスを乗り越え、そのままどこかへ行ってしまった。


    「くそう逃げられたか……どすけべ死角め」


    　まったく人のことを言えないなと思いつつ、井波たちの元へ戻る。


    　すると本当に三人ともばしゃばしゃと楽しげにプールで遊んでやがった。井波は藤村と一緒にきゃっきゃとはしゃいでるし、少佐なんて水中メガネかと思ったら、サングラス掛けたまま泳いでるし。あそこまでサングラスに拘こだわる意味がわからん。


    「……おい井波」


    「うわあびっくりした！　エビマヨ君こんな近くにいたんだ！　急に話し掛けないでよ！」


    　てことは空気も読まずに完全に遊んでたんじゃねえかおい。


    「それでエビマヨ先輩、死角の方はどうだったんですか？」


    　藤村が水中で胸をゆらゆらさせながら尋たずねる。


    「話し掛けてみたけど無視されたというか、言葉が通じていたかどうかもわからんな。どうやら他ほかの死角にはあまり興味がないらしい。でまあ結局そのままどっか行っちゃった」


    「逃がしたのか。フ……無ぶ様ざまだな」


    　少佐が憎らしげに失笑を漏もらす。


    「監視員さーん！　プールの中でサングラス付けてる人がここにいますよー！」


    「おいやめろ貴様！　さっきも注意されて、今度見つかったら没収なんだぞ！」


    　だったらもう外はずせよ。


    「まあ逃がしちゃったのは残念だけど、初めての調査にしては上出来だよエビマヨ君。次はがんばろうね」


    「えー……やっぱりまだ調査続けるのか……」


    　せっかくの励ましはありがたいが、これで終わりってわけにはいかないらしい。


    「師匠が原因突き止めて、元に戻してもらうまでの我慢だって。それじゃあ今日はもう遊ぼっか」


    「エビマヨ先輩も一緒に泳ぎましょうよ！　姿は見えませんけど！」


    「……え？」


    　いきなり二人は俺をプールへ引っ張り込もうと空中をわさわさ探り始めた。


    「い、いや待て！　俺死角なんだぞ！　ぱっと見、金属なんだぞ！　水やばいかもしれないだろ！」


    　慌あわてて下がり二人の魔の手をかわしながらそう訴えるも、まるで止やめようとしない。


    「プール楽しいよーエビマヨくーん」


    「とっても楽しいですよーエビマヨせんぱーい」


    　にやにやしながら俺を捜す二人。


    　こいつら絶対わかっててやってるだろ。
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    　死し角かくとのコンタクトはしばらく続いた。


    　何度もやっていくうちに少しずつ慣れていき、最初の頃ころよりかは気楽に死角と接するようになってきた。というのも、たいていの死角は俺のことになんか無関心であるからだ。話し掛けようが歌を歌おうがラップでディスろうが、相手は我われ関せずといった様子である。


    　とはいえ中にはこちらをやたら警戒したり、軽く威い嚇かくしてきたり、ちょっと暴れたりする死角もいたが、基本的には俺から直接何もしなければ攻撃してくることはないようだ。


    　それに死角を調査をしていくうちに、いくつかわかったことがある。


    　まず見た目はどいつもこいつも同じかと思っていたが、よく見りゃ違いがわかるような形状をしていることに気がついた。とは言えその違いがわかりにくい奴やつもいるのだが。


    　それとどうやら死角にも様々な特徴や個性があるみたいで、俺はそれを勝手に「○○型」と呼んで分類してみた。


    　たとえば近づいただけでものすごい速さで逃げ出す死角を、敏びん捷しよう型と呼ぶことにした。たぶん倒したらたくさん経験値をもらえるに違いない。


    　他ほかにもケーブルやらアームがやたらうねうね多い多た脚きやく型とか、がしゃんがしゃんと体を別の形に変える変形型や、サッカーボールくらいのサイズしかない小型や、やたらと人間の寿命を狙ねらおうとする積極型や、逆にほとんど何もせずにうねうねしているだけの無害型といった感じで分けてみた。まだ他に別のタイプの死角がいるかもしれないが、今のところ出会った死角はそれらの分類に当てはまっている。


    　そういった調査結果を井い波なみに報告するのだが、果たして俺が元の姿に戻ることに役に立ってるのかどうかはよくわからん。


    　まあとにかく今は俺にできることをやるしかない。後は師し匠しように任せて信じるしかない。


    　そんなことを考えつつ、何度目かの死角調査で部員全員が集まったある日のことだ。


    「うーん……」


    　周囲は人ひと気けの少ない住宅街。


    　井波たちがだいたいの死角の場所を探り当て、遠くから俺が位置を確認するという、普段と何も変わらない手順で死角を捜していた。


    「エビマヨ先輩悩んでるみたいですけど、どうしました？　辺あたりに死角がいないんですか？」


    　藤ふじ村むらが不思議そうに俺に尋たずねる。


    「ああいや、いるんだけどな……」


    　相手の死角が道の遠くの突き当たりでうねうねとしている様子が窺うかがえる。


    「そんなら何も問題ないでしょ。ほれほれ早く行きなよ」


    　井波が犬を追っ払うかのように手をしっしっと振る。


    「気になることがあるんだよな」


    「どしたの？　だんご虫の生態でも気になるの？」


    「そんなやっつけ仕事の自由研究みたいなことはどうでもいいんだが……やけに俺たちの周辺に死角が多いと思わないか？」


    　最近、ずっと疑問に思っていたことだ。いくらこちらから死角を探っているとはいえ、身近にいる数が多い気がする。確か以前、井波は死角の数はそんなに多くないと言ってたはずだ。


    「そうかなあ？　気のせいじゃない？」


    「こんなに多く死角と遭そう遇ぐうするのはやっぱおかしいと思うんだけど」


    「だがおかげで多くの情報を得ることができる。ノープロブレム」


    　少しよう佐さが腕を組み、壁に寄りかかってかっこつけながら口を開く。


    「む……それはそうなんだが」


    「ま、とにかく今は早く死角のところ行きなって」


    　再び井波がしっしっと手を振る。


    「わかったよもう」


    　とりあえず今は死角との接触に集中しよう。まあそうは言っても特に用心する必要はほとんどないので、堂々と相手の死角へ近づく。


    「ん……？」


    　遠くからだとはっきりわからなかったが、どうも相手の死角は独特の形をしているようだ。もっと近くで確認しようと思いきや、すっと曲がり角を先に行ってしまった。


    「あ、やば」


    　ひょっとして敏びん捷しよう型なのだろうか。逃げられてしまったらまずいと思い、慌あわてて曲がり角まで走る。


    　するとその先で死角はまた別の角を曲がろうとしていた。それ程ほど動きは速くないような気がする。敏捷型ではないのだろうか。


    「おい、待てって！」


    　そんな感じでしばらく追いかけっこみたいなことをしているうちに、行き止まりに着いてしまった。


    「あれ？　どこ行ったんだ？」


    　珍しそうな形状をしている死角だったので、是非一度お話ししてみたいと思ったのだが、どうやら見失ってしまったらしい。


    「まいったな……これじゃまた怒られるぞ」


    　とりあえず井波たちのところへ戻ろうと思い、振り返る。


    「……え？」


    　最初、俺の目の前に突っ立っている物体が何なのかわからなかった。


    　いや。


    　さっき見掛けた死角だとは思った。


    　だが信じられない。


    　こいつ、珍しい形なんてもんじゃない。


    　頭。


    　体。


    　二本の長い腕。


    　そして二本の短めの足で立つ姿。


    　まるで人間を連想させるような形状。


    　人型の死角だ。


    　いや、大きさは人間よりもでかい。


    「な……何だこいつは……」


    　今まで会った死角とはまるで別物だ。


    　これまでの死角はでたらめでアホみたいな形をしていたのに、この死角は無む駄だのない理り路ろ整せい然ぜんとした形状をしている。


    　それに容よう姿しもそうだが、動きもどこか知能のようなものを感じさせる。


    　俺を警戒しながらじりじりと迫る動作。


    　行き止まりから俺を逃がさないよう立ち塞ふさぐような身のこなし。


    「まさか……俺をここへ誘い込んだのか……？」


    　ってことは完全に俺を狙ねらってるじゃねえか。


    　やばい。


    　井波たちを呼ぶにも、どの辺あたりにいるのかわからない。


    　むこうが空気を読んでも、こっちの場所はわからないだろうし。


    　くそう。


    　何てことだ。


    　完かん璧ぺきに気が緩ゆるんでいた。


    　死角相手だっていうのに何を安心しきっていたんだ俺は。


    　どうする。


    　考えろ。


    　そうだ。


    　人型ならもしかしたら、言葉が通じるかもしれない。


    「こ……こんにちは」


    「……」


    　無反応。


    「僕は死角だよ。人間じゃないよ」


    「……」


    　わりとキュートな感じで言ってみたが、いっさい警戒を解とく様子はない。


    　それどころか人型の死角は背中に腕を伸ばし、バールのようなものを取り出した。


    「ええーっ！　思いっきり怒らせちゃったよ……」


    　完全に逆効果だった。


    　最悪だ。


    　こっちに武器はない。


    　このままではフルボッコだ。


    　いったいどうすりゃいい。


    　などと考える間まもなく、人型の死角がバールのようなものを振り上げる。


    「あ、ちょ！　待った待った！」


    　そのとき。


    「それっ！」


    　がんっと何かが人型の死角にぶつかった。


    　何だ今のは。


    　何が起こったんだ。


    「早く！　今のうちに！」


    　誰だれかの声でふと我われに返る。


    「あ……ああ！」


    　注意のそれた人型死角の脇わきをダッシュですり抜ける。


    　そんな俺にぎろりと顔を向け、人型死角はバールのようなものを振り下ろす。


    「おわあ！　あぶね！」


    　すんでのところでかいくぐり、そのまま一心不乱に駆け抜ける。


    「はあっはあっ……！」


    　どれくらい走ったのかよくわからないが、ひとまずここまで来れば大丈夫だろう。


    「ふぅー……何だったんだあの死角は……」


    「結構速いんだね、逃げ足。やっと追いついたよ」


    「おぅわあああー！」


    　驚き慌あわてて振り返る。


    　いつの間まにか俺のすぐ後ろに、見知らぬ女の子が突っ立っていた。


    　ああびっくりした。


    　さっきの人型死角が話し掛けてきたんかと思った。


    「危なかったね。大丈夫だった？」


    「え？　あ、ああ……」


    　その子がまるで知り合いのように俺に話し掛けてくるので、戸と惑まどってしまう。年は俺と同じくらいだろうか。大きな瞳ひとみにスマートなメガネが似合っていて、ちょっと賢かしこそうだ。腰に手を当て、自信ありげな表情でやや上からこちらを見る姿にはどこか高圧的な印象を受けるが、表情のよくわかるくっきり整った顔立ちは、かなり可愛かわいい部類に入ると思われる。というかめっちゃ可愛い。


    　しかしながら、どうもつっこみたくなるような点が一つあった。


    「あのー……その恰かつ好こう、暑くないの？」


    　今は思いっきり夏真っ盛さかりだというのに、真冬かと思わせるような暑苦しいコートをなぜかその子は着込んでいた。


    「そうでもないけど？　少し寒いくらいだよむしろ」


    「……あそう」


    　完全に季節感を無視した厚着だと思うのだが、その子は平然として答える。やせ我慢とかそういった類たぐいのものでもなさそうで、確かにそれ程ほど暑そうにしている様子もない。
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    「ところでさっき死角から助けてくれたのって君なのか？」


    「そうだよ、うん」


    「そっか。ありがとう。助かったよ」


    「いえいえ。あなたは……えっと……ここではエビマヨって呼ばれてるんだっけ、確か」


    「なあ！　ど、どうしてその名を！」


    　走って疲れていたのでいろいろ気が回らなかったが、ちょっと冷静になって考えよう。


    　まず俺の姿やさっきの死角が見えたということは、この子が見る目がある人なのは確実だろう。それに俺のあだ名を知っているということは、井波と何か関係があるに違いない。


    「……君はいったい何者だ？」


    「立たち花ばなっていうの私。サポートをするために来たのよ。あなたをね」


    「は？　俺のサポート？」


    　にっこり微笑ほほえむその姿は非常に可愛かわいらしいのだが、いったいどういうことなのだろうか。


    「そう、サポート。それを頼まれてここへ来たってわけ。なかなか苦労したよ、捜すのに。条件満たしてうろうろとしてたんだけどね。まさか死角に襲おそわれているとは思わなかったよ」


    「頼まれたって、師匠にか？」


    「師匠？　誰だれのこと？」


    「えーと、井波の師匠だよ」


    「え、井波の……」


    　俺の気のせいかもしれないけど、この立花という子、井波という名前に対して露ろ骨こつに嫌いやがる反応を示したような。


    「……ああ、あの厳しそうな人か、師匠って。その人とは違うけど、まあ似たようなものだよ、ほとんど」


    「あのー……井波の知り合いだよね？」


    「んー、一応ね。別に仲が良いってほどではないけど。何ていうか、私と井波って反そりが合わないんだよね。ほら、いつもいい加減だからあいつって」


    「そ、そうなんだ……」


    　井波のフォローでもしようかと思ったが、まったくもって同意見だったのでできなかった。とにかく井波や師匠の知り合いならば、信用できる人物だろう。


    　そういや井波たちとはぐれてしまった。今いま頃ごろ向こうは俺のことを捜してくれているのだろうか。それとも今頃みんなでコーヒーショップに行って、何とかラテみたいのや何とかチーノとかメープルバニラ何とかダークモカチップマキアートのショートとかを飲んで楽しく談笑してたりするのだろうか。だとしたら非常に気分が悪い。


    「ところでさあ、見た目のバランス悪いよね。エビマヨって」


    　立花はぐいっと顔を近づけ、じーっとこちらを見つめる。


    「へ？　ま、まあ死角だからな。そういうもんだろ」


    「何かこう、きちんとしてないと落ち着かないんだよね、私って。ちょっと直してあげるよ」


    「いや直すといっても……って何！」


    　俺の話など聞かず、立花は俺の体をがしっと摑つかんだ。


    「ここのパーツをもうちょっと右に……」


    　そのまま強引にぐいぐい動かす。


    「ぎゃあああああ！　痛い痛い折れる折れる！」


    「あれ？　じゃあこっちのケーブルをちょっと引っ張って……」


    「うわあ！　そ、そこは大事な部分だから……！　や、やばいまたかちかちに！」


    「あら？　見えなくなっちゃった。そうか、もう時間か。残念」


    　どうやら条件の制限時間である三分が過ぎたらしく、立花は俺の姿が見えなくなったようだ。


    「はぁはぁ……えらい目に遭あった……」


    　死角になってからというものの、やたらと女の子に触られるのは嬉うれしいんだが、妙に扱いが酷ひどいのはなぜだろうか。たぶんおもちゃか何かかと思っているに違いない。それに何でみんな俺の大事な部分を触りたがるんだ。そんなに触りたくなるような形でもしてるのだろうか。できれば人間に戻ったときに触ってほしいんだけど。女子全員で。


    「普段は見えないから別にいいか、そのままで」


    　俺の姿が見えなくなった途端に形状なんかどうでもよくなったらしい。しかしそんなことより、立花が俺を触った手をさっきからくんくん嗅かいでいるのがすごい気になる。


    　どうしよう。


    　うわー臭くさいみたいな顔されたらものすごい傷つくんだけど。


    　というか失礼だろ本人目の前にして。


    「それにしても危なかったね、さっきの死角」


    「……え？　ああ、あいつか。まるで知能を持っているみたいだったな。あんな死角はこれまで見たことがないよ」


    　良かった、臭くなかったみたいだ。何かおっさんの靴下の臭においがするね、とか言われたら消臭スプレーをびっしょびしょになるくらい浴びようかと思ったよ。


    「たまたま優秀な回路が備わっていたんだろうね。賢かしこいはずだよ、他ほかの死角に比べて」


    「へえ、えーと……立花ってわりと死角に詳しいみたいだな。そうか、結構危険な死角だったのか……」


    　何を考えているのかよくわからない死角も不気味だが、頭の良い死角もどこか気持ち悪い。それにでかいし武器持ってるって反則だろ。


    「知ってる？　死角四し天てん王のうの一人なんだよ、あいつ」


    「は？　死角四天王？」


    　何だろうそのちょっとかっこつけちゃったようなネーミング。まあ確かに強そうな感じはするけど。


    「いったい誰だれがそんな風ふうに呼んだんだ……」


    「さっきの死角の胸の辺あたりに数字の四が書いてあったからだって。命名した人がそう言ってたよ」


    　何だそりゃ。なら別に四体いるかどうかもわからんじゃないか。それに数字の五が入った死角が現れたらどうするつもりだ。


    「でも許せないなあ、私は！」


    　突とつ如じよぷりぷり怒り出す立花に、怒った顔も意外と可愛かわいいと思いつつも少しびびる。


    「いきなりどうしたんだ？」


    「エビマヨをこんな危険な目に遭あわせた井波、許せないよ。これ以上任せるわけにはいかないな、やっぱり」


    　どうやら井波に対して怒っていたらしい。


    「いやでもほら、そんな危ない死角がいるとは思ってなかったし、不用意にほいほい近づいた俺も悪いから」


    「いや許せないな、そういうの。失敗は失敗だから」


    　なかなかミスには厳しいタイプのようだ。メガネ掛けてるし、根が真ま面じ目めなのだろうか。いやメガネイコール真面目ってわけじゃないけど。


    「なので私が死角との接触のサポートをするからね、今度から」


    「え？　でも今は井波たちに手伝ってもらってるんだけど」


    「いいのいいの交代交代。別に誰だれがやってもいいんだからね、見る目がある人ならば」


    「そりゃそうかもしれないが……」


    　立花は自信ありげにそこそこある胸をどーんと張るが、俺としては急に交代と言われても、うまくいくのか不安だったりする。それに井波たちに何も言わずにやるのもまずいだろう。


    「大丈夫、さっきもびしっと助けてあげたでしょ。私はエビマヨをサポートするためにここへ来たんだからね。それにもうすでに準備だってしてあるし」


    「うーん……そもそもこの死角調査って何かの役に立ってるのか？」


    「それはもう当然。たくさんのデータが集まって助かってるよ。私が手伝えば、不器用で飲み込みの悪いエビマヨでもさらに集めることができるって」


    　一応俺のやっている行為は無む駄だではないらしい。さりげなく失礼なこと言われたけど。


    「そっか……ならとりあえずお願いしようかな」


    「うんうん。任せなさい！」


    　立花はやっぱり自信満々な笑顔を見せる。井波たちには後で言っておけば問題ないか。


    「それにエビマヨをサポートする義務があるからね、私には」


    「は？　それって……」


    　どういう意味だと聞こうとする間もなく、立花はたたっと走り出してしまう。


    　義務とはいったいどういうことだろう。


    「それじゃあ行こうか！」


    「え？　あ、おい！」


    　慌あわてて俺はその後ろ姿を追う。


    　しばらくすると、そこそこ人のいる繁はん華か街がいへ行き着いた。さっき立花は準備してあると言っていたが、この辺あたりに死角でもいるのだろうか。


    「エビマヨついてきてるよね？」


    　立花はぴたりと立ち止まり、すっと振り返る。


    「ああ……というか、さっきから走ってばかりだな」


    　ぐったりとする俺に対し、立花はそれほど疲れている様子を見せない。あったかそうな恰かつ好こうをしているから汗だくになってぐったりしそうだが、意外と体力はあるようだ。


    「じゃあいいか、この辺で。ひとまず待機ね」


    「ところでこれからどうするんだ？」


    「デートするの」


    「…………は？」


    　何だいったいデートって。


    　いきなり何を言い出すんだこの子は。本気で言ってるのだろうか。でもすごい自信ありげに、にこーっとしてるし。


    「天気も良いし、場所も良いし、ちょうど良いでしょ。デートするのに」


    「い、いやいやいや待ってくれ！　立花とは今さっき会ったばかりだし！　それにほら、俺死角だし！　普通の人には見えないし！　そんなにおしゃれな恰かつ好こうしてないし！」


    　いや確かにこんな可愛かわいらしい子からデートを誘われたら当然嫌ではないというか嬉うれしいくらいなんだけど、しかし俺がこんな死角の状態では立花が周りから一人空想デートを楽しむ痛々しい子に見えてしまうし、あんな恰好をしているせいでなおさらやばめな子だと思われちゃうだろうし。


    「ああ、いや違う違う。私とじゃなくってね」


    「……へ？」


    　立花は慌あわてる俺を面白がるように、良い笑え顔がおで手をぱたぱたと振る。


    「今からエビマヨに死角とデートしてもらうの」


    「ええええ！　何で俺と死角が！」


    　わけがわからん。死角とキャッキャウフフして何が楽しいんだろうか。いやでも俺も死角だから間違ってはいないのか。


    　ならまあ別に何も問題ないか。あーよかった。


    「いやそんなバカな！　俺は人間だぞ！　一応！」


    「まあ落ち着いて聞いてよエビマヨ。きちんとした理由があるんだよ、このデートにはね」


    「理由……？」


    　すっと腕を組み、立花はさっきまでとは違い真剣な口調へと変わる。


    「これまでのやり方はあまり効果的ではなかったのよ、あの井波のやり方ではね」


    「効果的じゃないって……どういうことだ？」


    「ただ単に話し掛けたり、ちょっと観察する程度では駄だ目めってこと。もっと積極的に触れ合う必要があるわけだよ、死角とね」


    「なるほど……そこでデートというわけか」


    　確かにここのところ死角の調査も大した成果は上がらず、同じような結果報告ばかりしている気がする。ならば今までよりももっと踏み込んだアプローチをする必要があるってことか。


    「だが死角相手にデートと言われてもなあ。さっきみたいに襲おそいかかってきたらどうするんだよ」


    「ふふ、その点は大丈夫！」


    　立花はにっこり笑顔で腰に手を当てる。


    「そのために普段はじっとしてるだけの、安全そうな死角を選んで誘導しておいたんだよ。絶対に失敗はないんだからね、私のセッティングに」


    　安心安心と頷うなずく立花。じっとしてるだけというと、いわゆる無害型の死角だろうか。確かにそれなら安心できる。


    「だから今まで女の子とデートしたことなさそうなエビマヨでも、すんなりとできるからね」


    　この子、ちょこちょこ失礼なところあるよね。まあ別にいいんだけど。


    「……よし。死角とデートしてみるか」


    　せっかくの機会だ。何か新しい情報を摑つかめるかもしれないし、やってみる価値はあるだろう。


    「そうそうその意気。じゃあこの通りをずっとまっすぐ行ったところに、ちょっとした広場があるから。その辺あたりにいるからね、相手の死角」


    「わかった……って俺一人で行くのか？」


    「そんなの当然でしょ。一緒に行っても私には居場所わからなくなるし、それに邪魔するような野や暮ぼな真ま似ねはできないからね、二人っきりのデートを」


    　ふふふと笑えみを浮かべる立花。


    　別に死角とのデートがそんなに楽しみと言うわけでもないんだけど。


    「仕方ない……一人で行くか」


    「がんばってね。いってらっしゃい」


    「ああ」


    　ぱたぱた手を振る立花に見送られ、俺は一人広場へ向かおうとする。と思いきや、


    「あ、ちょっと待ってエビマヨ！」


    　呼び止められた。


    「ん？　何？」


    「しばらくしたら一人でその広場へ戻ってきてね。調査の結果報告を聞きたいから」


    「ああ、わかったよ」


    　立花には見えてないだろうけど俺は手を振り、広場へ向かう。


    　それにしても、いったいどんな死角が待っているのだろうか。可愛かわいい死角だったらいいなあ。何だかちょっとどきどきしてきた。これじゃまるで本当にデート気分じゃないか。


    　いやちょっと待て。


    　肝かん心じんなことを失念していた。


    　死角に性別ってあるのだろうか。


    　これまで調査でいくつか死角を見てきたが、男とか女とかそういうのまったくわからなかったんだけど。そもそも死角に性別の概がい念ねんなんかあるんだろうか。


    　まあいいや。


    　とにかく相手は女の死角だと思い込むことにしよう。


    　すんごい可愛い女の子死角ってことにしておこう。


    「お……ここかな？」


    　少し開けた場所に出た。先ほどよりも人通りが多く、やや騒がしい。あまり普段この辺あたりには来ないが、確かすぐ近くに駅があるはずだ。


    　きょろきょろと周囲を見渡すと、広場にぽつんとリスの像のようなものがあることに気付く。いかにも待ち合わせに使われそうなのだが、その周囲にはほとんど人がいなかった。というのもその像、リスの背中から禍まが々まがしい羽が生はえていたりして不気味なデザインをしている。顔も何か悪わる巧だくみしてそうな表情してるし。ネームプレートには「子リスのじゃしんちゃん」と可愛く書いてあるが、見た目があれじゃ誰だれも近寄らないのも頷うなずける。というか何で普通に可愛らしいデザインにしなかったんだろうか。ちょっと捻ひねりを入れたかったんだろうか。かなり間違った方向に捻っちゃったと思うんだけど。


    　そんな像だからか、周辺には人がほとんどいない。しかしただ一人、帽子を被かぶり、背広を着たひげのおっさんだけが像の近くに突っ立っていた。


    　こんなに暑い日だってのにサラリーマンは暑そうな格かつ好こうして大変なんだなあ、上着くらい脱げばいいのになあ、などと考えていた矢先、ふと妙な違和感に気がつく。


    　あのひげのおっさん、俺のことを目で追っていたような。


    　いやまさか。


    　単なる気のせいか。


    　もし見る目がある人で俺が見えていたなら、何かしてくるだろうし。


    　まあそんなことより、相手の死角をあまり待たすわけにもいかない。とりあえず人ひと混ごみを避さけつつ、広場の奥へ進んでみることにする。


    「お、いたいた！」


    　ここからだとわかりにくいが、広場の隅すみっこにある植木の手前辺あたりで、うねうねとしている死角を発見した。おそらく相手はあの死角で間違いないだろう。


    「いやーごめーん待った？」


    　俺は急いで駆け寄り、デートで絶対に言いたいセリフ人気ナンバーワンと言われてるこの言葉で爽さわやかに声を掛けたのだが。


    「……って……あ、あれ？」


    　相手の姿を見て、呆ぼう然ぜんとする。


    　やたら丸みのある金属ボディ。


    　すらりと細く長いケーブル。


    　ちらちら見える縞しま々しまプレート。


    「お、お前はあのときの！」


    　間違いない。


    　俺が死角になってしまった日に、曲がり角でぶつかった死角だ。


    　まさかこんなところでまた会うとは思わなかった。もし会うとしたら、転校生として現れるのかと思ってたし。で、そんとき幼おさな馴な染じみに「ちょっと！　あんたと転校生はどんな関係なの！」とか迫られたり。


    　まあ俺に幼馴染なんかいないんだけど。


    「驚いたなあ……お前がデートの相手だったのか。今日はよろしくな」


    「……」


    　まあ当然のことながら無反応なのだが、とにかく今回は死角と、より積極的にコミュニケーションをとることが目的だ。無反応でも気にせず話し掛けていこう。


    　しかしそれにしても、何て丸くて愛らしい姿なんだろうか。変な死角だったらチェンジって言おうと思っていたんだが、こんなに可愛かわいい死角とのデートをセッティングしてくれた立花に感謝しないとな。いや死角を可愛いとか思う俺は大丈夫なのかとちょっと不安になるが。


    　まあ、あのとき出会った死角との再会というのにも、何か運命みたいのを感じてしまう。そう考えると俄が然ぜんやる気が出てきた。ここは何としてでも死角とのデートを成立させるようがんばるぞ。そもそも別にデート形式じゃなくても、コミュニケーションをとる方法はあるような気もするけど。


    「それじゃどこか行くか。えーと……」


    　そういやこの死角の名前は何て言うのだろうか。どうせ聞いても答えないんだから、俺が適当に付けてしまおう。この死角の印象と言えば、やっぱりケーブルの隙すき間まから覗のぞかせる縞しま々しまパンツ、じゃなくて縞々金属プレートだな。


    　よし。縞しま子こにしよう。


    「じゃあ行こうか縞子」


    　さっそく俺の付けたネーミングで死角を呼ぶが、やはり特に反応はない。まあちょっと照れているんだろうな、と俺の脳内で勝手に変換し、うねうねと歩き出す。


    　がしかし縞子は俺に付いてくる様子もなく、その場でうねうねとしているだけであった。


    「おいおい……ひょっとして、こうして欲しいってことか？」


    　俺は若じやつ干かん躊躇ためらいながらも、縞子のケーブルを手に取る。まさか初めてのデートで手を繋つなぎたがるとは思わなかった。そうしなきゃ動こうともしないなんて、縞子もなかなか可愛かわいいところがあるじゃないか、ということにしておこう。そうしないと始まらないんで。


    「よし、まずは街の中でも歩こうか」


    　俺は縞子と手を繋ぎ、一緒に繁はん華か街がいをうろうろすることにした。まあ実際には縞子をずりずりと引っ張って、犬の散歩みたいな形になってるんだけど気にしないことにしよう。


    「おい縞子、ちょっとあれ見てみろよ」


    　俺はブティックのガラスの向こうに飾ってある、おしゃれな淡いピンク色のワンピースを指さす。


    「ああいうの縞子にすごい似合いそうだなあ」


    　といった感じで、いかにもなウィンドウショッピングを楽しんでみる。


    　とにかく今回は、いかにもよくあるデートらしく振る舞うことが大事だ。


    「お、あっちのチェック柄がらのスカートなんか意外と縞子に似合うんじゃないか？」


    「……」


    「あーでももしかしたら縞子にはサイズが合わないかな」


    「……」


    「どうした縞子、黙っちゃって」


    「……」


    「あ、ひょっとしてサイズが合わないって言われて怒ったのか？」


    「……」


    「ごめん違うんだって！　別に縞子が太ってるとかそういう意味じゃないんだよ！　ほら、体の構造的な意味だから！」


    「……」


    　何だろう。急に虚むなしくなってきた。これってただ一人ではしゃいでいるだけじゃないか。せめて喋しやべらないまでも、何らかの反応を示してくれればいいのだが。


    　いやいやここでくじけるわけにはいかない。せっかく立花が準備してくれたんだ。死角の新たな情報が摑つかめるかもしれない。がんばって楽しいデートを成なし遂とげよう。


    「うーん何だか喉のどがめちゃめちゃ渇いたなあ。そうだ、あそこで休憩しようか」


    　本当は全然喉なんか渇いてなかったのだが、俺は縞子を連れて近くのコーヒーショップのオープンテラスへ向かう。


    　ひとまず俺たちは、店の外の空あいているテーブル席に座ることにした。だがもし人が来て俺の上に乗っかったりしたら困るので、コップをテーブルの上に置き、この席にはすでに利用者がいるっぽい風ふうを装うことにした。これならしばらくの間、誰だれかが不審に思うまでは大丈夫だろう。


    「いやーそう言えばこないださあ、こことは別の店舗なんだけど、コーヒーを注文したら『品切れです』って言われたんだよ。じゃあいったい何を売ってる店なんだって話だよねえ」


    「……」


    「そうだ何か飲む？　あ、でもコーヒー頼んだらここも品切れとか言われたりしてー！」


    「……」


    　まあ見事に話が弾まないわけだが、ふと以前から気になっていたことを思い出した。


    　実は俺は死角になってから、いっさい何も飲み食いをしていない。なぜなら全然お腹なかが空すいたりしないからだ。かと言ってそこらにいる死角のように、人間の寿命を奪い取ったりはしていない。だがそうなると、俺はいったい何をエネルギーにして動いているのだろうか。


    　まあそれはとりあえず置いといて、今は縞子とのデートを楽しむことにしよう。


    　まずはこの意思疎そ通つうの一方通行状態を何とかしたいところだ。とにかく何を言っても言葉は通じないようである。というか何も聞こえていないんじゃないかという気すらしてきた。そう考えると、もしかしたらジェスチャーなら通じるかもしれない。


    「オレ、オマエ、ナカマ」


    　動きに合わせて原始人ぽく喋しやべる必要はなかったのだが、全身をばたばたと動かし、必死になって表現してみる。


    「……」


    　しかし相手の反応はない。


    「オマエ、トッテモ、カワイイ」


    「……」


    「オレ、マッタク、スケベジャナイ」


    「……」


    「サイキン、チョウシ、ドウ？」


    「……」


    「キノウゼンゼンネテナイトカアピールスルヤツッテ、ナンカ、ウザイヨネ」


    「……」


    　どうやらこれ以上やっても無む駄だのようだ。最後の方はまったくジェスチャーできてなかったし、ただ単に疲れただけだ。


    　意思の疎そ通つうはひとまず諦あきらめようかと思ったそのとき、ふと素晴らしいアイデアが脳のう裏りに浮かんだ。


    　そうだ脳内変換だ。


    　縞子がこんなことを喋しやべったらいいな、というセリフを俺の脳内で勝手に再生することにしよう。


    　つまりはこういうことだ。


    「そろそろ別のところへ行こっか」


    『そうねエビマヨさん』


    　当然実際にはそんなことを喋ったわけではない。縞子は俺の脳内でそう言っただけだ。


    　ちなみに縞子は古風で可か憐れんな大和やまと撫なでし子こ、なのにときには大だい胆たんかつちょっと引くぐらい積極的にセクシーさをぐいぐいアピールしてくるという脳内設定だ。すごいぜ脳内何でもありじゃないか。


    　これでもう意思の疎通に関しては問題ないだろう。どうやらようやく楽しいデートが始まりそうだ。


    　周囲のテーブルが少しずつ埋まり始めたので、ひとまず俺はコップを片付け、縞子の手を引き席を離れる。


    「それじゃあ次はどこへ行こうか縞子」


    『エビマヨさんにお任せするわ』


    「そうか、なら映画館でも行くか」


    　デートの定番といえば映画しかないだろう。


    　あまりこの周辺には普段来ないためよく知らないので、とりあえず自分の知っている映画館の場所へと向かう。


    　その間は縞子とコミュニケーションを図ろう。脳内で。


    「ところで縞子はどんな映画が好きなんだ？」


    『そうね……私はＳＦが好きかな』


    「へえ。てっきり恋愛ものが好きなのかと思ったよ」


    『ロボットとか出てくる映画が好きなの。やっぱりロボットってかっこいいわ』


    　縞子は憧あこがれの存在といった調子で話す。


    「そっか。まあ俺みたいな死角より、ロボットの方が見た目かっこいいもんなあ」


    『そんなことない』


    「え……？」


    『私はエビマヨさんのこと……ロボットよりもかっこいいと思っているわ』


    　ちょっぴり恥ずかしそうに話す縞子にどきりとする。


    「お、おい縞子、そんなこと言われたら照れるじゃないか」


    『えへへ……』


    　なかなか良い雰ふん囲い気きになってきたな。やはり脳内だと非常に都合良く話が弾む。


    　だがそのとき、俺はとんでもなく重大なことを忘れていたことに気がついた。


    　大変だ。


    　俺、お金持ってない。


    　死角になってから基本的にお金を使うことはなかったし、財さい布ふを持ち歩くと自分の居場所がわかってしまい、どうも落ち着かないからいらないかと思っていたのだが、まさかこんなことになるとは。


    　しかしそうは言っても俺の姿は誰だれにも見えないんだから、勝手に映画館の中へ侵入することは楽勝なのだが、さすがにそれは人としてどうかと思う。それに俺がお金を持っていないことが縞子にばれたら非常にかっこ悪い。それだけは何としてでも避さけたいところだ。


    　せっかく今のところ順調にデートが進んでいるんだし、ここは脳内でうまいこと言って映画館はなしにしよう。


    「あ、あれえー？　おっかしいなあ？」


    　俺は急に立ち止まり、どうしたことかと首を捻ひねる。かなりわざとらしい感じになってしまったが。


    『エビマヨさんどうしたの？　お財布なくしたの？』


    　いきなり鋭いところを突いてくる縞子に動揺してしまう。


    「い、いやいや全然違うよ。確かこの辺に映画館があったと思うんだけど、どうも見つからないんだよなあ」


    『あらそうなの。別の映画館でもいいわよ』


    「え……いや、あ、そうだ！　今そんなに面白い映画やってないんだよ確か！　いやあ残念だなあ」


    『エビマヨさんと一緒だったら私、どんな映画でも構わないわ』


    「いやいや縞子を退屈させるわけにはいかないよ」


    『そんなことないわ。私はエビマヨさんと一緒なら、それだけで楽しいもの』


    　はっきりとした口調でそう言い切る縞子に、ちょっとどきっとしてしまう。


    「で、でも俺は縞子にもっと楽しんでほしいんだよ。それにほら、今日は天気も良いし、映画館は止やめて別のところでも行こうか」


    『そうね、わかったわ。そうしましょう』


    　ふう良かった。


    　縞子ってば、とっても良い子なんだけど、なかなか引き下がらない頑がん固こなところもあるんだな。


    　いや何で脳内会話なのにこんな引かないんだよ。俺のさじ加減でどうにでもなるってのに。自分で自分を追い詰めてしまった。まあでもここはポジティブに話を進めるか。


    『どうしたのエビマヨさん？　私を見てにやにやしちゃって』


    「いや、縞子の新たな一面がわかって嬉うれしいんだよ」


    『え？　それってどんな一面？』


    「ふふ、秘密」


    『もうエビマヨさん！　教えてよ！』


    「ははは！」


    　たたっと走り出す俺を、ぷんぷんと怒りながら追いかけてくる縞子がとても可愛かわいい。実際は走りながら引っ張ってるだけなんて全然気にしないぞ。


    　しかしそのとき。


    『きゃっ！』


    「あ！　縞子！」


    　いきなり何かがどんっと縞子にぶつかる。


    「縞子！　大丈夫か！」


    　吹き飛ばされて倒れ込む縞子の元へ俺は急いで駆け寄る。


    『え、ええ……大丈夫……』


    　今のは縞子の不注意で倒れたわけじゃない。明らかに何者かが縞子にぶつかってきた。というか、本当は俺の不注意で縞子を何かにぶつけちゃったんだけど、向こうが悪いことにしよう。


    　俺は縞子の前に、彼女を守るように立ちながら、相手を睨にらみ付ける。


    「おいお前……いきなり何のつもりだ」


    　鈍にぶく光るガンメタリックカラーの金属部品がぐちゃぐちゃに組み上げられた、うねうね動く鉄の塊かたまり。


    　死角だ。この死角が縞子を突き飛ばしやがった。


    『あん？　何だテメエ？　消えろカス』


    　ガンメタの死角はいかにもワルといった口調で睨みを利きかせた。


    　まあ俺の脳内でそう言ってるだけで、実際はそんなこと喋しやべってないし、ぶつかってちょっと怒っているだけの死角なんだけどね。


    　せっかくだから、こいつも俺の脳内劇場に加えることにしよう。その方が何か盛り上がりそうな気がする。


    『カ、カズヤ……』


    　縞子が相手の死角を見てぽつりと呟つぶやいた。


    「カズヤ？　縞子、こいつのこと知ってるのか？」


    『え、ええ……その……私の彼氏だった人なの』


    「な、何だって！　こんな奴やつが？」


    　ふらふらと何も考えていないように動くカズヤと呼ばれたそいつは、どっから見ても頭が良さそうとは思えない。こんなのが縞子の彼氏だなんて俺には信じられん。


    『昔はこんな人じゃなかったの。とても優しい人だったんだけど、柄がらの悪い人たちと一緒に行動するようになってからだんだんと凶暴になってきて……ある日、とうとうカズヤは私に暴力をふるってきたの。それで私もう別れようと思って逃げたんだけど……』


    「縞子に暴力だと！　こいつ……！」


    　このＤＶ死角を鋭く睨にらみ付けるが、俺のことなど眼中にないといった様子で、縞子に近寄ろうとする。


    『おい勝手にどこ行ってたんだよ。オレから逃げるつもりか？　舐なめた真ま似ねしてんじゃねえぞ！』


    「この野郎！　縞子から離れろ！」


    　俺はカズヤをどんと突き飛ばす。


    『何すんだテメエ！　やろうってのかおい！』


    　カズヤは俺を威い嚇かくするようにケーブルを構える。


    　あ、しまったな。


    　本当に怒らしちゃったかも。


    　まあいいか。


    　こうなったらこの脳内劇場、やるだけやってやる。


    「縞子に手を上げるような奴は許せねえ！　俺がお前をぶっ壊してやる！」


    『んだとふざけたこと言いやがって！　そんなに死にてえのかコラァ！』


    『待って！　二人ともケンカは止やめて！』


    　縞子が俺たちを止めようと声を上げる。


    『うるせえ黙ってろ！　すぐにコイツボコってやる！』


    『そんな止やめて！　私のために争わないで！』


    『口出しすんな！　むかつくんだよコイツ！』


    『危ないわこんな場所で！　止やめて！』


    『ああん何だと？　いいから黙ってろ！』


    『とにかく駄だ目め！　駄目よ！』


    『何だと？　な、ああん？　何だ？』


    『な、え、駄目？　ああん？』


    『うん？　え、あれ？　何だと？』


    『ああん？　あ、駄目、え？』


    「下がってろ縞子！　あと二人一緒に喋しやべるな！　何か脳内的によくわからなくなってきた！」


    　二人同時に脳内処理すんのは無理なようだ。途中でどっちが喋ってるのかこんがらがってしまったよ。


    『わ、わかったわエビマヨさん……』


    　俺は縞子を置いて、カズヤを人のいない通りへと誘い込む。


    「ここなら思う存分やれるだろ。死角同士、一対一の勝負だ！」


    　なぜかこの死角と戦うことになってしまったが、相手も結構怒ってるみたいなんで仕方がない。それにデート中に不良に絡まれる展開もありだな。ここは俺がこいつをぶっ壊して、縞子に良いところを見せるということにしよう。


    『フン、いい度胸してんなテメエ。すぐに後悔させてやるよ！』


    　俺は身構え、ひとまず間合いを計りながら相手の出方を窺うかがう。


    　カズヤの大きさは俺とほぼ同等だ。


    　パワーの差はほとんどないだろう。


    　見た目もよくいる死角と大差なく、注意すべき特徴はない。カラーリングが黒光りなところが珍しいくらいか。　


    　素早い動きは今のところ見せていないので敏びん捷しよう型ではなさそうだが、一応警戒しておこう。


    「どうした、かかって来いよ！」


    　と挑発するが、不意にカズヤはぴたりと動きを止めた。


    　そのまま一瞬びくんと震ふるえたかと思いきや、突とつ如じよ金属パーツが激しく動き出す。


    「な、何！」


    　これまでただの鉄の塊かたまりだったカズヤの体が、カシャンカシャンと複雑な動きを繰り返し、別の形へと変へん貌ぼうしていく。


    「こいつ……まさか！」


    　円盤状のボディを支える四本のアーム。


    　その中心から上方に長く伸びるケーブル。


    　その先端はワニの口やトラバサミを連想させる鋸のこぎり状の牙きばになっている。


    　先ほどとはまるで違う形状になったということは。


    「変形型か……！」


    　何てことだ。


    　ちょっとかっこいい。


    　そして羨うらやましい。


    『これが俺の戦闘形態だ！　いくぜ！』


    　カズヤは四本のアームを強く蹴けり上げる。


    「うお！」


    　体ごと突っ込んでくるカズヤ。


    　慌あわてて回避。


    　いきなりで驚いたが、この程度ならかわせる。


    　しかし。


    「なっ！」


    　即座に迫り来るケーブル。


    　追撃か。


    　やば。


    「がはぁ！」


    　脇わき腹ばらに強烈な一撃。


    「……くぅ！」


    　いってえなあこの野郎。


    　だがやばいな。


    　あのケーブルは意外と速い。


    　近距離じゃかわせない。


    『どうした早く立てよ！　まさかその程度で終わりってわけじゃないよなあ？』


    　こいつ。


    　舐なめたこと言いやがって。


    　まあ俺の脳内で言ってるだけなんだけど。


    「この！」


    　思いっきり拳こぶしを振り上げる。


    　狙ねらいは奴やつのボディ。


    「おらあ！」


    　激しく叩たたきつける。


    　それと同時に飛びかかる奴のケーブル。


    　バシンとぶつかる音。


    　お互いのケーブルが空中衝突する。


    「く……！」


    　厄やつ介かいなケーブルだ。


    　先にあれを何とかしないと。


    「邪魔だ！」


    　勢いよくケーブルに手を伸ばす。


    「よし……！」


    　摑つかんだ。


    　と思った矢先。


    「あ！」


    　するり。


    　手からあっさり抜けてしまうケーブル。


    「しまっ……！」


    　バランスを崩くずす俺。


    　忘れてた。


    　俺のケーブルの先端。


    　全然摑つかめないんだった。


    　まずい。


    　再び迫り来る奴やつのケーブル。


    「ぐぅ！」


    　その先端の牙きばが俺の体に激しく嚙かみ付く。


    　食い込む鋸のこぎり歯ば状の牙。


    　強く摑んで離さない。


    　そのままぐんっと引っ張られる。


    「おわっ！」


    　勢いよく倒れてしまう。


    　とにかくこいつを外はずさないと。


    「この……！」


    　駄だ目めだ。


    　外れない。


    　ずるずると引き摺ずられる俺。


    　その先にはアームを高く掲かかげて待ち構えるカズヤの姿。


    『ハハハ！　オレの勝ちだ！』


    「くそ……！」


    　このままじゃまずい。


    　こんな倒れた姿勢じゃまともに攻撃もできない。


    　ちくしょう。


    　何てことだ。


    　こんな奴に負けるっていうのか。


    　だがちょっと言わせてくれ。


    　そもそもさあ、こいつずるいだろ。


    　色がガンメタでかっこよかったりするし。


    　さらに変形とかしてかっこいいし。


    　しかも強くなるし。


    　めっちゃかっこいい要素もってるんだもんこいつ。


    　これもし人間だったら絶対モテモテだよ。


    　黙ってても女の子の方から近寄ってくるよ。


    　対して俺は何なんだ。


    　姿形は普通。


    　カラーリングも普通。


    　攻撃も普通。


    　何この差。


    　俺には何もないんかい。


    　というかだよ。


    　俺の型って何なのさ。


    　ものすごい速いわけでもないし。


    　変形もできないし。


    　サイズも普通だし。


    　でも俺にだって何かあるだろ。


    　だがそれは何だ。


    　俺はいったい何型だ。


    　いったい何ができるんだ。


    　死角になって何があった。


    　俺にどんなことが起きたんだ。


    　考えろ。


    　思い出せ。


    　異変。


    　違和感。


    　何でもいい。


    　必ず何かあるはずだ。


    　俺の体に起こった出来事が。


    「……あ」


    　思い出した。


    　そうだ。


    　あった。あったよ。あったじゃないか。


    　俺が死角になった日に、死角として起こった異変。


    　ずっと前に、それと似たようなことをした死角を見たこともある。


    　それに違和感。


    　さっきから思いっきり嚙かみ付かれているというのに、こんな冷静に考えていられるくらい痛みがない。


    　それらから導き出された答え。


    　そうだ。


    　間違いない。


    「わかった！　わかったぞ！」


    　俺の型は、これしかない。


    『ああん？　何がわかったってんだ？』


    「いやあそれがさあ、俺の体って……」


    　ぐっと力を込め。


    「取れちゃうんだよね！」


    　嚙まれている部分を切り離す。


    　吹っ飛ぶ俺のパーツ。


    　それを摑つかんでいる奴やつのケーブルごと勢いよく飛んでいく。


    　突然外はずれた勢いでぐらりとバランスを崩くずすカズヤ。


    　その隙すきを見逃さない。


    　思いっきり拳こぶしを振りかぶり。


    「おらあ！」


    　ボディを勢いよくぶん殴なぐる。


    　響く金属音。


    「こんの！」


    　ぶん殴る。


    「イケメンは死ね！」


    　殴る殴る。


    「ガンメタとかいって車かお前は！」


    　ガンガン殴りまくる。


    『ぐはあ……！』


    　かなり言いがかり的な俺の言葉と不意打ちの攻撃に、ふらふらとよろめくカズヤ。


    　奴やつのケーブルの先端から、俺の切り離した部品が力なくぽろりと取れて落ちる。
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    「はあ、はあ……どうだこの野郎！　二度と縞子に近づくんじゃねえぞ！」


    『く……くそう……覚えてやがれ……』


    　これぞ雑ざ魚こといったセリフを（俺の脳内で）言い残し、よろよろしながらカズヤは逃げていった。


    「やった……勝った！　勝ったぞ！」


    　俺は切り離した部品を拾い上げ、元の箇か所しよにはめ込む。


    　それにしても、前に藤村が俺のケーブルを取ってしまったことが自分の型の発見につながるとはなあ。でも本当にそんな型なんて存在するのかとは思ったけど、前に学校の屋上で戦った死角が自分のプロペラを切り離したことがあったもんな。


    　まあ切り離しできるタイプの死角は分離型とでも呼ぶことにしよう。


    「……あ、そうだ！　そんなことより縞子は！」


    　慌あわてて縞子の元へ駆け出す。


    　ここで不良を追っ払う俺かっこいいと縞子に脳内でアピールしないと。


    「縞子！」


    『エビマヨさん！　大丈夫なの？』


    「ああ！　カズヤを倒して追っ払ってやったぞ！　これでもう安心だ！」


    『あのカズヤを倒したの！　すごいわエビマヨさん！　素敵！』


    　縞子は俺に勢いよく抱きつく。


    　本当は俺が縞子に抱きつく。


    「わわ！　ちょ、し、縞子！　痛いって！　それにほら、こんなところじゃちょっと恥ずかしいっていうか、何ていうか」


    『あ、あらごめんなさい私ったら！』


    　照れながら慌あわてて離れる縞子だが、ちょっぴり妙な雰囲気に。


    「そ、そうだ！　デートの続きをしようか。せっかくのデートなんだから楽しまなきゃ。な？」


    『うん、そうねエビマヨさん。私もそうしたいわ。でもこれからどこに行くの？』


    「そうだなあ……ちょっと疲れたし、公園にでも行って少し休もうか」


    『ええ、わかったわ』


    　俺は再び縞子と手を繋つなぐ。確か付近にあの総合公園があったはずだと思い、一応案内地図の看板を見て確認し、歩き出した。


    　さて楽しいデートの再開だ。


    　ここらでもっと脳内で縞子との関係を盛り上げよう。


    『エビマヨさん……その……ごめんなさい』


    　不意に縞子は呟つぶやくように口を開いた。


    「え？　いきなりどうして謝あやまるんだ？」


    『その……私のせいでせっかくのデートが台無しになっちゃって……』


    「何を言ってるんだよ。縞子のせいなんかじゃないし、それに俺たちのデートはまだ始まったばかりだよ」


    『でも……』


    「いいんだよ。縞子だって言ってたじゃないか。俺と一緒にいるだけで楽しいって。俺も縞子と一緒にいるだけで楽しいんだよ」


    『エビマヨさん……』


    　縞子はぎゅっと強く俺の腕に抱きつく。


    　ああ俺はなんて幸せなんだ。


    　本当は無理矢理俺のケーブルに縞子のケーブルを絡ませてるだけなんだけど、何て楽しいデートなんだろうか。


    「お、着いたか」


    　総合公園の入り口が見えてきた。


    　そういやここのところよくこの公園を利用している気がする。部員みんなで集まる場所もここだし。


    　あれ。


    　そういえば、何かを忘れているような。


    　まあいいか。


    「とりあえずどこかで一休みしようか」


    『そうね、エビマヨさん』


    　俺はベンチでも探してそこで縞子に膝ひざ枕まくらとか頼んでみたらオッケーしてくれるかな、いやでも初デートでそれは無理があるかな、でもとっても仲良くなったしいけるだろ、いやでもさすがにそれは恥ずかしいかな、ああしかし勝手に頭を乗せりゃあいいだけか、などと考えながら公園内をうろうろとしていると。


    「あ！　ああ！　あああー！」


    　何やら今、どっかでよく聞いたことのある声が聞こえたような。


    「やっぱりエビマヨ君だ！」


    　振り返ると、井波が犯人はお前だと言わんばかりに俺をびしっと指さしていた。


    「あれ井波？　何でこんなところに？」


    「アホー！　『何でこんなところに？』じゃないよこのー！」


    　いきなりアホが飛び出すくらい井波は憤ふん慨がいしているようだけど、何でだろう。


    　ああそうか。


    　そういや井波たちとはぐれたことをすっかり忘れてた。


    「えーと……いったいどうしたんだ？」


    「どうしたもこうしたも、エビマヨ君が死角に接近してから、なっかなか戻ってこないもんだから慌あわてて捜しに行ったんだってば。でも全然見つかんないから、みんなで分かれて捜してたんだよ」


    　はぐれた後みんなで俺を捜してくれてたのか。そのとき俺は立花に会って、井波たちの代わりに死角調査の手伝いをしてくれるってことで、今はデートをしている最さい中ちゆうなのだが。


    「でもよく俺がここにいるってわかったな」


    「たまたま私は公園を捜してたんだよ。そしたら死角が近くに来たような気がして、でもどの辺あたりにいるのかわかんないから条件満たして捜し回ってたら、ようやく発見ってわけ」


    「なるほど……そうだったのか」


    　よく見りゃ井波は少し肩で息をしている。それに気のせいかもしれないが、なぜかこちらを警戒しているような。


    「あ。ちょっと待って」


    「ん？　どうしたんだ井波」


    　と尋たずねるも返答はなく、井波は腰に備えたペットボトルを取り出し、ぐびぐびと猛スピードで飲み始めた。


    「……ふぅ。これでよし」


    　どうやら時間が来て俺の姿が見えなくなったらしく、再び条件を満たしたようだ。


    　しかしすでにもう俺を発見したのだから、別にわざわざまた条件を満たさなくても話すくらいならできるというのに。


    「さてと……ところでエビマヨ君」


    　井波はペットボトルをしまい、今度は一いつ升しよう瓶びんを取り出した。いろいろ忙しいやつだなあなどと呑のん気きに考えていると。


    「……え？　井波、いったい何のつもりだ？」


    　ゆっくりと井波はその一升瓶をこちらへ向け、ぐっと構えた。まさかまた俺のことをぶっ叩たたこうとするつもりなのかこいつ。そんなに俺がどっかいなくなったことに腹立ったのかこいつは。


    「エビマヨ君の隣にいる死角は何？」


    「え？　ああ、なんだ。こいつのことか」


    　どうやら井波は俺ではなく、隣でじっとしている縞子を警戒していたようだ。


    「その死角を捕まえたみたいだけど、攻撃はしてこないの？　それともまさかエビマヨ君がそいつに捕まって離れられないとか？」


    　井波は俺と縞子が手を繋つないでいる様子を不審に思ったらしい。確かに死角同士が手を繋ぐことなんてあんまりないか。


    「いや違うんだよ井波。今こいつとデートしているんだ」


    「…………………は？」


    　いったい何を言っているんだろうこいつは、といった様子でぽかーんとする井波。


    「紹介するよ。こいつ、縞子っていうんだ」


    「…………………し、しまこ？」


    『初めまして、縞子といいます。よろしくね』


    　縞子はそう言うが、俺の脳内会話なので、残念ながら井波には聞こえない。できれば二人は仲の良い友達になってほしいところだ。


    「初めまして、縞子といいます。よろしくね」


    　なので代わりに俺が縞子をくいくいと動かし、腹話術感覚で喋しやべってみた。


    　かなり可愛かわいらしい感じで。


    「…………えーと……」


    　井波は一度一升瓶を下ろし、こほんと軽くせきをしてから、再び一升瓶を構える。


    「その死角を捕まえたみたいだけど、攻撃はしてこないの？　それともまさかエビマヨ君がそいつに捕まって離れられないとか？」


    　何かさっきのことはいっさいなかったことにして、もう一回やり直そうとしてるんだけど。


    「いやだから縞子とデートをしているんだって」


    　井波は俺の言葉に動揺を見せる。


    「これはいったいどういうことなの？　エビマヨ君に言葉がまったく通じていない……」


    　とうとう俺と会話ができてないことにしだしたぞこいつ。


    「だから通じてるってば。さっき普通に会話してただろ。俺は今、縞子とデートしてるの」


    「……いやさあエビマヨ君、自分が何を言っているのかわかってる？」


    「そりゃわかってるけど」


    「そうか……そういうことか……」


    　井波はどうやら納得したらしく、なるほどといった様子でうんうんと頷うなずいていた。


    「ようやくわかってくれたのか井波」


    「うん、わかったよ……エビマヨ君がその死角に操あやつられているってね！　何かおかしいと思ったんだ！」


    「全然違う！　自由だから！　余裕で反復横飛びとかできるくらい自由だから！」


    　俺は縞子の手を離し、くねくねと自由に動けるところを井波に見せる。


    「ええーホントだ。じゃあ後はエビマヨ君が脳外科に通うしか選択肢がないんだけど」


    「脳も正常だよ。体は死角だけど」


    　井波はいったん落ち着こうと思ったのか、ふぅと大きく息を吐いた。


    「じゃあとりあえずエビマヨ君は正常だとして話を聞こうか。いったいどういうことか細かく説明してくんない？」


    「何となく引っ掛かる言い方だなあ……まあいいけど。えーと、この死角は縞子っていうんだけど、今日は縞子と一緒にお茶飲んだり、映画館行こうとしたり、公園で休もうかと思ったりしてたんだよ」


    「はあ？　何それ！　まるで死角とデートしてるみたいだ！」


    「だからさっきからそう言ってるだろ。縞子とデートしてんの」


    「こ、こ、こ……」


    　そう言うなり井波は俯うつむき、ぷるぷるとしていた。


    『この人、さっきから落ち着きがないんだけど、どうしたのかしら？』


    　縞子も井波のことを俺の脳内で不思議がっている。


    『ねえ、あなた。さっきから落ち着きがないけど大丈……』


    「このドアホマヨがー！」


    　再び縞子で喋しやべろうかと思いきや、突然井波は叫ぶと同時に、一いつ升しよう瓶びんを振りかぶりながら、ものすごい勢いでこちらへ突っ込んでくる。


    「ちょっ、おい！」


    　待てという暇ひまもなく、一気に間合いを詰つめる井波。


    「おりゃああ！」


    　ぶんっと鋭く一升瓶を振り回し、ごすんと縞子に強烈な一撃を食らわす。


    「あああああー！　な、何てことを！」


    　突然の出来事に慌あわてふためく俺などお構いなしに、井波はがんがん躊ちゆう躇ちよなく縞子を叩たたきまくる。


    「し、縞子！」


    　よろよろと倒れ込む縞子に急いで駆け寄る。


    『エビマヨさん……い、今まで、楽しかったわ……』


    「縞子！　もういい！　喋しやべるな！　まあ喋ってないんだけど！」


    『さよなら……』


    　そのままがくりと項うな垂だれ、縞子は動かなくなった。


    「おい縞子？　縞子！　縞子おおおおお！」


    「あのさあエビマヨ君、何でその死角を縞子って呼んでるの？」


    　俺は井波をぐっと鋭く見み据すえる。


    「何てことをするんだ井波！　縞子死んじゃったじゃないか！」


    「そりゃ死角だから壊すでしょ。ていうか何で縞子っていうの？」


    「死角だからって別に壊さなくても……！」


    「エビマヨ君！　いい加減目を覚まして！」


    「……え？」


    　不意に真剣な口調で声を張り上げる井波に、俺は激しく戸と惑まどう。


    「死角をまるで人間のように扱って、いったい何を考えてるの！　死角は死角なんだよ！　感情も何もない、ただ人の寿命を奪うだけの機械のような存在なんだから！」


    「そ……そんなことはない！　縞子は別だ！」


    　そうだ。


    　縞子はとても優しくて気の利きく子で、ちょっと頑がん固こなところもあるけど、いつも俺を支えてくれた良い子なんだ。


    「どんな死角も多少の違いはあっても、本質は一緒だよ！　さっき壊した死角だって、エビマヨ君の寿命を奪ってたかもしれないんだから！」


    「縞子がそんなことするわけないだろ！　縞子はなあ、そんな悪いことをするような奴やつじゃ……！」


    「私にはわかる！　私は死角に寿命を奪われたことがあるんだから！」


    「あ……」


    　そういえば井波は昔、死角に襲おそわれたと言っていたことを思い出した。


    「私だけじゃなく、他ほかにも寿命を奪われた人だっているんだから！　しっかりしてよエビマヨ君！　私たちの目的は死角と仲良くなることじゃないでしょ！」　


    　井波は何だか少し泣きそうな顔をしている。


    　こんな井波は今まで見たことがない。


    「……そうか……俺の目的は……」


    　死角なんていない、元の平へい穏おんな日常を取り戻すことだ。


    「オカリナ部は、みんなで死角を壊すために作った部活なんだから！　エビマヨ君はオカリナ部の部員でしょ！」


    「……ああ、そうだったな。どうかしてたようだ……」


    　井波の言葉に、がくりと項うな垂だれる。


    　いったい俺は何を考えていたんだろうか。


    　死角に名前をつけ、一緒にデートをしている内に、いつの間にか情のようなものが生まれていたようだ。


    　だが縞子は、いや、あの死角は一言も喋しやべってなどいない。俺が勝手に脳内で喋っていたことにしただけであり、勝手に振り回していただけだ。


    　最初から死角との意思疎そ通つうなんて、何一つできていなかったんだ。


    「まったくもう！　エビマヨ君がいなくなってすんごい心配したってのに！　死角相手に危険な真ま似ねして！　何考えてんだ！　もう！　このー！」


    「いや……その……ごめんなさい」


    　一気に爆発したかのように怒り出す井波に謝ることしかできない。


    　それにしても、井波は俺のことを心配してくれていたのか。


    　普段は適当な扱いのくせに。


    　悪いことをしてしまったな。


    「それにデートだなんて！　私とじゃなく死角とデートするなんて何を考えてんの！　縞子とか名前つけちゃって楽しそうにして！」


    「いや……その……え？」


    「ああいやそうじゃなくって！　とにかく！　エビマヨ君は何でこんなことをしようと思ったのか聞きたいんだよ！」


    　何だか井波は少し慌あわて気味にまくし立てる。


    「えっと、それは……井波たちとはぐれてから、別の人に死角調査を手伝ってもらってたんだよ」


    「へ？　別の人って誰だれ？」


    「立花っていう女の子だけど。井波の知り合いっぽかったんだが、違うのか？」


    「立花……？　立花？　立花……誰だっけ？」


    　聞いたことあるような、ないようなといった様子で井波は首を傾かしげている。おそらくこいつのことだから、普段あだ名で呼んでるせいで本名忘れたとかいうケースだろう。


    「その子がより詳くわしい死角調査のためだって言って、死角とのデートをセッティングしてくれたんだよ」


    「はあ？　おかしいよそれ。調査のためとはいえ、いくらなんでもエビマヨ君がそこまでする必要なんかないって」


    「え？　そうなのか？」


    　立花はむしろ積極的な調査を勧めていたのだが。


    「そんな長時間死角と一緒にいたら、どこにいるかわかんなくなって危険だからね。それに私以外の人がエビマヨ君を手伝うなんて話、師匠からも聞いてないしなあ」


    「うーん……じゃああの立花って子は何者なんだ？」


    　井波や師匠の知り合いだとばかり思っていたが、特に関係無いのだろうか。だがそれだと俺の手伝いをしてくれるのはどうもおかしい。とはいえ手伝いの内容は実は危険なものであったし、どうもいまいち立花の目的がわからない。


    「ねえエビマヨ君、その立花って子の居場所わかる？」


    「そういやデートが終わったら、駅前の変な像がある広場に一人で来いとは言ってたけど」


    「よし、じゃあ行こうかエビマヨ君」


    「え？　行くって、井波もか？」


    「もちろん！　エビマヨ君を悪の道へ誘った張本人をとっちめてやるんだから！」


    「悪って……あ、おい！」


    　さあついてこいといった感じに駆け出す井波の後を急いで追いかける。今日は何だかもう疲れることばかりだ。
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    　井い波なみと一緒に、再び広場へと戻ってきた。


    　周囲は相変わらず人の姿が多く見受けられる。立たち花ばなにはここへ来いとしか言われていないので、こちらから捜すしかないのだが。


    「……いないな」


    「エビマヨ君、その人どんな恰かつ好こうしてんの？」


    「冬服しか持ってないんかってくらい暖かそうな恰好してるから、見つけやすいとは思うんだけど……どうする井波？」


    「しばらく待とっか。相手はたぶん空気を読んで死角、というかエビマヨ君を察知して現れると思うから」


    「ああ、なるほど」


    　だから一人で来いと言ってたのかと納得しながら、何気なしにあの変な像をちらりと見て、俺は驚きよう愕がくする。


    　ひげのおっさんまだ待ってたよ。


    　前に見てからそこそこ時間経たってるのに、どんだけ相手来ないんだ。絶対すっぽかされてるよ。たぶんあれだな。いかがわしいこと目的で女子高生と待ち合わせするも、見事に騙だまされたってやつだな。それでもあんな涼しそうな顔して待ち続けるとは、なんてスケベなおっさんなのだろうか。


    「お、あれかな？」


    　おっさんはさておき、井波の指さす方向を見る。何やら暖かそうなコートを着込んだ人物がうろうろとしていた。


    　たぶんあれで間違いない。立花だ。


    　向こうもこちらに気付いたようだが、その途と端たんにむっとした表情に変わり、こちらへずんずん向かってくる。


    「何で井波がここにいるの、ねえ」


    　立花は俺たちに会うなり、井波に向かっていきなり不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。


    　対する井波は立花を見て、一人何か納得しているようである。


    「あーそっか！　立花って誰だれかと思ったら、立花っちのことだったのか！」


    「随ずい分ぶんとそのまんまなあだ名だなあ……」


    　というか立花って名前を俺から聞いた時点で、すぐにそのあだ名の奴やつだと気づくだろ普通。何で直接会うまでわからんのだ。


    「いやー久しぶりだねえ。立花っちはここへ何しに来たの？」


    「それはこっちのセリフでしょ、井波。あとそのあだ名、微妙に長いんだけど」


    「えー。じゃあノーパンって呼んでいい？」


    「何でいきなりノーパンて呼ばれなきゃならないの私！　何も穿はいてないみたいに言わないでよ！」


    　ぬぬぬと不ふ穏おんな空気を漂わせる立花であるが、井波は相変わらずの調子である。


    　俺はノーパンだったらいいなあと、どきどき期待している。


    「とにかく井波は帰って。私はエビマヨに用があるんだからね」


    「そっか。じゃあみんなで私の家うちに行こっか」


    「じゃなくて！　井波は一人で帰って！」


    「でも二人とも私の家知らないだろうし、みんなで行った方がいいって」


    「ああもう！　これだから井波は！」


    　立花はきーっと苛いら立だちを露あらわにする。


    　やっぱり井波相手だとみんなああなるよなあなどと考えていたら、周囲の目が妙にこちらへ向けられていることに気づく。


    　どうやらわーわーと騒ぎすぎてしまったらしい。立花もその様子に気づき、ばつが悪そうに声のトーンを下げる。


    「……とにかくここじゃ人が多いから、もっと人のいない通りに行きましょ。ついてきて」


    　まるでそこで決着を付けてやるといった調子で、立花は俺があの黒光りの死角と戦った辺あたりへと向かっていった。


    　いやまさか本当に殴なぐり合いのケンカとか始まったりしないだろうな。


    「さてと……この際だからはっきり言わせてもらうから、井波」


    　立花は井波に向かってびしぃっと指さす。


    「私からも言わせてもらうけど、結構暑そうな恰かつ好こうしてるね。そんなに寒いの？」


    「ほっといて。とにかく井波、あなたはもう用済みなの」


    　立花は井波のペースに流されないよう必死に話を進めているようだ。


    「用済み？　どういうこと？」


    「今後エビマヨのサポートは私がやるってこと。あなたはもう担当から外はずれたの、エビマヨのね」


    「ええ？　つまりどういうこと？　何を言ってるのかさっぱりだこれは」


    「いやホントは少しはわかってるでしょ……ねえ、井波ってこんなにわからない子だったっけ？」


    　立花は井波から視線を外し、ちらりとこちらを見る。たぶん俺に話し掛けているのだろう。


    「えーと、まあいつもこんな感じです」


    「そうなんだ……苦労するね、エビマヨも」


    「ええ、お互い大変ですなあ」


    　困ったもんだと俺と立花はため息をつく。


    「む。何だかエビマヨ君にバカにされた気がする」


    　こちらを鋭く睨にらむ井波。


    　そういうのはすぐわかるんか。


    「とにかくエビマヨのサポートは私が担当になったってわけ。わかる？」


    「そもそも立花っちって技術者でしょ。管理人とかでもないのに、何でこっちに来てるの？」


    「以前からエビマヨの担当を増ふやそうっていう話はあったでしょ。それに私が志願したの」


    「ええ？　でも私そんな話は聞いてないんだけど」


    「特別任務だからね。まだ一部の人間しか知らないのよ」


    　何だか専門用語みたいのが出てきて俺にはよくわからん話になってきたけど、俺の死角調査の手伝いをする人を誰だれかが増やしてくれたってことだろうか。師匠だけじゃなく、他ほかにも手伝ってくれている人がいるみたいだ。特別任務とかいって、知らないうちに結構大おお事ごとになってるんだな。


    「そういうわけで、もう井波はエビマヨの手伝いをしなくていいからね」


    「何言ってんの。エビマヨ君の担当は最初から私だって決まったことだし……あ！　そういえばエビマヨ君に危険なことさせたの立花っちでしょ！　何てことさせんの！」


    　今いま頃ごろになって当初の目的を思い出したらしく、井波は立花にこらーと怒り出す。危うく何しにここへ来たのかわからなくなるところだった。


    「危険なわけがないでしょ、私の選んだ死角なんだから。実際こうしてエビマヨは無事だったしね」


    　対して立花はふふんと余裕のようだ。


    「だからってエビマヨ君にそこまでやらせる必要はないでしょ！　やりすぎだ！」


    　井波は変わらず怒りをぶつける。


    「ぬるいのよ井波のやり方は。そんな調子じゃいつまで経たっても死角の情報は手に入らなくて、エビマヨも元には戻らないよ。エビマヨかわいそう」


    「何だと！　私のことを悪く言っても別にいい！　でもエビマヨ君のことを悪く言うのは許さないから！」


    　とても頼もしいことを言ってくれるが、別に今、立花は俺のこと悪く言ってないって。むしろ心配してくれたんだって。


    「それにエビマヨを危険な目に遭あわせているのは井波の方でしょ。あなたの調査中に、死角に襲おそわれたエビマヨを助けたのは私なんだからね」


    「え……？　エ、エビマヨ君それって本当なの？」


    　立花の自信満々に放つ言葉に、井波は初めて動揺する。


    「あー……まあな。危ないところを立花に助けてもらったのは事実だ」


    「ほらどう？　それでよく私のサポートを危険だ何だと言えたものね」


    「むむむ……」


    　どうやら井波は言い返せないらしく、悔しそうに唸うなっている。


    　そんな様子を立花は、勝ち誇ったように腰に手を当てて見つめている。


    「だから交代しましょ。もう井波に任せるわけにはいかないからね。今度から私がエビマヨの担当をするから」


    「むむむむ……な、何で立花っちはそんなにエビマヨ君に拘こだわるんだ！　立花っちはエビマヨ君のこと大して知らないし、関係ないでしょ！」


    　そう言われてみれば確かに俺も気になる。立花は俺の手伝いを志願したとも言ってたし、何でそんなに俺に協力してくれるのだろうか。


    「…………関係あるから」


    　立花はぽつりと、だが芯しんの通った声で呟つぶやいた。


    　関係あるとはどういうことなのだろうか。


    　立花とは昔に会った覚えもないし、今日初めて会ったばかりのはずだ。


    「……なあ立花、いったい俺と何の関係があるんだ？」


    　しばらく黙っていた立花は、何かを決心したかのように真剣な眼まな差ざしをこちらへ向けた。


    「私が……すべての原因なの」


    「原因？　何の？」


    「エビマヨが……中途半端に見る目がある人になってしまった原因は、私なの！」


    「え……えええええ！　何だって！」


    　俺と井波は声を揃そろえて驚く。


    「じゃ、じゃあまさか立花っちが……！」


    　井波ははっと何かに気づいたように目を見開く。


    「そう……配線に足を引っかけたのは私なの！」


    「えええええ！　……え？」


    　配線って何のことだ？


    　いやそれはどういうことかさっぱりなんだけど。


    「やっぱり……でもまさか立花っちがやったとは……」


    　あれ。井波はわかるんだ。


    「……あれは私にとって最大の失敗だった……」


    　立花は何かを思い出すかのように遠くを見つめながら、静かに語り始めた。


    「……本当にちょっとした好奇心だったの……あの日、普段は入らない管理室に行ったときのことだった。たまたま周囲には誰だれもいなかったの。それで、ちょっとだけ奥がどうなっているのか気になって、うろうろしていたら思わず足を引っかけちゃって、すぽんと……で、でもあんな掃そう除じ機きのコンセントのコードみたいになってるなんて思わなかったから！」


    「な、何てことを！　地中に埋められないタイプの配線だってことくらい、管理人や構築者や掃除のおばさんなら常識だってのに！　それに何ですぐにそのことを言わなかったの！」


    「急いで元の場所に差して戻したから大丈夫かなって思って……そのときはすぐに何も問題は起こらなかったし。でもそれからしばらくして、井波がエビマヨという存在を報告したときに気がついたの。彼は私が原因でおかしなことになってしまったって……」


    「そうだったんだ……」


    「あのー……どういうこと？」


    　俺もう二人の話に全然ついていけないんだけど。


    「そこで私は決心した。私が絶対エビマヨを元に戻すんだって。ずっとその機会を窺うかがっていて、ようやく私にチャンスが巡めぐってきたの。私はもう技術者という立場は捨て、管理人になったんだから」


    「ええーそこまでしたの？」


    　何か二人とも完全に俺を無視なんですけど。


    「当たり前よ。私はエビマヨがちゃんとした見る目がある人になれるまで、ずっと側そばにいて面倒を見るつもりだからね」


    「なっ！」


    「何だって！」


    　さすがに今の発言はとんでもないことだと理解できた。


    　それってもし俺がずっと中途半端なままなら、立花は俺の嫁になるようなものじゃないか。いやメイドかこの場合は。どっちにしろ興奮しっぱなしじゃないか。


    　立花は真剣な表情をしているが、本気で言っているのだろうか。


    「待った待った待った立花っち！　それは常識的に考えておかしいぞ！　どう考えてもおかしいぞ！」


    　井波が激しく抗議の声を上げる。


    「私は私の責任を果たさなければならないの。でも井波にエビマヨの担当をやる必要性は何もないでしょ、彼を最初に見つけたというだけでね」


    　立花が落ち着いて受け答えをすると、急に井波はふふんと余裕の態度を見せる。


    「何を言っちゃってるのかな立花っちは！　私とエビマヨ君はすでにただならぬ関係なんだからね！」


    「えええ俺と井波が！　そうだったんだ！」


    　まったくそんなこと知らなかった。


    　でもいつの間にそんな関係になったのだろうか。


    　井波とただならぬことをした覚えはないんだけど。


    　対して立花は、どうせ口から出任せだと踏んでいるのか、いたって冷静にしている。


    「ふうん、それってどんな関係なの？　言ってみなよ」


    「え？　いや、ほら、えーと、エビマヨ君！　こうなったら言ってやって！　立花っちに私たちの関係言ってやって！」


    「ええ？　そこで俺？」


    　正直わからんのだけど。


    「いいからほら！　早く！」


    「えーと……部長と部員？」


    「ふふーんどうだ聞いたか！　もう立花っちが私たちの間に入る余地なんかないんだから！　ちなみに私が部長だからね！」


    　わりと入る余地が十分ありそうな関係だと思うんだが、井波はがつんと言ってやった気分になっているようだ。立花はやれやれといった風ふうに首を振ってるけど。


    「はあ……もう井波の戯ざれ言ごとは聞き飽きたよ私は。どうせ井波相手じゃまともに話が通じないだろうと思っていたし、こうなったら仕方ない……」


    　立花はふぅと軽く息をつき、井波を鋭く睨にらむ。


    「井波、どちらがエビマヨの担当になるか、勝負しようか！」


    「勝負だって？　そりゃわかりやすくていいね！　望むところだ！」


    　井波は嬉き々きとして一いつ升しよう瓶びんをぐっと構える。


    　殴なぐり合いの戦いなら井波の方が強そうなのだが、立花も実は強かったりするのだろうか。自分から勝負を挑むくらいだから、それなりに腕に自信があると思われるが。


    　というか殴り合いなんて危ないから、ここは俺が止めるべきか。


    「話は最後まで聞いて、井波」


    　ところが立花は、やる気満々な井波に待てといった調子で片手を突き出した。


    「勝負とはいっても、死角と戦うみたいにぼこぼこ殴り合うわけではないから」


    「え？　そうなの？」


    「そんな野や蛮ばんなことするわけないでしょ。勝負の内容、それは辛からいもの早食い対決よ！」


    「はあ？　辛いもの？」


    　どこか拍子抜けな対決内容だが、立花は冗談で言っているつもりはないようだ。


    「普通の早食いじゃ芸がないからね。だから辛いもので勝負というわけ」


    「そんなのずるいぞ！　どうせ立花っちは辛いもの平気で食べられるタイプなんでしょ！」


    　井波の指摘ももっともだ。普通に考えて立花は辛い食べ物に自信があるのだろう。じゃなければ、わざわざそんな対決内容にしないだろうし。


    「確かに私が一方的に勝負内容を決めるのはフェアじゃないことは認めるよ。なので、井波が辛いものを用意するというのはどう？」


    「なるほど……何を食べるかは井波が自由に決められるってわけか」


    　それなら井波にも利はあるかもしれないが、果たして勝負を受けるのだろうか。ちらりと様子を窺うかがうと、何やらむーと腕を組み、どうしようかと悩んでいるようだ。


    「ふふふ……まさか井波は勝負から逃げるようなことなんてしないよねえ？」


    　随ずい分ぶんと安い挑発するなあこの子。


    「何だとー！　やってやる！　もちろん勝負してやるよ！」


    　あっさり挑発に乗ったよこの子。


    「おい井波、大丈夫なのか？　辛いものとか食べられる方だったっけ？」


    　俺はこっそり井波に近寄り、尋たずねてみる。


    「まー大丈夫じゃないかなあ、たぶん」


    「普段カレーはどれくらいの辛さ食べるんだ？」


    「えーと……甘口」


    　駄だ目めだこいつ。


    「……勝負すんの止やめたら？」


    「い、いやいや大丈夫だってエビマヨ君！　私には秘策があるんだから！」


    「秘策だと？」


    「そうそう！　なんと私、辛からいものの中で唯一ワサビは得意なの！　お寿す司しとかばんばん食べられちゃうからね！」


    　ばっちり任せろといった風ふうに井波はピースサインを出す。


    「意外だな……てっきり俺はサビ抜きしか食べないのかと思ってたよ。見た目め的に考えて」


    「何だとー！　そりゃつまり私が回転寿司でハンバーグ巻きみたいなのばっか食べるように見えるってことかー！」


    　思いっきりそう見えるんだけど、さらに怒りそうなので黙っておこう。ところで秘策とか言ってるのに思いっきり喋しやべっちゃってるけど、まあ別に井波が辛いもの用意するんだからいいか。とにかくワサビ関係のものを用意すりゃ井波にも勝ち目がありそうだ。


    「ふふ、どんなものを用意しても、どうせ私が勝つのに変わりはないからね。さあ井波、あなたの好きな辛いものを選んできていいよ」


    　一方立花も自信たっぷりな態度は揺るがないようだ。あの様子なら、ワサビも問題なく食べられるに違いない。


    「よしわかった。それじゃあ今から買ってくるから、ちょっと待ってて」


    　井波はそう言い残し、すたたっと人通りの多い繁はん華か街がいへ走っていく。


    　数分後、井波は両手に何かを抱かかえて戻ってきた。


    「買ってきたよー！」


    「おお、早かったな」


    　井波はどーんと手に持つものを掲かかげて見せつける。


    「どうこれ？　辛そうでしょー！」


    　それは鮮やかな赤色が際きわ立だつ唐とう辛がら子しのイラストが描かれた激辛スナック菓子だった。


    「おおいワサビはどうした！　まったくワサビ関係ねえぞそれ！」


    「いやー何か期間限定商品って書いてあったから、つい欲しくなっちゃって」


    　アホかこいつ。期間限定に釣られるなよ。しかもそのスナック菓子、あり得ないくらいの辛さで有名な奴やつじゃないか。それにパッケージに『期間限定！　今なら辛さ通常の十倍！』とか書いてあるし、唐辛子のイラストがめっちゃ怖い顔して怒ってるし。


    「あはは、井波がアホの子で助かるよ。これでもう決まりね、私の勝ちは」


    　立花はにやりと勝利を確信したように笑えみを浮かべる。


    「ふん！　そんなのやってみなけりゃわかんないんだから！　この勝負、もしかしたら立花っちは全裸になるかもしれないよ！」


    　井波は激げき辛から唐とう辛がら子しスナックでやる気満々のようだが、果たして大丈夫なのだろうか。あとそんなルールはどこにもなかったはずだ。意味なく期待を煽あおってどうする。


    「先に言っておくけど、勝負中に水は飲んじゃ駄だ目めだからね」


    「それは大丈夫。今は水、空っぽだから」


    　井波は立花にスナック菓子を手渡す。


    　お互い真剣な表情でじっと袋を見つめるその様子には、どこか緊張感が漂ただよっていた。


    　そんな二人を俺はごくりと見守る。


    「それでは……スタート！」


    　掛け声と同時に二人は勢いよく袋を開あけ、中身をぱくぱくと口へ運ぶ。


    　この勝負、どう考えても井波が不利だ。


    　だがひょっとしたら井波は、何か考えがあってあの激辛スナックを買ってきたのかもしれない。ワサビだけ食べられると言って相手を油断させといて、実は唐とう辛がら子しが得意なのかもしれない。


    「うわーん！　辛いよー！」


    　と思ったら二、三口食べただけで井波はひーひー泣いていた。何考えてるんだこいつは。自分でそれ買ってきたんだろうが。本当に何も考えてないのね。この子。


    　こりゃもう勝ち目はないかと思いながら、今度はちらりと立花の様子を窺うかがう。あれだけ自信満々だったんだ。もうすでに大差がついているかもしれない。


    「はぅぅぅ何これ！　か、辛いぃぃ……！」


    　駄だ目めじゃんお前。全然駄目駄目じゃん。


    　辛いのが得意なのかと思ったら井波同様、立花も涙ぽろぽろ流してひーひー言ってるし。何でこんな対決提案したんだこいつ。


    「かっかっ辛い辛い！　あーうー！　口ん中が燃えるー！」


    「うぅぅぅ……こ、こんなに辛いものがあるなんて！　信じられない……！」


    　とうとうお互いはーはー口を開いて騒ぐだけで、完全に手が止まってしまった。


    　何だこの勝負。


    　ぐだぐだすぎだろ。


    　いったいどう収拾つければいいんだろうか。


    「えーと……はいじゃあ引き分けー」


    　このまま続けると何だか二人ともかわいそうな気がしたので、ひとまず俺が止めることにした。


    「はぁ、はぁ……あー辛かった……あっつー……」


    　井波は額ひたいに汗をかいてぐったりとしていた。


    「ふぅ、ふぅ……ま、まあ、こんな勝負で、決着つけるのも、どうかと思っていたのよね……」


    　立花は涙目になりながら、お前が言うな的発言をしだした。


    「さて……この後どうするつもりだ？　何か別の違う勝負でもするのか？」


    　立花に尋たずねると、鋭い目つきで俺のいる方を向いた。


    「もう勝負は止やめ。こうなったらエビマヨに決めてもらうことにしましょ」


    「何を？」


    「私と井波、どちらが担当になってほしいのか選んで」


    「え？　俺が？」


    　いきなりそんなこと言われてもなあ。


    「あーなんだ最初っからそうすればよかったんだよ。ま、当然エビマヨ君は私を選ぶからねー！」


    　井波は先ほどまでぐったりしていた様子はどこへやら、自信満々な態度でにんまりとしていた。


    「何を言っているんだか。どうせエビマヨは、いつも自分勝手な井波に振り回されて迷惑してるんじゃないの？」


    「そんなことないもん。エビマヨ君は私にロウソク垂たらされても喜ぶくらいなんだから」


    　いや俺そんなドＭじゃないんで。


    「今後のことを考えるなら私を選ぶべきよ、エビマヨ。さあ選んで！」


    「エビマヨ君！　もちろん私だよね！」


    　二人がずずいとこちらへ迫ってくる。


    　選べと言われても、そもそも二人で協力して一緒に俺の担当をやるべきなのではないのだろうか。いやたぶん立花はそれが嫌なんだろうけど。


    　だがどちらかと言われたら、やはりこれまで一緒にやってきた井波を選ぶべきか。


    　とはいえ立花の言い分も一理ある。本当にこのまま井波に振り回されっぱなしでいいのだろうか。


    「どっちよ！」


    「どっちなの！」


    　さらにぐぐっと迫ってくる二人。


    　ああどうしよう。


    「その……正直に言うとだな……」


    「うん……！」


    「うん！」


    「早く元の姿に戻れるならどっちでもいいかなあ」


    「死ねえ！」


    　いきなり一いつ升しよう瓶びんが飛んできた。


    「おわ！」


    　危ねえ。


    　今ぎりぎりかすったんだけど。


    　井波に俺の姿は見えていないはずなのに。


    　何て恐ろしい子。


    「そこはもうすぱーんと私を選べよこのアホマヨがー！」


    　井波はぷんすか激怒していた。


    「どうやらエビマヨは照れ屋さんみたいだね。選べと言われても困るか」


    　一方立花はポジティブな解釈をしていた。俺は本気で早く元に戻りたいだけなんだけど。


    　いや。


    　本当のところは立花の言うとおり、照れて選べなかったのかもしれない。


    　非常識の塊かたまりである井波。


    　対して真ま面じ目めな立花。


    　どちらが早く元の姿に戻れそうかと考えると、当然立花を選んだ方が良いに決まっている。だけど、それは頭でわかっているのに選べなかったのは、どういうことだろうか。


    　俺は平へい穏おんな日常を望んでいるというのに、何でまた非常識な方を選択したがるのだろうか。


    　何で俺はこんなに非常識に惹ひかれてしまったのだろうか。　


    　よくわからないけど、俺は非常識な井波に何かを期待しているのかもしれない。


    　非常識な出来事が起こっているんだから、非常識な奴やつに任せる方がいいのではないかと思えてしまう。そんなわけがないとわかっているのだが、でも井波ならもしかしたらと期待してしまう。俺は井波のそんなところに魅力を感じているのだろうか。


    「もうこんな話し合いを続けても埒らちが明かないみたいね。悪いけど、最後の手段を使わしてもらうよ」


    　立花はそう言うなり、地面に円状の模様をかりかりと描かき始めた。


    「な、なあ立花……何をしているんだ？」


    　そんな唐とう突とつで異様な行動に俺は戸と惑まどってしまう。


    「あ……まさか！」


    　井波がはっと何かに気づく。


    「何か知っているのか井波！」


    「まずい！　こうしちゃいられない！」


    「お、おい！」


    　井波は何かを探すようにきょろきょろ見回し、どこかへ走り出した。


    「ふふ、もう間に合わないよ、井波」


    　どうやら立花は地面に描き終えたらしく、まるで何か悪魔でも召しよう喚かんしそうな魔ま方ほう陣じんのようなものの前で屈かがんでいた。


    　いや魔方陣って。


    　まさか。


    　噓うそだろおい。


    「我われ、久く遠おんの契約に於おいて願う。万物の理ことわりに背そむき、混こん沌とんと秩序を司つかさどる者よ。汝なんじ、飽あくなき欲望と儚はかなき闇やみに囚とらわれし力を解放し、無知なる愚者に大いなる災さい厄やくをもたらすがいい」


    　大変だ。


    　ものすごくそれっぽい詠えい唱しようしちゃってる。


    　待て待て。


    　いったい何だこの展開は。


    「エビマヨ君！　逃げて！」


    　急いで戻ってきた井波の手元には一いつ升しよう瓶びんが。


    「逃げてと言われても、井波はどうするつもり……！」


    　不意に立花は勢いよく魔ま方ほう陣じんに手をつき、大声で叫ぶ。


    「いでよ！　魔神ロス・エルマノス！」


    　その瞬間。


    「……」


    　別に何にも起きなかった。


    「……ふう」


    　平然とした表情で、普通に立ち上がる立花。


    「……あのー、魔方陣から何か悪魔的なものは出てこないの？」


    「ん？　いや、別に何も出てこないよ」


    「ええー……」


    　じゃあ何だったんだよ今の思わせぶりな演出。


    　てっきり恐ろしい悪魔でも召しよう喚かんしちゃうのかと思ったじゃないか。


    「さてと……」


    　立花はちらりと俺のいる辺あたりを見て、すたすたとこちらへ向かってくる。


    「……え？」


    　そのまま俺のケーブルをがしっと摑つかみ。


    「じゃあ行こうか」


    　ぐいぐいと引っ張る。


    「あ、あれ？　何で俺のことを……？」


    「やっぱりそうだったか！」


    　井波は叫び、慌あわてて一升瓶の中身をぐびぐび飲み始めた。さっき放ほうり投げたとき空っぽだったような気がしたんだが、わざわざ中に水を入れてきたのだろうか。何でそうまでして条件を満たそうとしているのだろう。


    　あ。


    　条件って。


    　まさか。


    「あああ！　もしかして今のが立花の……！」


    「そう、あれが私の条件よ。あの魔ま方ほう陣じん、毎回描かくのが面倒なのよね。詠えい唱しようの方はもう慣れたけど」


    　あんないかにもな魔方陣を書いて詠唱しなければならないとは、何という誤解を生むような条件だ。


    　それに何も知らない人の前でやるとちょっと恥ずかしいに違いない。なかなか痛々しい子だと思われちゃいそうだ。せめて何かが召しよう喚かんでもされればいいんだけど。いやもしそんなことあったらえらいことになるけど。


    「そうはさせるかー！」


    　いきなり今度は井波が俺の腕をがしっと摑つかむ。


    「ちょ、井波！」


    「くっ！　もう水を飲んだっていうの！　早すぎでしょ！」


    「エビマヨ君を勝手に連れ去るような真ま似ねはさせないんだからね！」


    　お互いむむむと睨にらみ合い、ぎゅっと俺のケーブルを握りしめる。


    「お、おい二人とも止やめ……ぎゃああ！」
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    　そのまま二人とも俺をぐいぐい引っ張り始めやがった。


    「離しなさい井波！　エビマヨがかわいそうでしょ！」


    　いやいやお前も離せって。


    「いいからそっちが離せ！　これは私のなんだからね！」


    　それは違うような。


    「この！」


    　ぐいいっと立花が強く引っ張る。


    「あぎゃあ！　そこは引っ張っても取れない部分だから！　ものすごい痛い部分だから！」


    「離せー！」


    　負けじと井波も強く引っ張る。


    「うぎゃあ！　待て井波！　そこは大事な部分だから！　やばい出る！　このままじゃ何か出ちゃう！」


    「ええ！」


    　俺の悲鳴を聞き、慌あわてて井波はぱっと手を離す。


    「おわあ！」


    「きゃ！」


    　その勢いで俺と立花はばたーんと倒れ込んでしまう。


    　何するんだ。


    　いきなり。


    　ああ。


    　痛いなあ。


    　もう。


    　あー頭がぼーっとしてきた。


    　頭がぼーっと。


    　何だかぼーっとしてきたぞー。


    「いたた……いきなり離さないでよ、井波。まあでも、これでエビマヨは私が連れて行くからね」


    「……いや、待て立花、井波」


    　俺はゆっくりと立ち上がり、二人に向かって言い放つ。


    「今ちょっと立花のパンチラ見えた。どうやらノーパンではなかった」


    「なああ！」


    　立花は慌てて恥ずかしそうにスカートを押さえる。


    「な、な、何を言い出してるんだエビマヨ君！　どうしちゃったの！」


    　井波が困惑気味に怒りの声を上げる。


    「違う間違えた。二人はこんな話を知っているか？　昔、二人の母親が一人の子を連れて、どちらがその子の本当の親か決めてもらうために、とある奉ぶ行ぎようの元へとやってきた。そのとき、子をお互い引っ張り合い、勝った方が実の親だとその奉行は言った。結果、泣き出す子に思わず手を離した女の方が本当の親だと結論を下した。子を思う気持ちがあるならそうする、というわけだ。つまり実は井波って俺の母親だってことだ。わかったか？」


    　二人ともぽかんとしてしまった。


    「……あの、最後のところがよくわかんなかったんだけど……？　まあでも何となくわかったような、わからないような……？」


    　立花は困惑気味に首を傾かしげていた。


    「えーと、私はその……何か出るってエビマヨ君が言うから離しただけなんだけど……出ちゃうとまずいのかなと思って」


    　井波はちょっと申し訳なさそうに言った。


    「気にするな井波。むしろ盛大に出したかったくらいだ」


    「そ、そうなんだ……」


    「とにかく俺は気がついたんだ。中途半端な見る目がある人になっても、自分が死角になってしまっても、めげずにここまでやってこれたのは井波やオカリナ部の部員たちのおかげだと」


    「エビマヨ君……」


    「それだけじゃない。俺はわかったんだ。普通とは違う見る目がある人になっても、死角という姿形に変わってしまっても、諦あきらめずに前進することができたのは、井波や藤ふじ村むら、少しよう佐さたちの協力によるものだと」


    「エビマヨ君……さっきと言ってること同じじゃない？」


    「他ほかにもあるんだ。条件のために俺は慣れないポエムを書くことになって苦戦していたとき、俺なら絶対書けると信じて励はげましてくれたのは井波だと」


    「エビマヨ君……それたぶん私じゃないよ？」


    「まだある。こないだ漫画買ったらすでに同じの持ってたのも、『押すなよ、押すなよ』と言ったのに押したのも、全部で三万円のところを何と今回はおまけもついて一万円になったのも、全部井波のおかげだと思ってる」


    「エビマヨ君……頭とか大丈夫？」


    　俺は立花から離れ、井波の元へ近寄る。


    「そういうわけで、立花には悪いが俺は井波を選ぶ」


    「エビマヨ君……ちょっとよくわかんないところがあったけど、とにかく私を選んでくれたってことなんだね。よかったよかった！　これにて一件落着だね！」


    　ふふっと嬉うれしそうに笑いながら俺をぱしぱしと叩たたく井波。


    「おいおい痛いよ井波。そんなに叩いたら、井波が見たことのない液体を出しちゃうぞ」


    　立花はそんな俺たちの様子を見て、はぁと大きく息をつく。


    「ええと……若じやつ干かん腑ふに落ちないところもあるけど、エビマヨがそう言うんならひとまず今回は私が引いた方がよさそうね。でも、次は必ずエビマヨを連れて行くんだから」


    「……そうか」


    　立花はにこりと笑い、立ち去ろうとする。


    「なあ井波」


    「何、エビマヨ君？」


    「今がチャンスだ。立花を思いっきりぶん殴なぐっちゃえ」


    「えええ？　何でそんな酷ひどい仕打ちを？」


    　いいからあの隙すきだらけの背中に強烈な一撃を、などと考えているうちに、立花は去っていってしまった。


    「ちぃ……逃がしたか」


    　でもまあパンツ見えたから良しとしよう。ノーパンだったらさらに良かったんだけど。


    「……ところでエビマヨ君さあ……いつもと何か違うような気がするんだけど、どこかおかしいの？」


    　井波はどこか心配そうな表情をこちらへ向ける。


    「何を言ってるんだ？　別に俺はいつも通りだぞ、縞しま子こ」


    「おかしくなってる！　何かエビマヨ君おかしくなってる！　私のことを縞子とか言っちゃってるし！」


    　あたふたと慌あわてる井波。


    「別に何もおかしくないだろ。ちなみに縞子は縞しまパンだから縞子っていうんだ。それじゃあ今から映画館でも行こうか。あ！　やっぱ止やめよう。今面白いのやってないんだよ。別に財さい布ふがないわけじゃないんだよ」


    「ど、どうしよう……何でいきなりエビマヨ君がおかしくなっちゃったんだ……とにかくみんなに知らせないと。ついてきて、エビマヨ君！」


    　井波はたたっと走り出す。


    「おいおい待てよ！　ははは！　ま、待てってば！　ははははは！　待てってこいつー！　あははは！　待て待てー！」


    「いやそんな青春ぽくしないでいいから！」
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    　再びやってきたのは、いつもの総合公園。


    　今日も子供たちは元気にはしゃいでいる。サッカー、キャッチボールなど、主にボールを使った競技が盛んのようだ。おそらく丸い物を追いかけたいという習性を利用した遊びなのだろう。犬と同じ原理だ。世の中だいたいのものは犬と同じ原理だと考えて良い。


    「えーそれでは、エビマヨ君がかなりおかしなことになってしまって困ったけどやっぱり自業自得ということにしよう緊急会議を始めまーす」


    　井い波なみと藤ふじ村むらと少しよう佐さが困ったような顔をしてた。


    　こいつらは丸い物を追いかけないのだろうか。


    「ようやくエビマヨ先輩が見つかったのに、今度はおかしくなっちゃったんですか？」


    　藤村が心配そうに俺のいそうな辺あたりを見つめる。


    「別に俺はおかしくないぞ、いいおっぱい……じゃなくて藤村。俺なんかよりもいいおっぱい……じゃなくて藤村の兄の方がおかしいだろ」


    「……かなりおかしくなってますねエビマヨ先輩。普段こんなこと言う人じゃないのに……」


    　藤村は悲しそうな表情に変わる。


    　こいつは胸に丸い物が二つもあるから追いかける必要はないな。


    「フン……以前からおかしな奴やつだったが、どうやらさらにクラッシュしたようだな」


    　少佐が冷たく言い放つ。


    　このサングラスはむかつく。サングラスイコールむかつく。


    「何だとこの野郎。知ってるんだぞ俺は。実はお前は藤村の兄だってことをな。ふふ、その事実をもし藤村が知ったら、果たしてどう思うかな……？」


    「すでに知ってるから何も思わんだろ……やはりどうかしてるな、この男」


    　少佐は残念そうに首を振る。


    「まあご覧のように、エビマヨ君がどっかおかしくなったんだよ。発見したときはここまでおかしくなかったんだけどなあ……」


    　井波はむーと考え込む。


    「困りましたねえ井波先輩……ただでさえ死角になってしまって困っているというのに……」


    「困ったねえのりりん。このままだと我が部のつっこみ役がいなくなっちゃうよ」


    「そっちに困ってるんですか……」


    　その場合は藤村がおそらくつっこみ役になるのでは、と俺は思った。藤村ならぎりぎり何とかできるはずだ。適当に「何でやねん」とか言っときゃいいんだよ。


    「この男を発見したときの様子はどうだったんだ？」


    　少佐が井波に尋たずねる。


    「えっとねえ、死角とデートしてるとか言い出したんだけど」


    　藤村がそれを聞いて目を丸くする。


    「デ、デート？　死角と？　その時点でエビマヨ先輩は脳外科辺あたりに通う必要があるじゃないですか」


    　藤村はＣＴスキャンとは何かという説明をしようとはしなかった。


    「でもそのときに私がこう、がつんと言ってやったら正気に戻ったんだけどねえ」


    「そうか……では出会ってからしばらくしておかしくなったわけか」


    　少佐がふむと頷うなずく。


    　こいつにサングラスを投げたら、犬みたく取りにいくのだろうか。今度試してみよう。


    「その後はちょっと私の知り合いがエビマヨ君にちょっかい出してきてね。そいつと言い争いしたり勝負したりして、結局は追っ払ったんだけど」


    「そのときエビマヨ先輩に何かあったんじゃないんですか？」


    「うーん……そういや勝負していた辺りでおかしくなったような気が……」


    　井波は何かを思い出すように目を閉じる。


    　そうだ良いこと考えた。今度強そうな死角が現れたら、あの激げき辛から唐とう辛がら子しを用意して辛いもの早食い対決で勝負を挑いどもう。


    「その勝負にエビマヨ先輩は参加したんですか？」


    「いや、直接参加はしてないよ」


    　井波は藤村の発言をきっぱりと否定する。


    　それはもうきっぱりと。えげつないくらいきっぱりと。


    「むう……だとすると勝負の内容は関係ないのか……？」


    　少佐は考え込んでいる。


    　よし今がチャンスだ。こっそりサングラスを奪い取って、思いっきり遠くへと放ほうり投げてしまえ。


    「もしかしたら、その勝負をした相手がエビマヨ先輩に何かをしたとか？」


    「エビマヨ君に直接何か変なことしてたっけかなあ？」


    　藤村の問いかけに井波は思い返す。


    　そういや立花の魔ま方ほう陣じんは本格的だったなあ。何も出てこなかったのが残念だったなあ。縞しま々しまパンツでも召しよう喚かんしたらよかったんだけどなあ。


    「うーん……エビマヨ君を引っ張ったことぐらいしか思い当たらないんだけど、それくらい前にもやったし……いや、ちょっと待てよ……！」


    　井波は何かに気付いたようだ。


    「そういや引っ張り合いをしたときに、私が手を離したら思いっきり倒れて、その後から何だかおかしなことを言いだしたような……」


    「ということは、まさか倒れた衝撃でどこかおかしくなったってことでしょうか？　というか、何で引っ張り合いなんてしたんですか？」


    「あーいやその、相手が勝手にエビマヨ君を連れ去ろうとしてたからさあ。でもおそらくそのときに間違いないと思う」


    　井波と藤村が俺のいそうな辺あたりを見る。


    　しかし残念だったなそこにはいないぜ。俺はすでに少佐のバックを取っている。こいつのサングラスはあと数秒で空を飛んじまうのさ。


    「打ち所が悪かった、というわけか……不運な男だな」


    　少佐はすっとサングラスを外はずす。


    　くそう少佐のやつ、あと少しのところで自分から外しやがってちくしょうめ。


    「何にしろ、症状が悪化したようなものだな。本当に元の姿に戻れるのかわからなくなってきたぞ」


    「そんな……それじゃあエビマヨ先輩はずっとこのままなんですか？」


    「わかんない……もし元の姿に戻っても、おかしなままだったらどうしよう……」


    　みんながとても不安そうな顔をする。


    　何となくだけど、そんな様子に俺は少佐のサングラスを奪い取ろうとしている場合ではないことに気がついた。


    　こんなときは俺がしっかりしなきゃいけない。みんなを不安がらせちゃ駄だ目めだ。みんなは俺のためにいろいろ手伝ってくれているんだから、俺もみんなのために何かしたい。


    「……なあみんな、ちょっと聞いてくれ」


    　全員がはっとして、俺の声がする方へと振り向く。


    「こんなときだからこそ、俺が何とかしなきゃいけないと思っているんだ。みんなにばかり迷惑かけるわけにはいかない。だから、一つだけみんなに言っておきたいことがあるんだ」


    「エビマヨ君……」


    「エビマヨ先輩……」


    「……」


    　みんなが真剣な面おも持もちで、俺の言葉にじっと耳を傾ける。


    「実は俺、意外と女教師ものもいけるんだ」


    　全員がものすごいがっくりと残念そうにしていた。


    　やはり意外だったんだろうな。友達からもそういう風ふうに見えないとよく言われるし。でも結構ああいう高圧的なのも好きなんだよね。さっきまであんなに高圧的だったのに、みたいなのがどきどきしちゃうよね。


    「そいつは意外だな、エビマヨ」


    　そのとき、後方から聞こえた声に俺は振り返る。


    「その鋭い目つき！　鬼軍ぐん曹そうを思わせる厳しめな口調！　そしてタイトでエレガント、それでいてスマートにスーツを着こなすその姿は！　師し匠しよう！　師匠じゃないですか！　ひゃっほうマジいかすぜ超クール！　クール！　クール！　クール！」


    　という俺の言葉をいっさい無視し、師匠はすたすたと井波の元へ歩いていった。


    「師匠来てくれたんですか！　よかったー！」


    「待たせたな、井波」


    　師匠は嬉うれしそうに抱きつく井波の頭を撫なでる。


    　いいなあ俺も撫でてほしいなあ。


    「こ、こんにちは！　お久しぶりです！」


    　ぺこりと頭を下げる藤村。


    「ああ、魔法少女か。変身ポーズは上達したか？」


    「は、はい！　毎日練習しています！」


    　藤村は嬉しそうに返事をした。


    　一方その兄はというと、やや離れたところから軽くお辞じ儀ぎするだけだった。まったく駄だ目めな兄貴だ。そこはお歳せい暮ぼか何かを渡すべきだろ。


    「済まなかったな井波。調査に時間がかかってしまってな。ところでエビマヨは随ずい分ぶんとはっちゃけているようだが、何かあったのか？」


    「それが……」


    　井波はこれまでの経緯を師匠に話す。


    　その間、俺はひたすら良いステップを踏む。ひたすら優雅に、切なく、エレガントに。


    「なるほど。さらにおかしくなったというわけか……厄やつ介かいなことになったな」


    「はい。どうしようかみんなで困ってたところなんです」


    「それに立花がエビマヨの手伝いにこっちへ来ていたのか……何か気になるな」


    　うーむと考え込む師匠。


    「やっぱり師匠も知らなかったんですね」


    「ああ。まあ立花の件はひとまず置いておこう。私がここへ来たのは、井波たちに調査結果を伝えようと思ってな」


    「何かわかったんですか？」


    　井波は師匠の言葉を聞いて嬉うれしそうにする。


    「まあな。エビマヨは死角になってから現在まで数日間、おそらく食事などをいっさい摂取していないはずだ。だろう？」


    　師匠が俺のいる方を向いて尋たずねる。


    　なので俺はこくりと頷うなずいてみせた。まあそんなことしても見えてないってわかっててやっちゃうところが俺ってお茶目。でも師匠ならそんな俺のことわかってくれるんだいって思っちゃう俺って甘えんぼさん。


    「それじゃあエビマヨ君はまさか人間の寿命を奪い取ったりしてるとか……！」


    「それはないだろう。そんな真ま似ねをするような奴やつを弟で子しにした覚えはない」


    　師匠はきっぱり言い放つ。


    　さっすが師匠、かっこいいこと言ってくれる。そこに痺しびれる憧あこがれる。というか俺、実を言うとどうやったら他人から寿命を奪えるのかわかんないんだよね。


    「ならエビマヨ先輩は、いったい何をエネルギーとして動いているんですか？」


    　藤村が首を傾かしげながら師匠に尋ねる。


    「自分の、だ」


    　師匠はさらりと言う。


    「自分のって……？　そ……それって、まさか！」


    　井波は真っ青になる。


    「そうだ。エビマヨは今、自分自身の寿命をエネルギーに変換して動いている。つまり、自分の寿命を常に奪い取っているようなものだ」


    　師匠はそう指摘する。


    　な、なんだってー。そこに痺れる憧れる。


    「た、た、大変だー！　早くエビマヨ君を元に戻さなきゃ死んじゃうよ！」


    「エ、エ、エビマヨ先輩しっかりしてください！　こんなところで寝たら終わりですよ！」


    「清菜、雪山とは違うぞ！　ここは戦場だ！」


    　井波たちはあわわと取り乱す。


    　ここは戦場でもないだろとかつっこみでも入れた方がよかったかなあ。


    「落ち着け。そんな急激に寿命が減っているとは考えにくい。他人から奪い取るならともかく、自分の寿命ならばエネルギーの変換効率は段違いに良いはずだ。とはいえ、長時間死角の姿でいるわけにはいかないだろう」


    「そんな……いったいどうすれば……」


    　藤村が泣きそうな瞳ひとみをこちらへ向ける。


    　むむむ女の子を泣かす奴は俺が許さんぞ。


    「エビマヨ君を元に戻す方法はないんですか師匠！」


    「原因は判明した」


    「ほ、本当ですか！」


    　みんながわっと明るい雰囲気になる。


    　よくわかんないけど、ファミレスの割引券が手に入ったとかでみんな喜んでいるのだろう。たぶん。


    「エビマヨが死角になる前の情報と死角になった後の情報を比較して調べたところ、重大なバグが生じていることが判明した」


    「バグ？」


    　藤村は首を傾かしげる。


    「バグという言い方だけではわかりにくいな。エビマヨの中で、大きなズレが生じてしまったんだ。そのズレのせいでエビマヨは死角になってしまったわけだ」


    「……ということはつまり、そのズレを元に戻せば、エビマヨ先輩は元の姿に戻るんですね！」


    　藤村が歓喜の声を上げる。


    「その通り。なのだが……」


    　師匠は言葉に詰まる。


    「……何か問題でも？」


    　少佐が師匠に尋たずねる。


    　もっとロマンチックに尋ねろよ。


    「そのズレが具体的に何なのかまではわからなかった。果たして精神的なものなのか、物理的なものなのか、どのような形で具現化しているのか不明だ。ただそれはエビマヨの性格、趣味、嗜し好こうなどが反映されている可能性が高い」


    「なるほど……具現化か……」


    　少佐は考える。


    「井波先輩！　兄さん！　私たちでエビマヨ先輩のズレを元に戻しましょう！」


    　藤村がぐっと拳こぶしを握る。


    「うん！　もちろん！　早くエビマヨ君を元の姿に戻さなきゃね！」


    　井波が藤村に向かって頷うなずく。


    「仕方がない……この男がこのままでは邪魔なだけだからな」


    　少佐も頷く。


    　全員が一致団結した瞬間だった。


    　感動だ。こんなにも仲間がいて良かったと思ったことはない。もし俺が独りぼっちで、誰だれの助けもない状況だったらいったいどうなっていたことか。


    「みんな……ありがとう。俺は本当に嬉うれしいよ。こんなに嬉しいのは、こないだピザを注文したらあまりに来るのが遅かったんで文句言ったら無料にしてくれたとき以来だよ」


    　俺の感謝の言葉にみんな見事に静まり返ってしまった。


    　でもそんなのまったく気にしない。それくらい嬉しいんだ俺は。


    「何というか……ズレと言われてもさあ、今のエビマヨ君って、見た目やら言動やら何もかも全部ズレてるよね……」


    「ですね……」


    「そうだな……」


    　はぁとため息をつく三人。


    「もしかしたら、井波と立花の勝負のときにエビマヨのズレがさらに大きくなったのかもしれないな」


    　師匠がきっぱりと言う。


    「あああ……なんて事をしてしまったんだ私は……」


    　頭を抱える井波。


    「ま、まあまあ井波先輩。おかしくなったとは言え、とりあえずエビマヨ先輩と対話することはできますし、何とかそのズレを探っていきましょうよ」


    　藤村が井波を慰なぐさめていた。


    「ここは私に任せてもらおうか」


    　少佐がずいっと前に出る。


    「兄さんが？」


    「この男……エビマヨの趣味、嗜し好こうを私はよく知っている。それに、何がズレているのか私には見当も付いている」


    　少佐はサングラスを掛ける。


    　ちょっと勿もつ体たいぶって掛けるからうざい。普通にすっと掛けろよ。


    「ええ？　見当ってどんな？」


    　少佐はサングラスを外はずす。


    　今度は素早い動きで外しやがった。いちいちうざいなこいつ。


    「発言だ。奴やつの発言はズレている」


    「でもエビマヨ先輩の言ってることがおかしくなったのは、死角になってしばらく経たってからじゃないんですか？」


    「私はずっと疑問に思っていたことがあるんだ。この男が死角になったときから、どこか言っていることがおかしいと」


    「ああん？　何だと？」


    　少佐はちらりとこちらの方を見る。


    　このグラサンは俺にケンカを売っているんだな、ああそうだそうに違いない。さっきからサングラス付けたり外したりするし。


    「あまりにも冷静すぎるんだ、この男は」


    「ああん？　何だと？」


    「自分自身が死角になってしまったときに、それほど慌あわてていなかった。もっと騒いで動揺してもおかしくない事態だというのに、これはおかしい」


    「なるほど……確かにそうですね。そういえば、ちょっと困ったことになった程度の反応でしたね」


    　藤村がうんうんと頷うなずいている。


    「ああ。そしてさらにおかしくなってから、余計に慌あわてた様子など皆かい無むとなってしまった。つまり、人間に戻ろうという意識がこの男からあまり感じられないんだよ。最悪、自分は元から死角なのではと思い始めているかもしれない」


    「ああん？　何だと？」


    　こちらを睨にらみ続ける少佐を睨み返す。


    　こいつさっきから生意気なこと言いやがって。あと生意気なサングラス掛けやがって。


    「それがこの男のズレだ。自分は人間だ、死角ではないという意識や思い込み。その気持ちのズレを自覚しろ！」


    「ああん？　何だと？　何かそういう言い方むかつくなあ。もっと優しく言ってくれ。お前の妹みたいに可愛かわいく言ってくれ」


    「何……だと……？」


    　少佐はサングラスを持ってぷるぷるしていた。


    「兄さんお願いします。エビマヨ先輩の言う通りにしてあげてください」


    　藤村が少佐に頼み込む。


    　ほらほらお前の妹の言い方は可愛かわいいじゃないかこれ。


    「清菜まで……！　で、できるかそんなこと！」


    「ほら、そうすればエビマヨ先輩が元に戻るかもしれませんし」


    「くっ……！」


    　少佐は苦にが々にがしい顔をして、ゆっくりとサングラスを外はずし、口を開く。


    「エ……エビマヨ……お願い！　人間に戻りたいって気持ちを持って！」


    「えーきもいから無理」


    「こいつぶっ壊していいよな清菜！」


    「だ、駄だ目めです兄さん！　それに確かにちょっと気持ち悪かったです！」


    　藤村はぐぐーっと慌てて少佐を取り押さえる。


    「ええい！　離すんだ清菜！」


    「わ、私がエビマヨ先輩を何とかしますから！　ここは我慢してください！」


    　何とか少佐をなだめ、今度は藤村がずずいと前へ出る。


    「私もエビマヨ先輩が何かおかしいなと思っていたことがあるんです。その……ちょっと言いにくいことなんですけど……」


    　藤村は恥ずかしそうにする。


    　もじもじしている藤村かわいー。


    「あの……最初はみんなでプールに行ったときにおかしいなと思ったんです。エビマヨ先輩が何か私の水着を見てるとか言ったり……それにさっきも何か変なことを……おっぱいがどうとか、女教師がどうとか……」


    「藤村……何が言いたいんだ？　いいからはっきりと言ってくれ」


    　藤村は恥ずかしそうに黙ってしまう。


    　それにしても、もじもじしている藤村かわいー。


    「だから……以前までのエビマヨ先輩は、そんなにえっちじゃなかったと思うんです！　なのに死角になってから妙にそういうことを言うようになったと思うんです！」


    　藤村は意を決したように言い放つ。


    　恥ずかしそうに喋しやべる藤村かわいー。


    「それがエビマヨ先輩のズレだと私は思うんです。元のえっちではないエビマヨ先輩に戻ってください！」


    「いやあそう言われても、元から普通にえっちだからなあ俺」


    「…………え？」


    　藤村は目を丸くする。


    「そりゃもう当たり前のようにおっぱいとか触さわりたいしなあ」


    「そ、そんな……ち、違います！　エビマヨ先輩はそんな不ふ真ま面じ目めな……！」


    「パンチラとかめっちゃ嬉うれしいよ。縞しまパンならさらにポイント二倍」


    「い、いや……そんなことないです……！」


    「何なら藤村、俺のことを兄さんと呼んでもいいんだぞ」


    「で、でも……！」


    　必死になって藤村は否定する。


    「もういい！　止やめるんだ清菜！」


    　少佐が声を張り上げて藤村を制止する。


    「に、兄さん……」


    「その辺でもういいだろ。これ以上続けたら、あの男が元に戻ったときに、より一層悲しい事態になるだけだ……」


    「そうですね……」


    　悲しげに俯うつむく藤村の肩を、少佐がぽんと叩たたく。


    　非常に残念だ。どうやら藤村は俺のことを兄さんと呼んでくれないみたいだから。


    　そうだ俺も今度サングラスを掛けてみよう。そうすれば兄と呼んでくれるかもしれない。藤村ならサングラスで兄かどうかを判断している可能性がありそうだ。


    「あーもう！　これ以上エビマヨ君の情けない姿は見てらんないよ！」


    　井波がばばんと前に出る。


    「そもそもの責任は私にあるんだから、やっぱり私が何とかしなきゃね！　それにエビマヨ君のことを一番わかっているのは私なんだから！」


    「でも井波先輩、ズレが何だかわかるんですか？」


    「うん、何となくだけどね」


    　井波は自信ありげにそう言って、一いつ升しよう瓶びんの蓋ふたを開あけ、ぐびぐびと飲み始めた。


    　あれ。確かあいつの一升瓶って空っぽだったような。少佐や藤村と話をしているときに補充してきたのかな。天然水なのかな。


    　にしても井波の奴やつ、何だか飲むの遅いなあ。いつもなら一瞬だってのに。


    「……ふぅ。こ……これでよし、と」


    　ようやく中身を飲み干した井波は、ゆっくりとこちらに向かって一升瓶を構えた。


    「井波先輩、条件を満たしてどうするつもりなんですか？」


    「いやあちょっとエビマヨ君をぶっ叩たたいてやろうと思ってね」


    「ええ！　ど、どうしてそんなことを！」


    　藤村は驚く。


    　そうだどうしてだ酷ひどいぞ井波。いきなり叩かれる覚えはないぞ俺は。


    「つまり昔のテレビと同じ原理だよ」


    「……は？　テレビってどういうことですか？」


    　藤村は井波に尋たずねる。


    　テレビってどういうことだ酷ひどいぞ井波。もっと高性能だぞ俺は。


    「昔のテレビって映りが悪くなったとき、斜め45度の角度で叩たたくと元に戻るって聞いたことあるんだよ」


    「へえ、それは随ずい分ぶんとアナログな感じですねえ」


    　藤村は井波の言葉に頷うなずく。


    　アナログってどういうことだ酷いぞ藤村。デジタルだぞ俺は。


    「だからエビマヨ君のズレは叩いて直すってわけ。衝撃を与えたらおかしくなったわけだし、それならちゃんと叩けば元に戻るでしょ」


    「なるほどー……ってさすがにエビマヨ先輩を旧型テレビ扱いするのはどうかと思うんですけど！」


    「大丈夫大丈夫！　やっぱりエビマヨ君といえば殴なぐられるって決まってるんだから！」


    　藤村のもっともな意見に耳を貸す様子はなく、井波は思いっきり一升瓶を振りかぶってこちらへ向かってきた。


    「エビマヨ君！　今直してあげるからね！」


    「井波……」


    　勢いよく突っ込んでくる井波を見て、俺は思う。


    　無茶苦茶だなあ。相変わらずこいつのやろうとすることは無茶苦茶だ。そんなことして直る可能性なんかゼロに等しいだろ。砂漠で落とした米粒を見つけ出すようなもんだろ。


    　でもまあそんなの井波も承知の上なんだろうな。


    　それで井波が満足なら、ぼこぼこに殴なぐられても良いか別に。たぶんこれは井波の覚悟なんだろうね。自分でまいた種を自分で刈り取る感覚なんだろう。


    　よし、ならもうすべて委ゆだねようではないか。俺もその覚悟に賭かけてやろうじゃないか。


    　さあカモン井波。カモンカモン。


    　俺は何も怖くないぞ。


    「止やめろ」


    　俺の目の前で、一いつ升しよう瓶びんがぴたりと止まった。


    「師匠、私は……！」


    　井波のすぐ隣に、いつの間にか師匠が立っている。


    「これ以上叩たたいたら、尚なお更さらおかしくなる可能性がある。止やめておけ」


    「でも……！」


    「井波」


    「…………」


    　師匠の言葉に、井波は力なく一いつ升しよう瓶びんを下ろす。
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    「もういいんだ……井波」


    「エ、エビマヨ君……」


    　井波が泣きそうな顔をこちらへ向ける。


    　こんな表情を見るのは、これで二度目だったか。


    　俺は独り言のように喋しやべりだす。


    「いやあ別に今始まったことじゃないんだよ。前からそうだったんだよな。だいたいさあ、理不尽なんだよやっぱり。俺には理不尽なことばっかり起こるんだ。特に良いことをしていないかもしれないけど、かといって俺は悪い行いもした覚えもない。なのにだよ。なぜか俺にこうやって降りかかってくるんだよ。どうやっても説明の付かないような、理不尽なことがね。俺が中途半端な見る目がある人になったのも、死角になっちゃったのも、何てことはない。全部理不尽なんだ。つまり、俺はもう、そうやって生きていくしかないんだよ。理不尽な目に遭あって、世の中理不尽だなあと思いながら、理不尽な毎日を過ごす。残念ながら、そうしていくしかないんだよ。ああ、本当に理不尽だな、それって。なあ、井波もそう思うだろ？」


    　井波は何も答えなかった。


    　藤村は何も答えなかった。


    　少佐は何も答えなかった。


    　師匠は俺の前に立った。


    　そのままくるりと回転した。


    　これはひょっとして以前見たことのある後ろ回し蹴げりだと思うんだけどまさか。


    「ぐっふぁあ！」


    　思いっきり俺にぶちかましたよこの人。


    「なら、これも理不尽なことだな」


    「し、師匠いきなり何を！」


    　井波が慌あわてて俺の元へ駆け寄る。


    「お、おおお…………」


    　いてえ。ホントに死ぬかと思った。おかげでぼんやりしていた頭はすっきりしたけど。


    　それにしてもこの師匠、俺の姿が見えていないはずなのに蹴りを当てるとは。


    　そういや前に、師匠は死角が見えていないときにも攻撃を当てたって井波が言ってたけど、あれって本当だったんだな。


    　というかついさっき、これ以上叩たたくと尚なお更さらおかしくなるとか言ってなかったっけ。


    　思いっきり蹴飛ばしてるじゃん。


    　ああなんて恐ろしい人。


    「エビマヨ、お前は今まで何を見ていたんだ。お前のために協力している井波たちの努力をすべて無にするつもりか。お前が諦あきらめてどうする。それでも私の弟子か貴き様さま」


    「師匠……」


    「確かに世の中理不尽なことだらけだ。ただし、すべてが理不尽なことだとは限らない。あらゆる出来事をなすがままに受け入れるな。お前が死角になったのは、人じん為い的に引き起こされた可能性だってある」


    「……え？　それって……？」


    　どういうことだ。


    　これはまったく理不尽な出来事ではなく、誰だれか人の手によって引き起こされた事態だとでも言うのだろうか。


    「ああー！　エ、エビマヨ君！」


    　いきなり井波が慌あわてた様子で叫ぶ。


    「何だ井波？　どうしたんだ？」


    「あ、あれ見て！　何かエビマヨ君の部品みたいのが取れちゃってる！」


    　井波が指さす方を見ると、俺の部品が地面に落ちていた。


    「何！　取れただと！」


    　さすがに師匠も驚いているようだ。


    「それたぶんさっきの蹴けりで取れちゃったんだな」


    　俺は立ち上がり、取れた部品を拾い上げる。


    「エビマヨ君そんな呑のん気きな……！」


    　藤村と少佐も心配だったのか、慌てて俺の元へ駆け寄ってくる。


    「エビマヨ先輩、取れたって大丈夫なんですか！」


    「どうした、何があった……！」


    「ああいや、大丈夫だよ。俺って取り外はずしできるパーツがあるんだ。ほら、前にも藤村が取っただろ。まあ全部が取れるわけじゃないんだけどね」


    　俺はぐいっと取れた部品を自分の体に差し込み、元に戻す。


    「あ、ホントだ戻った……」


    　井波が呆ぼう然ぜんとしながら俺の体を見つめている。


    「エビマヨ、詳しく説明しろ！」


    　師匠がえらい剣けん幕まくで俺に迫ってきた。


    　ホントは俺の姿が見えてんじゃないのかこの人。


    「い、いやほら、前から何度か死角調査の報告したじゃないですか。死角は様々なタイプに分類できるって。それで俺はパーツの取り外しができるタイプだって最近わかったんですよ」


    「何だと……！」


    　師匠は大きく目を見開き、何か考えごとに集中する。


    「師匠……？　どうしたんですか？」


    「……ズレ……衝撃……取り外はずし……」


    　俺が話し掛けても何やらぶつぶつと呟つぶやいているだけである。


    「そうか！　もしや……！」


    「何かわかったんですか師匠！」


    　そう尋たずねる井波に向かって師匠はこくりと頷うなずく。


    「エビマヨが自分の部品の取り外しができるタイプの死角だと聞いて気がついた。ズレとは、まさにエビマヨの体のどこかの部品がズレたに違いない」


    「ええ！　俺そんなのまったく気がつかなかったけど……」


    　別に取れても痛くはないからありえるか。


    「それに井波と立花の勝負でお前が倒れたとき、さらにおかしくなったと言ってたよな。そのときの衝撃でそのズレていたパーツが取れてしまった可能性が高い」


    「いやでも、さっきみたいに他ほかのパーツだって取れたりしますよ」


    「おそらくそのパーツは他の部品とは別もので、お前にとって核かくとなる重要な部分なのだろう」


    「な、なるほど……」


    　確かにそんなのがズレたり取れたりしたらおかしくなるわけだ。


    「私、さっきの場所見てくる！　もしかしたら取れたパーツが落ちてるかもしれないから！」


    　井波は勢いよく走り出す。


    「あ、おい井波！」


    　止める間まもなく行ってしまった。


    　あいつ、大丈夫だろうか。


    　少しだけ苦しそうにしていたのが気になる。


    「……そういえば師匠、さっきの話のことなんですけど……」


    「何だ？」


    「俺が死角になったのって人じん為い的なものかもしれないって、師匠言ってましたよね。あれってどういうことですか？」


    「ああ、まだ推測の段階なんだが……」


    　師匠は少し考え、やがて口を開く。


    「お前の情報を調べている内に不可解な点がいくつか見つかったんだ。一つ例を挙げるなら、お前の住んでいる地域周辺にやたらと死角が出没していたことだ。お前もそう感じていなかったか？」


    「はい。確かにおかしいとは思いましたけど」


    　死角調査中にそのことを井波に言ったら、気のせいだと軽くあしらわれたような。


    「実を言うと、死角の総数はすでにかなり減少しているんだ」


    「え？　てっきり増ふえているのかとばかり……」


    　じゃないと、周辺にたくさん死角がいたことの説明が付かない。


    「これはおかしいと私は思い、そのことも調べた。すると、何者かがお前の周辺に死角を集めていたことが判明したんだ」


    「ええまさか！　いったいそんなことをして何の得があるんですか！」


    「それはわからない。だが、そうとしか考えられない」


    　ということはつまり、俺たちの死角調査は誰だれかによって仕組まれたものだったということなのだろうか。


    　だが何のためにそんなことを。死角の情報でも集めたかったのだろうか。でも俺が集めた情報なんて、それ程ほど大したものではないと思うのだが。


    「ところでエビマヨ先輩、大丈夫なんですか？」


    　藤村が何やら不思議そうに尋たずねる。


    「大丈夫って何が？」


    「いやその……さっきから何となく、言っていることがまともになっているような気がするんですけど」


    「そうか？　いや何かこう、自分をしっかり保たもとうと気合いを入れたら、何だか体の奥底からエネルギーが湧わいてきてな。元気になってきたんだ」


    「そうなんですか！　それはよかったです！」


    　藤村は嬉うれしそうにはしゃぐ。


    「いやあまるで自分の体から何かをポンプで急速に吸い上げているような感じだよ」


    「……え？　ちょっと待ってください。それってまさか……」


    　藤村の顔色が一気にさーっと変わる。


    「こいつ……自分の寿命を大量消費し、思考能力を補おぎなっているのでは……」


    　少佐も何だか顔色が悪い。


    「エ、エビマヨ先輩！　元気にならなくていいです！　今はとりあえずアホになってください！　早く！」


    「ええ？　そんなアホになれって言われてもなあ……」


    　別に俺って普段からアホじゃないからなあ。


    「まずいな……このままじゃどんどん寿命が減少するかもしれん……」


    　師匠がよくわかんないけど怖いこと言いだした。


    「そんな！　早くエビマヨ先輩を元に戻さないと！」


    「ちぃ……！　どこまでも世話の焼ける男だ……！」


    　藤村兄きよう妹だいもあわわと慌あわてふためく。


    「みんなー！　あったよー！」


    　遠くから叫ぶ声が聞こえてきた。


    　井波が片手を挙げてぶんぶん振りながら、こちらへ向かってくる。


    「井波先輩！　見つかったんですね！」


    「う、うん……！　こ、これ……が……」


    　返事をしようとしたそのとき、井波はぐらりと大きくふらついた。


    「い……井波先輩？」


    　井波はそのままぱたりと倒れてしまう。


    「井波！」


    「井波先輩！」


    　師匠と藤村が慌あわてて駆け寄る。


    「師匠……ありましたよ……エビマヨ君の、取れた部品……」


    「もういい井波。それ以上動くな。そのまま休んでろ」


    　師匠が倒れた井波の頭にぽんと手を置く。


    「はい……」


    「井波先輩いったいどうしちゃったんですか？」


    　藤村が心配そうに師匠に尋たずねる。


    「これは水の飲み過ぎだ。井波がこうなったのは今まで何度か見たことがある」


    「あ……そうか、もう何度も条件を満たしていたから……」


    「まったく……一日最高でも三回までにしておけと注意しているんだがな。よくここまで走って来られたものだ」


    　そういやさっき井波が水を飲んだとき、普段よりかなり遅かったような気がした。あの時点ですでに限界だったのか。なのにその体で俺のパーツを取りに行ってくれたのか。しかもおそらく向こうでまた条件を満たしたはずだ。


    　苦しそうにしていたのに、そんなこと一言も言わずに。


    　井波の奴やつ。


    　俺のために、倒れるほど無茶するなんて。


    「でもこれで後はそのパーツをエビマヨ先輩に取り付ければ元の姿に戻るんですね！」


    「ああ。そうだ」


    　師匠は、ほっと安心している藤村の肩をぽんっと叩たたく。


    「では頼むぞ、魔法少女」


    「……へ？」


    　いったい何のことかと藤村は目を丸くする。


    「申し訳ないが今日、衣装を用意するのを忘れてしまってな。私は条件を満たすことができないんだ」


    「はあ」


    「それに井波もこの通り、これ以上条件を満たすのは無理だろう」


    「そうですね……そこで残るは私と兄さんだけど、兄さんは条件をこんな場所で満たすわけにはいかないから……つまり……」


    　藤村はようやく気がついたとばかりに驚きの声を上げる。


    「もしかして私がやるんですか！」


    「そうだ。これは魔法少女にしかできないことだ」


    　藤村はわたわた慌あわてだす。


    「ででで、でもでも、そんな重大なこと私になんかできるわけがなくて！　それに私、鈍どん臭くさいから何か変なことしちゃって、余計エビマヨ先輩をおかしくしちゃうかもしれないし！　他ほかにも私は……！」


    「大丈夫。のりりんならできるよ」


    　井波は苦しそうにしながらも、すっと顔を上げる。


    「井波先輩！　動かない方が……！」


    「エビマヨ君を、元に戻してあげて……のりりん……」


    「井波先輩……でも……」


    　藤村は不安そうに俺のいる辺あたりをちらりと見る。まるでそんなこと自分にできる自信がないとでも言いたげのようだ。


    　だが無理もない。


    　藤村はこれまで部活の中では、誰だれか他ほかの人のサポートをする側に回っていたことが多い。藤村一人で死角を倒したことはなかったし、常に誰かと一緒に行動していた気がする。それに何だかんだ言っても、これまで兄である少佐の支えがあったことが藤村にとって大きかったのだろう。


    　しかし今、他の誰でもなく、また誰かに頼るわけにもいかず、自分だけしか条件を満たすことができない、自分だけにしかできないというこれまでにない状況が、藤村には大きなプレッシャーとなっているに違いない。


    「えと……その……わ、私には……」


    　藤村は力なく首を横に振る。


    「清菜！　お前ならできる！」


    　不意に、少佐が藤村に向かって声を張り上げる。


    「兄さん……」


    「自分を信じるんだ、清菜！」


    　ふと何かに気がつく藤村。


    「兄さん……！　な、何をしようとしてるんですか!?」


    　少佐は服を脱ぎ始める。まさかここで条件を満たそうというのか。


    「私はこのまま全裸になってサングラスを逆さまに掛け、条件を満たしてもいい。騒ぎになっても構わない。だが、そうするつもりはない」


    　その行為は死に等しい屈くつ辱じよくだと言って、条件のためだとしても、意地でもやろうとしなかったというのに。


    「兄さん……いったいどうして……？」


    「私は清菜ならできると信じているからだ」


    「兄さん……」


    「清菜が一人で背し負よい込む必要などない。私がいるんだからな。清菜は安心してあの男を元に戻してやれ」


    　珍しく笑え顔がおを見せる少佐。


    　くそうこの野郎。


    　こんなときはかっこよく見えやがる。


    　パンツ一丁だってのに。


    　でもこいつも、己おのれの信念を曲げるような行為までしてくれたのか。


    　俺のために。


    　いや、癪しやくだからここは藤村のためにだと思っておこう。


    　みんなの気持ちが嬉しいからか、俺は頭がぼーっとしてきた。


    「兄さん……ありがとう。私、やります！」


    　藤村は決意に満ちた瞳ひとみを少佐に向け、大きく息を吸い込み、ぐっと止めた。


    　その様子を少佐は黙って優しく見守っていた。


    「……ぷはあ！　井波先輩！」


    　一分間の条件を満たした藤村は井波の元へ近寄る。


    「……頼んだよ、のりりん……」


    「はい！　後は任せて下さい！」


    　藤村は井波の手を両手でそっと握り、パーツを受け取る。


    「これがエビマヨ先輩の大事なパーツですか……意外と小さいですね」


    　藤村は、手の中のカセットテープくらいの大きさの部品をしげしげと見つめた後、すっとこちらへ向き直り、すたすたと力強く俺の元へ向かってきた。


    「藤村、どの部分が取れたのか俺にもわからないんだ。頼むぞ」


    「わかりました。エビマヨ先輩はじっとしててくださいね」


    　藤村は力強くそう言って、俺の体を四方八方から注意深く確認する。


    　先ほどまでの不安げな様子はもうなくなっていた。真剣な眼まな差ざしで俺の体を調べるその姿が、頼もしくさえ思えてくる。


    　藤村、まかせたぞ。俺は何だかちょっと頭がうまく回らなくなってきた。


    「なるほど……こうなっているんですか……」


    　しばらく俺の周りをくるくると回った後、突とつ如じよ藤村はぴたりと立ち止まった。


    「……これは……！」


    　藤村の顔色が次第に変わっていく。


    「ど、どうした藤村？」


    「どうしましょう……さっぱりわかんないです」


    「早っ！　さっきまであんなに頼もしかったのに！」


    　藤村はもう泣きそうな顔になってた。


    「だ、だって、ここまでごちゃごちゃしてるなんて思ってなかったんですよ！　このパーツ、どこにでも差し込めそうだし、でもうまく嵌はまりそうもなかったり、そんな箇か所しよばっかあるんですもん！　どうなってるんですかエビマヨ先輩の体は！」


    「俺のせいなのかそれって……」


    　変形する奴やつよりは複雑じゃないと思うんだけどなあ。


    「清菜、落ち着け！」


    　少佐があたふた慌あわてる藤村に声を掛ける。


    「私が指示をする。清菜は状況を詳しく報告しろ」


    「わかりました兄さん！」


    　お互い息を合わせるかのように、同時にこくりと頷うなずき合う。


    　頼むぞ二人とも。


    　何とかしてくれると信じているからな。


    　俺は「あ、そこくすぐったい」ぐらいしか言えないけど、がんばってくれ。


    「まずはどこか怪しいところはないかピックアップしろ！」


    「はい！」


    　少佐の掛け声と共に、藤村は再び俺の周りをくるりと回って入念にチェックする。


    「兄さん！　どこも怪しいです！」


    　藤村が少佐に報告する。


    「そうか。ではそのパーツと同じサイズの差し込み口はないか探すんだ！」


    「はい！」


    　藤村は再びくるりと回って調べる。


    「兄さん！　どこも差し込めそうです！」


    「そうか。では……」


    「おいちょっと待て二人とも。その調子だと、いつまで経たっても見つかりそうもないんだが」


    「こういう作戦なんだ。お前は黙って見ていろ」


    　作戦とか言って聞こえは良いけど、今のところ何の進展もないんだが。まあ少佐の指示もまったく見当違いってわけじゃないと思うけど。


    　大丈夫だろうか。しかし考えごとをしようとすると空のポンプが回るみたいに思考が上うわ滑すべりして、考えがまとまらない。頭がさらにぼーっとしてきた。


    「清菜！　何か目印のようなものを探すんだ！　重要なパーツを差し込む場所なら必ず何かあるはずだ！」


    「は、はい！」


    　藤村は再び入念に調べるも、じわりじわりと焦あせりの表情を浮かべる。


    「だ、駄だ目めです！　ライトやらボタンやらスイッチやら、目印っぽいのがいっぱいあってわかんないです！」


    「ぬう……ならそのパーツを差し込めそうな場所にどんどん差し込んでみろ！」


    「そ、それは危険です！　変なところに差し込んだら、エビマヨ先輩が余計おかしくなるかもしれません！」


    「ちぃ……それもそうだな……ならどうする……」


    　少佐も焦りの色を見せ、考え込む。


    　藤村はそんな少佐の様子を不安そうに見つめ、どうしたらいいかわからなくなっているようだ。


    「なあ、二人とも本当にだいじょ……う……？」


    　二人が心配になって声を掛けようかと思ったそのとき。


    「あ……あれ……？　な……んだ……？」


    　突然、強烈な目まいが俺を襲おそう。


    　どういうことだろう。


    　体に力が入らない。


    　そのままぱたりと倒れてしまう。


    「エ……エビマヨ先輩！　しっかりしてください！」


    　藤村が血けつ相そうを変えて俺を覗のぞき込む。


    　何だ藤村、そんな深刻そうにして。


    　ちょっと倒れただけだろ。


    　大げさなやつだな。


    「どうした！　何があったんだ！」


    　ただ事ではない様子だと察した師匠と少佐が、俺を抱き起こそうとする藤村に近づく。


    　ほら、みんなが心配してるじゃないか。


    　藤村、俺はこのままでいいから、早く差し込む場所を探してくれよ。


    「エビマヨ先輩がいきなりふらついて、そのままゆっくりと、倒れて……う、動かなく、なっちゃって……！」


    　どうした藤村そんな泣いちゃって。


    　俺は大丈夫だぞ。


    　ちょっと目まいがして倒れただけだって。


    　こうやって普通に喋しやべれているだろ。


    　あれ。


    　でもおかしいな。


    　藤村の奴やつ、さっきから俺の言うこと全然聞いちゃいねえ。


    　なんだよもう。


    　まるで俺の声が聞こえてないみたいだな。


    「エビマヨ先輩……返事を、して、ください……！」


    　大丈夫だって言ってるだろ藤村。


    　疲れたから少し横になっているんだよ。


    　だから安心しろ。


    　泣くな。


    「エビ……マヨ……先、輩…………そ、んな……もう…………」
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    「落ち着け！」


    　師匠が泣きじゃくる藤村を一いつ喝かつする。


    「まだ空気は読める。エビマヨは完全に停止したわけじゃない。おそらく自みずからの寿命をぎりぎりまで吸い上げてしまったのだろう」


    「で、でも、それじゃあ……」


    「諦あきらめるな。死角を破壊したとき、奪い取った寿命は人間の元へ戻る。ならばエビマヨも死角の姿から元に戻れば、寿命も元に戻る可能性はある」


    「あ……」


    「だがエビマヨの寿命はもう限界に近い。急ぐんだ！　まだ間に合う！」


    　師匠が藤村に檄げきを飛ばす。


    「そうだ清菜！　まだだ！　まだ終わらんよ！」


    　少佐も藤村を励ます。


    「……わかりました。やってみます……！」


    　藤村がゆっくりと立ち上がる。


    　おお何かやる気出たみたいだな藤村。


    　その調子で頼むぞ。


    　藤村ならできるって俺は信じているからな。


    　藤村は純粋で、素直で、素直すぎるくらいの良い子だからな。


    　元の体に戻してくれと俺がお願いすれば、藤村は笑顔でわかりましたって言ってくれるんだ。


    「エビマヨ先輩……しっかりしてくださいね……！」


    　藤村がまた俺の体を入念に観察する。


    「清菜！　とにかく少しでもおかしいと思う部分があったら言うんだ！」


    「は……はい！」


    　藤村は俺の体を遠慮なしに触って調べる。


    　あれ。


    　意外とくすぐったくないな。


    「エビマヨ先輩、どこですか？　これってどこに差し込めばいいんですか？　早く見つけないと困るんですよ」


    　藤村は俺に話し掛けながら差し込む場所を探す。


    　俺もわからないんだってば。


    　わからないというか。


    　何もかもわからなくなってきた。


    「エビマヨ先輩、教えてくださいよ。ほら、いつもみたいに教えてくださいよ。ねえエビマヨ先輩！」


    「清菜……」


    「どこなんですか！　私、わからないんですよ！　早く教えてください！　早く！　早くしないと……！」


    「清菜……落ち着くんだ」


    「早く……時間が……私、そろそろ時間が来て見えなくなっちゃうんですよ……！　エビマヨ先輩が、見えなくなっちゃうんですよ！」


    　藤村は叫ぶ。


    　そうか。


    　もう三分くらい経たつのか。


    　三分って何が。


    　何が三分なんだ。


    「……何で教えてくれないんですか……何で黙っているんですか……もう……勝手にボタンとか押しちゃいますよ……」


    　藤村はぽつりと呟つぶやく。


    　それは止やめろって言ったろ。


    　いやそんなこと言ったかな。


    「……実は前に私……本当は勝手にボタン……押しちゃったんですよ……すいませんでした……エビマヨ先輩……」


    　藤村は頭を下げる。


    　やっぱり押したんか。


    　でもまあいいや。


    　もういいよ藤村。


    　もういいんだ。


    「……何もできないんですね……私って……エビマヨ先輩……私……一人じゃ何もできないんですよ……」


    　藤村は呟く。


    　そんなことないだろ藤村。


    　少佐がいるんだから。


    「……だから……助けてほしいんです……エビマヨ先輩に……お願いですから……」


    　藤村は泣いていた。


    　大丈夫だろ。


    　俺が。


    　いなくても。


    「起きてください……何か……言ってください……お願い……します………………」


    　藤村は黙り込む。


    　それじゃあ。


    　藤村。


    　元気でな。


    「……待て……」


    　少佐が口を開く。


    「兄さん……？」


    　藤村が振り返る。


    「……さっき……ボタンがどうとか言ったか？」


    「え……？　はい……そうですけど……」


    　少佐は考え込む。


    「清菜が押したボタンはどんなのだった？」


    「その……似たようなのがたくさんあって……わかんない……」


    「いや、違う……押したボタンではない……」


    　少佐は考え込む。


    「確か……清菜が押したボタンの近くに何かなかったか？」


    　藤村は思い返す。


    「えっと……確か……十字のボタンが……」


    　少佐は頷うなずく。


    「それだ……十字……それにボタン……」


    　少佐は考え込む。


    「兄さん、それが……？」


    　藤村は戸惑う。


    「清菜！　お前が持っている部品の形状を詳しく教えろ！」


    　少佐は叫ぶ。


    「え？　そ、その……直方体のケースで、大きさは片手に収まるくらいです。底には差し込み口に、何か端たん子しのような金具が見えますけど……」


    　藤村は部品を見る。


    「そうか……！　清菜！　その十字のボタンの場所を探せ！」


    　少佐は叫ぶ。


    「は、はい！」


    　藤村は探す。


    「あ、ありました兄さん！」


    「その付近に必ずあるはずだ！　その部品がぴったりと差し込める場所が！」


    「はい……あ！　あります！　で、でも何で？」


    「そこだ！　そこに差し込め！」


    「で、でも本当にここで合っているんでしょうか……！」


    　藤村は迷う。


    「覚えているか清菜！　死角になる前日、この男がずっと何をしていたと言っていたか！」


    　少佐は叫ぶ。


    「えっと……そういえば……ゲームをしていた……？」


    「そうだ！　こいつの具現化したズレのイメージはゲームだ！　十字キーにボタンはコントローラをイメージし、取れた部品はカセットをイメージしたんだ！　ズレとは、ゲーム機のカセットがズレていたんだ！」


    「それじゃあ……！」


    　藤村は驚く。


    「ああ！　まさにエビマヨはバグっていたんだよ！」


    　少佐は叫ぶ。


    「さあ清菜！　そのカセット！　しっかり差し込んでやれ！」


    「はい！」


    「ついでだ！　清菜！　カセットにふーふーしてやれ！」


    　少佐は笑う。


    「はい！」


    　藤村はふーふーする。


    「エビマヨ先輩！」


    　藤村は部品を持ち上げる。


    「今、元に戻しますからね！」


    　藤村は部品を差し込む。
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    　靄もやのようなものが見える。


    　俺の周囲を霧きりが包んでいる。


    　ああそうか。


    　ここがあの世というやつか。


    　待てよ。


    　この霧。


    　どこかで見たことがある。


    　そうだ。


    　初めて死し角かくを倒したときだ。


    　初めて井い波なみに会って。


    　初めて井波と死角を倒したとき。


    　そいつから出てたんだ。


    　でも何で。


    　そんなのが俺の周囲にあるんだ。


    　なあ井波。


    　ちょっと聞きたいんだけど。


    　この霧ってさあ。


    「いったい何だ？」


    　むくりと起き上がる。


    「あ、あれ？」


    　俺のすぐ近くに藤ふじ村むらと少しよう佐さと師し匠しようがいた。


    　しかもみんななぜか心配そうな顔してる。


    「何だ？　どうなってるんだ？　ここって公園？　何で俺こんなところに？　それに何でみんなもいるんだ？　師匠もいつの間に？　あれ？　でも井波はどこに……？」


    「エビマヨ先輩！　よ、よかったあ……！　元に戻ったんですね！　本当によかったです！　わああああん！」


    　いきなり藤村がわんわん泣き出す。


    「な、何だいきなり？　どうしたんだ藤村？」


    「エビマヨ、自分の姿を見てみろ」


    　師匠が珍しく嬉うれしそうに笑っている。


    「はい……？」


    　自分のケーブルでも見ようかと思ったら、なぜか人間の手が俺の目に映った。


    「……あれ？」


    　それだけじゃない。


    　人間のお腹なかも見える。


    　人間の足も見える。


    　これってつまり。


    「も、戻ったのか！　俺、人間に戻ったんだな！　やったあ！　人間に戻った！」


    　体もばっちり問題なく動く。


    　よかった。


    　やっと人間に戻れたのか。


    　何よりも服着てるのが嬉しい。


    　もしかしたら裸の姿で戻ったらどうしようかと思ってた。ちゃんと死角になる前日の恰かつ好こうで戻ってよかった。


    「まったく……人騒がせな奴やつだ。それに清きよ菜なを悲しませて、本当にどうしようもない男だな」


    　少佐が俺に憎まれ口を叩たたくが、あまり怒る気にはならなかった。


    　何かこいつも嬉しそうにしているからだ。


    　でも何でこいつ全裸でしかもサングラス逆さまに掛けてるんだ？


    「エビマヨ君」


    　振り向くと、井波が立っていた。


    「井波……」


    　また泣きそうな顔をしていた。


    　こんな表情を見るのは、二度目だったか。


    　あれ三度目だっけ。


    　いや。


    　確かに三度目だ。


    「元に戻ったんだね。よかった」


    「ああ。戻ったぞ……って井波？」


    　突然井波がふらりと倒れそうになる。


    「おい井波、どうした？　大丈夫か？」


    「うん、大丈夫……少し休んだから……」


    　それでも井波は苦しそうに座り込んでしまう。


    「お、おい！　あんまり動かない方がいいんじゃないか？　いったい何があったんだ？」


    「私から説明しよう」


    　師匠はそう切り出し、俺が死角から人間に戻るまでの経緯を説明した。


    「……そんなことがあったんですか……」


    　俺がおかしくなったり、倒れたりしたらしく、そのときみんながいろいろと手助けをしてくれたらしい。何やら知らぬ間に大きな騒ぎになっていたようだ。


    「随ずい分ぶんと迷惑掛けちゃったみたいだな。本当にありがとう、みんな」


    　ぺこりと頭を下げる。


    　みんなは笑顔だった。


    「ところでエビマヨ君はさっきまでのこと全然覚えてないの？」


    　井波に聞かれ、俺はできる限り覚えていることを思い返す。


    「えっと……井波や立花に引っ張られたところまでは覚えているんだけど、その後がどうなったのか記憶が曖あい昧まいなんだよなあ」


    「エビマヨ先輩、かなりおかしなことばっかり言ってたんですよ」


    　藤村はすでに泣き止やみ、笑いながら話し掛けてきた。


    「へえ……俺はいったいどんなこと言ってたんだ？」


    「え？　それは、その……」


    　なぜか藤村は顔を赤くしてもじもじとし出す。


    　すんごい気になるんですけど。


    「私が教えてやろう」


    「おお少佐。俺変なこと言ってたか？」


    　いつの間まにか服を着た少佐が、にやりと嫌いやな笑えみを浮かべているのが気になる。


    「フフ……お前は女教師ものも好きらしいな」


    「……え？」


    　どういうことだ。


    　なぜ。


    　なぜそれを知っているんだ。


    「それに日ごろから、おっぱいやパンチラのことばかり考えているそうだな」


    「な、な、何を言い出してるんだ。そんなわけないだろう。俺が純情青年なのは誰だれの目から見ても明らか……あ、あれ？」


    　平静を装って否定するも、何だかみんなの視線が冷たい。


    「エビマヨ君って……実はスケベだったんだね」


    「エビマヨ先輩は普段からえっちらしいですね」


    「女教師か……ふ、面白い」


    　特に女性三人の視線が厳しい。


    　あああ俺はいったい何を言ってしまったんだ。


    　否定したくてもほとんど覚えてないし。


    　これじゃもうムッツリスケベがばればれだ。


    　ああ終わった。


    　せっかく人間に戻ったというのに。


    「あ、そうだ師匠。エビマヨ君が元の姿に戻ったから、もう話してもいいですよね」


    「ああ。そうだな」


    「のりりんや中なか島じま君にも話していいですか？」


    「本来なら禁制だが、エビマヨに関係している人物だ。特例として認めよう」


    「わかりました。それじゃあまず何から話そうかな……」


    　俺が頭を抱かかえていると、先ほどから師匠と井波が相談をしていた。


    「……井波、いったい何の話をしているんだ？」


    「ん？　ああ、今からエビマヨ君に教えようと思ってね」


    「何を？」


    「死角とは何なのか、見る目がある人とは何なのか、そしてこの世界が何なのかをね」


    「え……？　えええ！　教えてくれるのか？　でも何で？」


    　どういうことだ。というか井波と戦って、俺が勝ったら教えるとか言ってなかったっけか。


    「エビマヨには直接被害が出たからな。お前にはもっと早く話しておく必要があると思ったのだが、死角の姿でその話をすると、より一層おかしくなる可能性があったんだ」


    「は、はあ……」


    　師匠は井波にこくりと合図する。


    「えーっと、それじゃあまず何から言えばいいのか迷うんだけど……」


    　井波はぽつりぽつりと死角についての話を語り始めた。


    　その間、俺を含め、藤村や少佐も黙って井波の話を真剣に聞き続けていた。


    「……まあ、そんなところかな」


    　井波はふぅと一息つき、沈黙する。


    　どうやら話は終了のようだ。　


    　俺や藤村や少佐は、ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。


    「……えっと……それって本当の話なんですか……？」


    　ようやくと言った感じで、藤村が口を開く。


    　井波の話を簡単に纏まとめるとこうだ。


    　今、俺がここにいる世界は、師匠たちが創つくり出した「箱はこ庭にわ」と呼ばれる世界なんだそうだ。


    　その世界は完全なものではなかったらしく、原因不明の存在が生まれてしまったらしい。


    　それが死角であり、理由はわからないが人間の寿命を奪い取ってしまうため、管理人と呼ばれる人たちが、井波のいる世界から、この箱庭に入って死角を破壊しているそうだ。


    　死角を倒すための特殊な能力を与えられた人が見る目がある人なんだけど、その能力を与える際に不測の事態が起きて、中途半端な能力になってしまったのが俺だそうだ。


    　とまあ大体そんな感じなのだが。


    「……正直言おう。まったく信じられない話だな。それがもし本当だとしたら、俺たちはいったい何者なんだ？」


    　俺だけじゃない。


    　藤村や少佐だって信じられないはずだ。


    「エビマヨ君、それ前にも同じこと言ってたよねえ」


    「は？　いや前にもって、今初めて聞いた話なんだけど」


    　あーやれやれと首を振る井波がちょっと腹立つ。


    「お前は人間だ。それ以外の何物でもない。それに信じる、信じないはどうでもいい。私はこの世界を我われ々われの世界と何一つ変わらないものだと思っている。だからエビマヨにこの話を聞かせたんだ」


    「変わらない？」


    「例えば私や井波が創つくられた存在ではないという保証なんかどこにもない。我々とエビマヨの存在に違いは何もない」


    「いや……でも師匠たちだけ真実を知ってるなんてずるいじゃないですか」


    「そもそも今の話が真実とは限らない。そんなこと誰にもわからない。すべては夢ゆめ幻まぼろしかもしれない。だがそんなことはどうでもいい。私がここにいて、お前がそこにいる。私もお前も現実だ」


    　師匠の言いたいことは何となく理解できる。決してこの世界や俺たちのことを創られた存在のつもりで扱っているわけじゃないようだ。


    「うーん……でも創られたとか言うんだったら、この世界なんでもありだろ。なんでもできちゃいそうなんだけど」


    「ところがそうでもないんだなあ」


    　井波はあっさりと俺の疑問を否定する。


    「そうなのか？　例えば、俺の目の前にぱっとキリンを出すとかできそうだけど」


    「まあできなくはないよ。ただ、そうするにはまず上司に許可の申請書を出して、それで許可が出たら、また別の部署に許可証貰もらったりとかすれば。たぶん三か月ぐらいかかると思うけど」


    　何だそりゃ。


    「実際はぱっとキリンを出すなんて許可が下りないと思うけどね」


    　しかもお堅い。


    　思いっきりお役所仕事だな。


    「それじゃあ今できそうな……井波が今すぐ元の世界に戻ったりとかはできないのか？」


    「できるけど、それも事前に申請する必要があるから」


    「またそれかよ……」


    　確かに融ゆう通ずうの利きかない世界のような気がしてきた。


    「世界にはバランスってのがあるんだよ。どこかで勝手なことしたら、別の場所でおかしなことが起こるかもしれないんだよ」


    「ふーん……そういうもんなのか」


    　そういや以前、師匠も同じようなことを言ってた気がする。


    　しかし、結局のところ井波は何も証拠を提示していない。これで信じろと言う方が無理だろ。


    　とは言え。


    　自分が死角になってしまったという事実が証拠以外の何物でもないような気がする。


    　でも、だからといって世界がどうとかを認めるわけにはいかない。そんなの、自分の存在を否定するようなものだ。


    　そうだ、藤村や少佐だって、俺と同じように考えているに違いない。


    「なあ藤村はどう思うんだ？」


    「私は井波先輩の言うことなら信じます！　井波先輩は噓うそをつくような人ではないですから！」


    「わーいありがとうのりりん！」


    　井波が藤村にぎゅっと抱きつく。


    　ええーこの子井波に首ったけ。


    　いや藤村は仕方ないとして。


    「……少佐はどうなんだ？　信じるのか？」


    　沈黙を貫つらぬく少佐に尋たずねる。


    「興味ない。信じるのは、己おのれのみだ」


    　この噓つきサングラスめ。


    　さっきまで信じられんといった調子で呆ぼう然ぜんとしてたくせに。


    　いい感じのセリフ言いたいだけだろ。


    　くそうこの兄きよう妹だいじゃ話にならない。


    　己の存在に関かかわる問題だというのに。


    　いや、二人とも思っていても口に出したくないだけかもしれない。


    　確かにそんな話を聞いても、何をどうしていいのかわからないんだろうけど。


    　そうだよな。俺だってそうだ。作り話にしか聞こえない。


    　俺だけでも絶対に全部は信じたりしないからな。


    「さて……この話をお前にしたのは理由がある。今から話すことがわかりやすくなると思ってな」


    　師匠が真剣な眼まな差ざしを俺に向ける。


    　先ほどまでとは雰囲気が少し違うようだ。


    　どうやらこれからが本題らしい。


    　いったいこれ以上何があるというのだろうか。


    「……話って何ですか？」


    　俺は少し緊張気味に尋たずねる。


    「エビマヨが死角になっていたときに少し話をしたんだけどな。覚えていないだろうが、簡単に言うとお前が死角になったのは、誰だれかの手によるものかもしれないということだ」


    「……は？　誰かがってそんな……」


    　またも信じられない話だ。そんなことして何の得があるというのだ。単なる嫌がらせにしても、たちが悪すぎる。


    「そもそも人間が死角になるなんて、いくらエビマヨが特殊だとはいえ、あり得ない事態だ。誰かが作さく為い的にやらない限りな」


    「で、でもいったい誰がそんなことを？」


    　俺を死角にした人物なんてまったく思い当たらない。というより、そんなことができる人なんているのだろうか。


    「誰かはわからない……いや……もしかしたら……」


    　師匠が何かを言おうとしたそのとき。


    「ああ。元の姿に戻っていたのか」


    　後方から声が聞こえた。


    「道理で空気が読めないと思ったら、人間に戻っていたんだね、エビマヨ」


    「その声は……」


    　聞いたことがある。


    　振り返ると、そこには立たち花ばなともう一人、知らないおっさんが立っていた。


    「エビマヨってそんな見た目してるんだ。へえー。ふーん……」


    　立花は遠慮なく俺の眼前まで近づき、じろじろと見つめだした。


    「お、おい……」


    　恥ずかしくなり、慌あわてて俺は距離を取る。


    「こらこら立花。彼が困っているよ」


    「はーい」


    　立花がたたっと見知らぬおっさんの元へ戻る。


    　いや、待てよ。


    　あのおっさん、どこかで見たことあるような。


    　そうだ、思い出した。


    　広場の変な像の前で人待ちしていたおっさんだ。となると、おっさんの待ち合わせ相手は立花だったってことなのだろうか。


    　おっさんは帽子をぐっと押さえながら空を見上げ、口を開く。


    「それにしても、寒いねえここは。わざわざ暖かいスーツを用意してきたんだがなあ」


    　こんな暑い時期だというのに何を言い出しているんだこのおっさん。


    　でもこうして対面してみると、意外と紳士なおっさんのようだ。一つ一つの動作にどこか品がある。


    「私もですよ。知ってます？　こんなに寒いのに、室内はクーラー効かせてるんですよ。信じられないですよね」


    　立花もおっさん同様、真夏だというのに冬着で厚着のくせに寒がっている。ホントによくわからん奴やつらだ。


    「……技術者がなぜここにいる」


    　師匠が二人の前にどんと立つ。


    　技術者って確かさっきの師匠の話によると、この箱庭の担当の役割の一つだっけか。師匠が構築者で、井波が管理人だったよな。


    　いやそんなことよりも。


    　なぜか知らんが、師匠がただならぬ空気を発しているんだけど。


    　いったいどうしたのだろうか。


    　よくわからないけど、何だかやばいことになりそうな気がする。


    「なんだ、君がこっちに来ていたのか。なるほど、それなら彼が元の姿に戻っているのも頷うなずける」


    　一方おっさんの態度は変わらず、どこかのんびりと穏やかにしていた。


    「それにしても、君や井波君はその恰かつ好こうでよく寒くないね。さすがに構築者、管理人は我われ々われと違い、慣れているってことか」


    　おっさんは立花に笑いかける。


    　慣れの問題なのかそれって。


    「貴様が立花をここへ送り込み、エビマヨの手伝いをさせたんだな。いったい何のつもりだ？」


    　師匠はくすりと笑いもせず、怒り気味な口調で相手を睨にらんでいる。何だか師匠怖い。


    「ちょっとちょっと。なぜか私たちが悪者みたいな雰囲気になってますよ」


    　立花はおっさんに困惑気味に話し掛ける。


    「はは、困ったなあ……一つ誤解して欲しくないのは、彼を酷ひどい目に遭あわせるつもりなんかまったくなかったんだよ。むしろ保護していたくらいだ」


    「何を言っている！　もう少しでエビマヨは死ぬところだったんだ！」


    　師匠は激しく怒りの声をぶつける。


    「そうだったのか……それは本当に済まなかった。彼を元に戻す予定はあったんだが、それはこちらの想定外だ。君に感謝する。彼を助けてくれて本当にありがとう」


    　帽子を取り、ぺこりと素直に頭を下げるおっさん。


    　それに合わせて立花も頭を下げる。


    　どういうことだろうか。


    　この人たちから悪意のようなものは感じられない。しかし、ならばなぜ俺を危険な目に遭あわせるようなことをしたのだろうか。


    「……貴様、何が目的だ。エビマヨを死角に変えたのも、この周辺に死角を集め、エビマヨに調査させやすいようにしたのも、立花に調査の手伝いをさせたのも、すべては貴様が仕組んだことだろ。最初にエビマヨを死角調査させるように勧めたのは他ほかの誰だれでもない、貴様だったからな」


    　師匠は変わらず鋭い口調だ。


    「いやいや優秀な人だな、君は。思わず感心してしまうよ。記録にも残っていないはずなのに、よく調べたものだ」


    「……！　まさか……！」


    　師匠がおっさんの言葉に初めて動揺する。


    「師匠、いったいどういうことですか？」


    　井波が師匠に尋たずねる。


    「技術者であるこいつらが記録に手を出すことは絶対に不可能だ……つまり……」


    「そう。私たち二人だけでやったことでない。みんなで彼を保護しているんだよ」


    「そうそう。私たちみんなエビマヨの味方なんだからね」


    　おっさんと立花が俺を見て、優しい表情を見せる。


    　みんなとはいったい誰のことを指しているのだろうか。


    「それってあの二人だけじゃなく、他にも箱庭の担当の中に、エビマヨ君に何かしようとしてる人がいるってことですか？」


    「おそらくな。少なくとも運営者の誰かが関かかわっている。だが誰かまでは絞り込めないだろう。それにこいつらが何人で組んでいるのかも不明だ」


    　師匠は初めて焦あせりの色を浮かべる。余よ程ほど想定していなかった事態に違いない。


    「君も誘うべきだったかな……いや、それは無理か。君は絶対断るだろうからなあ」


    「そりゃあ当然断りますって。何しろ井波の師匠ですからね」


    　立花はおっさんにうんうんと頷うなずく。


    「お前ら……エビマヨに何をさせたいんだ？」


    　今いま頃ごろ俺は気がついた。


    　師匠が俺を守るように立ち塞ふさいでいることに。やはりこの二人は危険ということなのだろうか。でもそんな気配は今のところまったく見せないのだが。


    「彼は我われ々われにとっての夢なんだよ」


    　おっさんは師匠に向かって明るく言い放つ。


    「夢……だと……？」


    「そう。夢だ」


    　おっさんは軽くふふっと笑い、両手を大きく広げる。


    「我々技術者にとって……いや、箱庭を担当するものなら誰もが一度は抱いだく夢……それが、彼なんだよ」


    　師匠はおっさんの話を聞く内に、顔色が変わっていった。


    「ま……まさか……そんなバカな！　あり得ない！　できるわけがないだろ！」


    　師匠は震ふるえている。


    　こんなに動揺を露あらわにする師匠は今まで見たことない。


    　夢とは、いったい何だろうか。


    「はは、察しがいい。君も同じ夢を抱いたってところか……いや、それも当然か。君も箱庭を担当する人間だからな」
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    「師匠……夢って？」


    　と俺が尋たずねるも、口を開こうとしない。


    　代わりにおっさんがちらりとこちらを向いて笑え顔がおを見せる。


    「君は外に出ることができるかもしれないんだよ」


    「外に……出る？」


    　外っていったいどこのことだろうか。今、俺は公園にいるんだから、すでに外に出てると思うんだけど。


    「理論上あり得ない！　大体、実体を持たないというのにどうやって外に出るつもりだ！　不可能だ！」


    　師匠はそう叫ぶも、おっさんや立花は余裕の態度を崩さない。


    「私も最初はそう思ったんだよ……いや、そんなことすら考えもしなかった、という方が正確かな。井波君からの報告で、箱庭の人にエラーの出たものがいると聞いてね。貴重な存在だと思ったが、それほど興味はなかったんだよ。でも、とある情報を聞いてね。もしや、と思ったんだ」


    　おっさんは嬉き々きとして話を続ける。


    「君も知っているだろう。彼がときどき不安定になり、どこにいるのかその存在が不ふ明めい瞭りようになるときがあると」


    「……ああ。知っている」


    　師匠は相手から少しも視線を外はずさず、おっさんの真意を測るかのように睨にらみ続けている。


    「それが私は気になったんだ。彼はどこに行ってるのだろうとね。結果は予想を遥はるかに超えたものだった。それはもう、あれだけ歓喜したのは相当久しぶりだったね」


    　おっさんは、まるで子供のように無邪気な笑顔を見せる。


    「わかるかい？　彼の反応は外にあったんだよ。はは、すでにもう彼は外に出ていたんだ。私は何もしていないというのにだよ。こんなの、もう笑うしかないだろ？」


    　師匠は何も答えない。


    「ただね、やっぱり彼は不安定なんだよ。残念なことに、不定期かつ、ごく稀まれに起こる現象なんだ。とにかくまったく情報が集まらなくて困っていたんだよ。このままでは我われ々われの手で彼を外に出すのはいつの日になることやらってね」


    「なるほどな……そこで、死角というわけか」


    　師匠がようやく言葉を発した。


    「そうそう。まずは協力者を集めたんだ。『箱庭の人を外に出さないか』って声を掛けてね。それから彼には悪いが死角になってもらい、他ほかの死角になるべくふれてもらうことにした。立花君にも協力してもらってね」


    　立花はふふっと笑って俺に手を振る。


    「……何で俺にそんな真ま似ねを……？」　


    「簡単に言うと、君にもっと刺激を与える必要があったんだよ。死角、つまりエラー関連のね。君が死角と触れ合うごとに、多くの情報を得ることができた。そのおかげでようやく我々の計画が完かん遂すいできそうだよ」


    　なるほど。


    　死角には死角を、エラーにはエラーをぶつけ、さらなるエラーを得ようとしたわけか。


    「でもね、井波のやり方だと、エビマヨと死角との接触時間が短すぎたんだよ。そこで私がなんとかしなきゃって思ったんだよね」


    　立花がふふんと自信満々に胸を張る。


    　あのデートは、俺と死角を長時間接触させるために仕組んだってわけか。


    「でも、立花は何でそのおっさんに協力しているんだ……？」


    「私には責任があるからね。ほら、エビマヨを中途半端な状態から元に戻してあげなきゃならないから。でもそれよりもっと良い方法があるんだよ」


    「良い方法？」


    　立花はにっこり可愛かわいく微笑ほほえむ。


    「エビマヨがこの箱庭から外に出て、私たちの世界に来ればいいんだよ。そうすれば、死角や見る目がある人なんて何も関係ないんだから」


    「外に出るって……つまり……」


    　俺は井波たちのいる世界に行けるってことか。


    「やっぱり外に出てみたいでしょ、エビマヨも」


    「え……？」


    　立花の問いかけに、俺は何も答えられない。


    　本当にそんな世界があるのだろうか。


    　もしあったとしても、俺は行ってみたいのだろうか。


    「立花、そんなことを言ったら彼が戸と惑まどうだろ。必要以上に動揺させたくはないんだよ」


    　立花はおっさんに慌あわてて頭を下げる。


    「あっと、すいません」


    　おっさんは俺に優しく微笑む。


    「本当に君には感謝しているんだ。死角になんか姿を変えてしまって悪かったね。君が何もかも理解した上で行動しても、効果はなかったんだ。勝手な真ま似ねを許して欲しい」


    　おっさんは再び帽子を取って頭をさげた。


    　とんでもない目に遭あったというのに、俺はどうしていいかわからない。このおっさんが血も涙もない極悪人であった方が、まだ怒りをぶつけられたのに。


    「貴様の目的は理解した。だが、そんな勝手な真似をして許されると思っているのか？」


    　師匠がそんなおっさんに対し、怒りに満ちた眼まな差ざしを相手にぶつける。


    「やれやれ……君は有能なのにわからないのかな？　この計画は賛同者が多くいるんだよ。君が外に戻ったとき、果たして誰だれに私のことを話すつもりかな？　誰が君の意見に耳を傾けてくれるのかな？」


    　師匠はただ黙っている。


    　よくわからないけど、箱庭を担当する人たちの組織の中に、誰かはわからないけど、俺を外に出したいと考えている人たちが紛まぎれているということだろうか。


    「そんなことはどうでもいい！」


    　師匠がとんでもない大声で怒鳴り声をあげる。


    「貴様はエビマヨを実験道具か何かだと思っているのか！　エビマヨはエビマヨだ！　勝手な真似をした貴様らを、絶対に私は許さない！」


    「師匠……」


    　この人が俺の師匠で本当によかったと、心から思った。


    「今ここで私が貴様たちを捻ひねり上げ、計画をすべて叩たたきつぶす！　それで万事解決だ！」


    　師匠は腰を落として構え、戦闘態勢に入る。


    「まいったな……君は賢かしこいのに、なぜか武闘派だよね」


    　ふぅと息をつき、おっさんは軽く首を振る。


    「師匠！　とにかくこいつらをぶっ叩けばいいんですね！　そういうのなら私も得意ですから！」


    　井波がまだ少しふらつきながらも、一いつ升しよう瓶びんをぐっと構え、師匠と同様に戦闘態勢に入る。


    「あーあ。師匠がこうなら弟子もこうなのね。野や蛮ばんだなあ」


    　立花がそんな井波を見て呆あきれたように首を振る。


    「ふんだ！　そもそもエビマヨ君の担当は私なんだから、立花っちに勝手なことさせないよ！　これは私のものなんだからね！」


    　いやだからそれはどうなんだろう。


    「井波先輩ずるいです！　私も！　私も参加します！」


    　藤村が井波と同様に、立花たちに向かって構える。


    「ふ……見せてもらおうか、そのスーツの性能とやらを」


    　今度は少佐もサングラスを外し、構えた。


    　でも何でいきなりおっさんのスーツの性能を知りたがるんだこいつ。


    　だけど。


    　みんなが俺を守ってくれていることは間違いない。


    　俺が迷うことなんて何一つない。


    「愉快な人たちだ。こんな展開になるなんて思いもよらなかったよ。できれば彼を説得し、我々と一緒に連れて行きたかったんだけどね」


    　おっさんは苦笑するも、どこか余裕な態度は相変わらずのまま話を続ける。


    「まあ、確かに計画は少しくるったんだよ。まさかこんなに早く彼が元の姿に戻るとは思っていなかったからね。でも、それくらいなら問題ないか……いや、結局また彼に迷惑をかけることになってしまうか。本当に申し訳ないな……」


    　おっさんはそこでいったんふぅと呼吸を置き、帽子をかぶり直しながら、ちらりと立花を見る。


    「さてと……立花、準備はできているか？」


    「はい、ばっちりいつでも。当然、エビマヨも」


    「そうか。では、我われ々われは先に失礼するよ」


    　片手をすっと挙げるおっさんを見て、師匠が何かにはっと気付く。


    「しまった……！　すでに申請していたのか！」


    　その瞬間。


    「……あれ？」


    　よくわからないが、なぜかみんな何もないところに向かって戦闘の構えを取っていた。


    「いったい何をやっているんだ俺たちは……？　戦隊ものの撮影みたいなことになってるんだけど、何だこれ？」


    「師匠！　すぐに申請を！」


    「ああ！　あいつらがエビマヨを諦あきらめたわけではないはずだ！」


    　だが俺の話なんかまったく聞いていない様子で、師匠と井波はわたわたと忙しそうにしていた。


    「なあ藤村、さっきまでたしかおっさんと女の子がいたはずだよな？　何か無茶苦茶なこと言ってたんだけど」


    「んー……？　私もよくわからないです」


    「奴やつは化物か……？」


    　藤村も少佐も何事かと不思議そうにしていた。


    「師匠！　立花っちが言ってた、エビマヨ君もってどういうことでしょうか？」


    「そうか！　まずい！　準備とはそういう意味だったのか！」


    　師匠がいきなり俺の肩をがしっと摑つかむ。


    「な……！　し、師匠？」


    「エビマヨ！　よく聞け！」


    「は、はい！」


    「今からお前は強制的に外に出されるかもしれない！」


    「……は？　そ、外って……」


    　そうだ。


    　だんだん思い出してきた。


    　おっさんがそんなこと言ってたな。


    　俺は外に出られると。


    　ここではない、井波の世界に行けると。


    　立花には外に出ることを勧められた。


    　でもそのときに返事はできなかった。


    　だが。


    　今なら答えられる。


    　俺はそんなところに行く必要なんか何もない。


    　みんながここにいるから。


    　ここが、俺の居場所なんだ。


    「いいか！　落ち着いて聞くんだエビマヨ！　すでにあいつらがお前を外に出す準備をしていたようだ！　もし向こうへ行っても……！」


    　師匠が俺に何かを言いかけた途と端たん。


    　俺の視界から師匠の姿がふっと消える。


    「師匠？」


    　いや。


    　師匠だけじゃない。


    　何もかも。


    　すべてが消えた。


    　何が起こっているんだ。


    「ん？」


    　それは数秒だったのか、どれくらい経たったのかまるでわからない。


    　ふと気がつくと、見たことのない景色が目の前に広がっていた。


    　静かで広く、どこかオフィスルームのような、無機質さのある部屋だ。


    　奥の方には俺の身長よりも高くて大きい、黒い箱のようなものがたくさん並んでいる。規則正しく揃そろって配置されている様子は、どこか美しさを感じさせる。箱からはケーブルが出ており、お互い接続されていて、このたくさんの箱が一つの大規模な設備のように思える。


    　でも何だろう。


    　何かがさっきから引っ掛かる。


    　そうだ。


    　この景色、前にどこかで見たことがある。


    　確か井波が誰だれかと話をしていた場所だったか、そんな夢を見た覚えがある。


    　もしかして。


    　ここが。


    　そのとき。


    「おお……？」


    　一瞬、ぐらりと視界が揺れる。


    　最初、俺が揺れたのかと思ったが、どうやら違ったようだ。


    「…………え？」


    　だが、そんなことがどうでもよくなるくらい驚くべき現象が起こった。


    「な……！」


    　さっきまで見えていた無機質な部屋の景色が、急にがらりと変わってしまった。


    　周囲の壁や床は原色丸出しの紫やら緑やら、やたらカラフルなモザイク柄がらだったり、真っ黒と真っ白が交互に並んでいたり、半透明な部分もあったりと、とにかくめちゃめちゃだった。じっと見つめていると目がおかしくなってしまいそうだ。


    　何でいきなりこんなことになってしまったんだ。


    　さっきまでの景色は何だったんだろうか。


    　俺にはもうわけがわからん。


    「どうエビマヨ、ここも悪くないでしょ？」


    　背後から声を掛けられた。


    「立花か？　ここはいったい……ってええええ！」


    　振り返ると、さらにわけのわからん事態が俺を襲った。


    　そこに立っていたのは、白い線が束たばになって密集し、人の形となっているような物体だったからだ。


    「何？　どうしたの、私を見て驚いちゃって」


    「な？　え？　やっぱり立花なのか？」


    「はあ？　さっき会ったばかりなのに何を言ってるの？」


    　その白い束みたいなのは立花で間違いないらしいのだが、何であんな姿になっているんだろうか。ここの部屋の景色も突とつ如じよ一変したし、俺の目がおかしくなってしまったのだろうか。


    「いや、その……俺には立花のことが人間に見えなくて、ただ白い束が動いているようにしか見えないんだけど……」


    「へ？　何それ？　白い束？　そんなわけないと思うんだけど。別に私はさっきと同じ恰かつ好こうしてるよ」


    　俺には白い束たばがくねっと動いているようにしか見えん。


    「それにこの猟りよう奇き的にカラフルな部屋は何なんだ？　何かこう、テンションがやばめな人がリフォームしたとしか思えんぞ」


    「はあ？　普通のオフィスルームでしょ。外に出すのは成功したはずなのに、何かエビマヨおかしいなあ……やっぱり予定よりも早かったからかな？　これは報告しないと」


    　白い束は何か考え込んでいるっぽい動作を見せるけど、実際にはあまりよくわからない。やっぱりちょっとくねっとしただけだ。


    　しかし立花の言うように、俺がどこかおかしいのだろうか。


    「立花には俺の姿はどう見えているんだ？」


    「別にいつもと何も変わらないよ」


    　当然でしょとでも言いたげに答える。


    　どんどん俺がおかしいことが濃厚になってきた。


    「……ところで、さっきおっさんとも話をしていたような気がするんだけど、どこへ行ったんだ？」


    「今ちょっと別のことで忙しくてね。私がエビマヨの様子を見ておくよう指示されたんだ。たぶん、すぐにここへ来ると思うよ」


    「ふーん……」


    　そういやこの景色と立花の異様さに気を取られて、もっとも肝かん心じんなことを聞くのを忘れていた。


    「ところで立花、ここどこ？」


    「ここは外だよ。箱庭の外。私たちがエビマヨを外に出したんだよ。無理矢理みたいになっちゃったけどね」


    　本当にここは外なのか。


    　ということは。


    「なあ立花……ひょっとして向こうにあるあの黒い箱が……」


    「そう。さっきまであそこの中にいたんだよ、私たち」


    　白い束たばが、奥にある黒い箱を指さす。


    　あれが俺のいた世界だと。


    　本当にそのまんま箱じゃないか。


    　信じられない。


    　だが実際俺はこんな得え体たいの知れない場所に立っている。


    　ここが元いた世界とは思えない。


    　何もかもすべて、井波の話は本当だったのか。


    　それじゃあ俺はいったい何者だ。


    　俺だけじゃない。


    　藤村も、少佐も、世界の人たちも。


    　いったい俺たちは何なんだ。


    　あの箱の中に収納された、情報の塊かたまりだとでもいうのだろうか。


    　そんなわけがない。


    　俺は人間だ。


    　俺は人間以外の何物でもない。


    　師匠だってそう言っていたはずだ。


    　なのに。


    　この目の前に広がるたくさんの黒い箱が。


    　自分の目で確かめた現実が、俺にのしかかる。


    　何だ。


    　何だ。


    　真実とは何だ。


    　これが真実だというのか。


    　これこそが。


    　俺が中途半端な見る目がある人になったことよりも。


    　俺が死角になったことよりも。


    　何よりも。


    　何よりも理不尽だ。


    　ちくしょう。


    　本当に理不尽なことだらけだ。


    　俺が生きていた世界そのものが理不尽だったとはな。


    　結局。


    　いつまでも。


    　世の中理不尽なことがなくならないわけだ。


    「…………ないな」


    「……え？　何か言ったエビマヨ？」


    　白い束たばが少し動く。


    「ないない！　そんなもんない！　こんな理不尽なこと、ないって言ってんだよ！」


    「ど、どうしたのいきなり……？」


    　白い束が大きく動く。


    　そうだ。


    　考えろ。


    　何かがおかしい。


    　本当に井波の言っていた話は真実なのだろうか。


    　本当に箱庭という世界が創つくられたものなのだろうか。


    　本当に俺は箱庭の人という創られた存在なのだろうか。


    　果たして真実はどこにあるのだろうか。


    　信じられるのは、己おのれのみ。


    　そんなことを言ってた奴やつがいた。


    　今、俺の目の前に広がるこの世界。


    　この猟りよう奇き的で病的なカラフルルーム。


    　変な白い線状の束たば。


    　これが真実の世界だとでもいうのか。


    　おかしい。


    　それこそあり得ない。


    　つまり間違っている。


    　何かが間違っている。


    　俺の中の真実は違う。


    　井波の話に真っ向から対立する真実だ。


    　そう。


    　これは勝負だ。


    　俺と井波との最後の戦い。


    　最終決戦だ。


    　俺の存在。


    　藤村の存在。


    　少佐の存在。


    　俺のいた世界の全人類の存在を賭かけた、大勝負だ。


    　もし負けたらすべての存在が消える勝負。


    　だが俺は信じる。


    　目の前に広がるこの光景を。


    　自分を信じるんだ。


    　今度こそ。


    　井波に勝つ。


    　どちらが真実か。


    「おおおおお……！」


    　勝負だ。


    「エ、エビマヨ……！」


    　綺き麗れいに並んだ黒い箱に向かって走り出す。


    　白い線の束が慌あわてているが無視。


    　ただひたすら箱へ向かい。


    「この……ボケが！」


    　蹴け飛とばす。


    「あああああ！　何てことを！」


    　押す。押す。殴なぐる。蹴ける。引っ張る。抜く。切る。引く。倒す。踏む。叩たたく。投げる。曲げる。折る。


    　破壊。


    　破壊。


    　破壊。


    「壊せ！　全部壊せ！　何もかも！　ぶっ壊してやるよ！　こんなもんが！　こんなもんがあるから！　何もかもおかしくなったんだ！　理不尽なことが起こったんだ！」


    　すべてを断ち切ってしまえ。


    　理不尽なことは己おのれの手で断ち切れ。


    　何もかも。


    　あらゆる出来事をなすがままに受け入れるな。


    　俺の日常は、俺が決めるんだ。
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    　夏休みがエンドレスに続いたらいいなあ、などと考えた時期が俺にもあったのだが、よくよく考えるとずっと同じような出来事ばかりが続きそうな気もするので、やっぱりエンドレスじゃなくてよかったなあと思うようになってきた。


    　そんなわけで、死し角かくとして過ごしたような夏休みもようやく終わり、学校が始まって、いわゆる日常が戻ってきた。


    　のだが。


    　それはもう、本当の意味で俺の日常が戻ったのだった。


    　部活をやることもなく、死角と戦うこともなく、誰だれにも振り回されることもなく、ただただ授業を受け、放課後になったら家へ帰るという日々を繰り返す。


    　つまり、井い波なみと会う前の、平へい穏おんな日常に戻ったということだ。


    　放課後、俺は何の気もなしに屋上へと向かった。別にそこで何かやろうというつもりはまったくない。ただ単に気き紛まぐれ、かつ気晴らしのつもりで来ただけだ。


    　屋上は相変わらず殺風景で、床はコンクリ、周囲は高い柵さくに囲まれているだけで、花壇やベンチ一つありゃしない。当然俺以外に人の気配はない。まあこういう場所の方が、何もせず、ぼーっとするのに向いているのかもしれない。


    　俺が箱庭の外、いわゆる井波のいる世界に行って暴れまくってからもう何日も経たっている。


    　あの黒い箱を散々壊しまくった後、気がついたらいつの間にか元いた世界に戻っていたとき、俺は勝利を確信した。


    　俺の考えていた説はこうだ。


    　今、俺のいる世界が箱庭なんかではなく、井波たちのいる世界こそが箱庭、つまり創つくられた世界なのでは、というものである。俺が元々そこの住人ではなかったせいなのか、不完全な転送だったからか理由はよくわからないが、俺の目にはあの世界が作りもののような、まるで疑似空間に入り込んだかのように映った。あの光景があったからこそ俺は何かがおかしいと思い、井波の話に疑問を持つこととなった。


    　つまりあの黒い箱は、この世界が入っている箱庭なんかではなく、こちらの世界に様々な影響を及ぼす装置であり、この世界は現実以外の何物でもないというわけだ。


    　だが師し匠しようや井波たちはそんな風ふうに考えているわけじゃなく、この世界である箱庭を管理している感覚なんだろう。


    　結局あの日以来、死角はもう現れていない。というよりも、俺の見る目がある人としての能力は消えてしまった。もう条件が思い浮かぶことはなくなった。藤ふじ村むらや少しよう佐さも同様で、条件を満たしても何も変化は起きないらしく、当然空気を読んでも何もわからないそうだ。


    　何よりも、あの黒い箱を徹底的に破壊したというのに、俺のいる世界は何一つ変化など起きず、平へい穏おんのままだ。


    　これはつまり井波の説ではなく、俺の考えた説が正しかったという証拠だろう。


    　そう。


    　俺は井波に勝ったんだ。


    　すべてを賭かけた勝負に勝ったんだ。


    　だが。


    　それと同時に。


    　井波はいなくなってしまった。


    「……あっつー……」


    　今日は日ひ射ざしが強いため、日陰にでも移動しようかと思いきや、この屋上にそんな場所なんかなく、太陽光浴びっぱなしだ。


    　あの黒い箱を壊して、死角やら見る目がある人やらをすべてなかったことにすれば、当然井波もなかったことになってしまう。


    　そんなことわかっていた。


    　それを覚悟で破壊した。


    　のだが。


    「あー失敗したなー……やってもうたー……」


    　俺はもう毎日とんでもなく後悔しまくっていた。いやまあ何かこうたぶん、かーっと頭に血が上っててつい勢いで暴れてしまったんだろう。


    　そして、おそらくもう井波はここへ戻ってくることはないだろう。修復不可能ってくらいぶっ壊しまくったし、もし修復できたとしても、こちらへ戻ってくる理由なんかない。もうすでに死角もいないし、見る目がある人の能力も必要ない。


    　以前、いきなり井波がいなくなって、しばらくして戻ってきたことがあったが、あのときと今では状況が全然違う。


    　もう、向こうの世界とこちらの世界の繋つながりは何もないのだから。


    　俺はいったい何がしたかったのだろう。


    　井波に勝ちたかったのだろうか。


    　死角をすべてなかったことにしたかったのだろうか。


    　理不尽なことが許せなかったのだろうか。


    　何が何だかよくわからくなってきた。


    　ただ一つ、これだけは言える。


    　井波に会いたい。


    　それでまたみんなで一緒に何かしたい。別に何でも、どんなことでもいいから、俺を、みんなを前みたく好き勝手に引っ張り回してほしい。死角とか、見る目がある人とか、本当はどうでもよかったんだよ。


    　つまらないんだよなあ、部活がないと。


    　井波がいないと。


    「さて……帰るか」


    　そろそろ暑さが限界を超えそうなので、屋上を後にしようと扉とびらへ向かう。


    　そういやこの屋上、俺にとって死角と死闘を繰り広げた思い出深い場所だ。しかし今となっては噓うその出来事のような気もする。俺たちのいた部室も、元々倉庫として使っていた部にばれて強制撤去されてしまい、みんなで集まることもなくなってしまった。


    　もう何もかも、井波の痕こん跡せきはなくなってしまったんだな。以前までとは何もかも変わってしまったようだ。


    　それに俺ももうムッツリスケベは卒業だ。いわゆる真ま面じ目めで純情な青年に変わってしまったと思う。パンチラのことを毎日考えなくなり、二日に一回しか縞しま々パンツに想おもいを巡めぐらすことはなく、師匠の胸と藤村の胸のサイズ比較を図で表わすこともなくなった。


    　こうして人はどんどん変わっていくのだろう。


    　そんなことを考えながら、がちゃりと屋上の扉を開く。


    　と思ったらいきなり向こうから開いた。


    「おわあ！　びっくりした！」


    「わああ！　びっくりした！」


    　目の前に井波が立っている。


    「何でいきなり扉の前にいるのエビマヨ君！　びっくりするでしょ！」


    「いや今ちょうど開けようかと思ったら……ってえええ！　な、何で井波が！」


    　井波だ。


    　井波がいる。


    　俺の目の前に、井波がいる。


    「随ずい分ぶん校内捜し回ったんだよーエビマヨ君。でもまさかこんな暑いところにいるとは思わなかったよ」


    「あ……え、あの……なんで？　なんでここへ戻ってきたんだ？」


    　井波は相も変わらず、眩まぶしいくらいの笑え顔がおでびしっと言い放つ。


    「そりゃあもちろん！　エビマヨ君を叱しかりつけに来たんだよ！」


    「……え？　叱る？」


    「あったり前でしょ！　あんだけ箱庭ぶっ壊しといて怒られないと思ってたのエビマヨ君！　師匠も怒ってたよ！　こらー！」


    「あ……その……ごめんなさい」


    　ぷんぷん怒り出す井波にぺこぺこ頭を下げる。


    　それにしても、あの壊れた黒い箱を修復して戻ってきたのだろうか。でもまさか怒るためだけにそんなことしたとは思えない。


    「まったくもう……補助用の箱庭があったからよかったものの、危うくとんでもない被害がでるところだったんだから！」


    「…………は？　補助って……？」


    　井波の言葉に一瞬耳を疑う。


    「補助って、だから補助だよ」


    「いや、わかんないんだけど」


    「エビマヨ君が壊したのは本稼働してた箱庭で、そんときに緊急で補助用の箱庭に稼働を切り替えたんだよ」


    　井波はすらすら平然と喋しやべってくれるが、俺は何ごとかと頭を悩ます。


    「え？　ちょ、ちょっと待って？　じゃあ箱庭は俺が壊した後も稼働していたってこと？」


    「もちろん。あんな大規模な設備、主要の機器だけで運営するわけないでしょ。災害とかで壊れたときのための補助用があるんだよ」


    「そんな……じゃあ……」


    　俺が壊しても特に意味がなかったのか。


    　補助用の箱庭があったなんて。


    　なら俺の説は間違っていたのか。


    　いや待て。


    「そ、そうだ井波！　でも、ほら、もう死角はいなくなったんだろ！　それに見る目がある人の能力もなくなったみたいだし！」


    　死角や見る目がある人の能力は、俺が箱庭を破壊したときになくなったはずだ。


    「そうだねー。こないだ無事に死角もすべて殲せん滅めつできたみたいだし、見る目がある人の能力も必要なくなったからもう全員消したみたいだよ」


    「え……殲滅？　い、いやでもそう簡単にあの死角を全部倒すなんて……！」


    「すでに残りの死角の数がすごい少なかったからねえ。それとこの周辺に死角を集めたおかげもあってか、わりとあっさりだったみたいだよ。そんとき私は師し匠しようと一緒に修理の手伝いしてたんだけどね」


    「な、何だってー！　四し天てん王のうとかどこいったの!?」


    　どういうことだ。


    　俺の説、井波の世界こそ箱庭説が崩れていく。


    　いやおかしい。


    　それじゃあ俺があのとき見た変な景色は何だったんだ。


    　いったい何が真実なんだ。


    　ああもう何が何だかわけわからん。


    「まあようやく修理も終わって、やっとこっちに戻って来られるようになったんだよ」


    　にっこり無邪気に笑う井波。


    　そんな様子を見ていたら、何だか真実とかどうでもよくなってきた。


    　今、俺の目の前に井波がいる。


    　その真実だけで十分だ。


    「あ、そうだ。こっちに来たら、どうしてもエビマヨ君に言わなきゃならないことがあったんだ」


    　井波は急に真剣な口調になり、まっすぐ俺を見つめる。


    「な、何……？」


    　言わなきゃならないことって何だろう。


    　久しぶりに会ってそんなこと言われると、なんかこう、思わせぶりだな。


    　それに珍しく井波真ま面じ目めそうだし。


    　ちょっとどきどきしちゃう。


    「私、本当はね……」


    「う、うん……」


    「エカテリーナって名前じゃないから」


    「……………………は？」


    　ぷぷーっと笑う井波。


    「そんな名前なわけないでしょエビマヨ君！　な、何、井波エカテリーナって！　ははっ、ないない！　何だそりゃー！」


    　ぽかーんと笑い転げる井波を見つめる俺。


    「え？　え？　いやでもあのとき名前を言ったらって……」


    　確か俺が死角になって、井波に本当に俺が死角になったのか疑われたとき、名前を当てたらようやく信じてもらえたような。


    「私、エビマヨ君の声なんて聞き慣れてるって言ったでしょ！　声を聞いた時点ですぐにこの死角はエビマヨ君だってわかってたんだって！　ぷぷーっ！　で、でもまさかエカテリーナが出てくるなんて！　あははははは！」


    　井波は腹を抱かかえてげらげら笑いだす。


    「……あ！　そ、そうかこいつ……！」


    　あのときすぐに死角が俺だとわかっていたくせに、気付かないふりしてからかっていたのか井波の奴やつめ。くそうこっちはものすごい必死だったってのに。


    「……あれ？　じゃあ待てよ？」


    「ははっ！　な、何エビマヨ君？　どうしたの？　はは！」


    「確かあのとき井波が、俺のことをかっこいいだとか、強い絆きずなで結ばれているとか言っていたような……」


    「あ」


    　井波は笑うのをぴたりと止やめ、そのまま固まる。


    「あんときはあの死角が俺だとわかってなかったとか言ってたけど、実はわかってて言ったってことになるのか？」


    「あう……いやそれは……その……あれはほら……こう……死角が……あれで……」


    　井波は顔を真っ赤にしてしどろもどろになる。


    　そうか井波は俺のことをあんな風ふうに思っていたのか。


    　なら、俺も。


    「……そ、その……俺も井波のこと……」


    「あ！　そうだ忘れてた！　早く行かなきゃいけないんだった！」


    　井波がぽーんと弾はじけるように叫びだす。


    「な、何だいきなり？」


    「エビマヨ君！　行くよ！」


    　井波はまだ顔が赤いまま、だだっと階段を下りる。


    「行くってどこに？」


    「部活だよ！　ほら早く！」


    　小動物のように走り出す井波の後を慌あわててついていく。


    「お、おい待てって！」


    　今まで使っていた部室は、すでに他ほかの部の倉庫になっているってのに、いったい井波はどこへ行くつもりなんだ。


    「ほらほら、早くー！」


    「……え？」


    　たどり着いた先は、今まで使っていたオカリナ部の部室。


    「おい井波！　ここはもう……！」


    　という俺の声に耳を貸さず、井波は扉とびらを開く。


    「あ、井波先輩！　エビマヨ先輩連れてきたんですね！」


    「どこで油を売っていたんだ」


    　そこに広がる景色は、いつものオカリナ部だった。


    　狭い室内に、テーブルと椅い子す。


    　藤村がいて、少佐がいて、俺たちを迎える。


    「お、お前ら……この部屋はいったい……？　他ほかの部の倉庫だったはずなのに……」


    　呆ぼう然ぜんとする俺に、にっこり笑う藤村。


    「何を言っているんですかエビマヨ先輩。ここはオカリナ部ですよ。他の部の荷物なんて、私たちのオカリナ部に必要ないですからね」


    「藤村……」


    　少佐はサングラスを外はずし、珍しく笑顔を見せる。


    「邪魔なものがあるなら、排除すればいい。それだけのことだ。ここは我われ々われの居場所だろ。お前は違うのか？」


    「少佐……」


    　こいつら。


    　全部の荷物をどっかに追いやったってのかひょっとして。


    　でもそうか。


    　二人とも、俺と同じだったんだな。


    　二人とも、非常識が好きなんだ。


    「ほらエビマヨ君も座って座って！」


    　井波がいつもの窓まど際ぎわの席へ座る。


    「お、おう……」


    　俺の隣に少佐。その正面に藤村。


    　そして窓まど際ぎわに井波。


    　ああそうか。


    　始まるのか。


    　部活が。


    「それじゃあ、エビマヨ君が壊したりとか悪いことをしたのでどんなお仕置きをするかみんなで考えよう会議を始めまーす！」


    　井波が元気よく立ち上がりながら言い放つ。


    「はいはーい！　やっぱり私は絶対ロウソクが必要だと思います！」


    　藤村が手を上げながら笑顔で答える。


    「二本、いや三本は必要だな」


    　少佐がにやりと笑えみを浮かべる。


    「あー……まあそうか。そうだよな。やっぱり、こうなるんだよな！」


    　そんな感じで、今日もオカリナを吹く予定はない。


    



    



    
      了

    

  


  
    　あとがき


    



    　こんにちは、原田源五郎です。この度は『今日もオカリナを吹く予定はない３』を手に取っていただきありがとうございます。


    　結局最後までオカリナを吹くこともなく、この巻で完結となりました。一巻を書き上げた時点では、その後の話の展開や謎の正体などを何一つ考えておらず、とにかく笑いさえあればいいか、などと思っていました。しかし笑いだけでは良くないと思い、いろいろと考えた結果、このような形に着地しました。とはいえ、作者としてはシリアスなお話を書いているつもりはなく、おかしな人たちがおかしなことをしているコメディーを書いたつもりです。読んでくださった方に笑っていただけたら、それ以上に嬉しいことはありません。


    　では、この辺で謝辞に入らせていただきます。


    　担当の星野様、ざっくりとしたプロットを提出したり、途中経過が提出できなかったりと本当に申し訳ありませんでした。もっとしっかりせねばと反省しておりますので、これからもよろしくお願いします。x6sukeペケロクスケ様、今回も素晴らしいイラストありがとうございました。楽しそうにはしゃぐキャラクターたちが印象的で見ているこっちも元気になる思いでした。


    　そして読者の方々のおかげで、こうして三巻まで世に送り出すことができました。本当にありがとうございました。


    　それでは、次の作品で出会う機会があれば、またよろしくお願いします。


    



    
      原田源五郎

    

  


  
    原田源五郎


    Gengoro Harada


    



    １９７９年生まれ。埼玉県在住。最近胃の調子が悪いので、コーヒーをやめて紅茶をよく飲んでいます。そうしたら今度は脇腹が痛くなってきました。多分飲み過ぎです。
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